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はじめに 
 
 1999年 11月に、国際標準 EDI（UN／EDIFACT）の利用グループの支援を受けた国連
CEFACT（Center for Trade Facilitation and eBusiness）と、先進的 ITベンダーのコンソーシア
ムである OASIS (Organisation for Advanced Structured Information Standards)の協業で始められ
た ebXMLイニシャチブは、2001年 5月、今後の電子ビジネスコラボレーション実現のフレ
ームワークとなる一連の仕様（ebXML仕様）の第 1版を完成し公表した。 
 ebXML仕様は、従来のレガシーEDIやWEB－EDIを XML化するに留まらず、取引企業
同士のそれぞれのアプリケーションが、情報交換により合意されたビジネスプロセスを遂

行してビジネス目標を達成する、すなわち電子ビジネスコラボレーションを実現させるた

めに必要な標準仕様を定めている。 
今後、当該標準仕様は、ITベンダーの戦略的製品やサービスに取り入れられるとともに、
ユーザー業界においてはビジネスプロセス改善の仕組みに採用されて行くことが期待され

ている。 
 
(財)日本情報処理開発協会では経済産業省の委託を受けて、2001年 5月に公表された

ebXML仕様を中心に、電子商取引推進協議会の平成 13年度 XML／EDI標準化専門委員会
の討議結果を反映し、次の 6部からなる解説書を作成した。 

 
第1部 ebXML概要  
第2部 ebXMLビジネスプロセス 
第3部 ebXML情報構成要素 
第4部 ebXMLレジストリ・リポジトリ 
第5部 ebXML交換協定 
第6部 ebXML通信仕様 

 
 なお、ebXML仕様は、2001年 5月以降、第 2章－第 3章関連は UN／CEFACT、第 4章
－第 6章関連は OASISが仕様の改訂・保守を継続しており、ebXML仕様の実装においては
該当組織より発表されている最新版の仕様を参照されることを推奨する。 

 
平成 14年 3月 
財団法人日本情報処理開発協会 
電子商取引推進センター 
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第 4部 ebXMLレジストリ・リポジトリ 序文 
 
 ｢ebXMLレジストリ・リポジトリ｣は、ebXMLイニシャチブにより作成された ebXMLレ
ジストリ情報モデル、および ebXMLレジストリサービス仕様を掲載する。 
 
<参照 ebXML仕様書> 
ebXML Registry Information Model V1.0    2001年 5月 8日 
ebXML Registry Service Specification V1.0    2001年 5月 10日 
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1 本書の位置付け 
 
本書は、電子ビジネスコミュニティ向けの ebXMLドラフト標準を指定している。 
 
本書は自由に配布できる。 
 
本書の書式は、インターネット・ソサエティの標準 RFCに基づいている。 
 
本書のバージョン： 
http://www.ebxml.org/specs/ebRIM.pdf 
 
最新バージョン： 
http://www.ebxml.org/specs/ebRIM.pdf 
 
 

http://www.ebxml.org/specs/ebRIM.pdf
http://www.ebxml.org/specs/ebRIM.pdf
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3 はじめに 
 
3.1 本書の概要 
 
本書は、ebXMLレジストリの情報モデルを説明している。 
 
別の文書「ebXML レジストリサービス仕様[ebRS]」は、ebXMLレジストリの情報コンテン
ツへのアクセスを提供するレジストリサービスの構築方法を説明している。 
 
3.2 一般規則 
 
o 概念を簡潔に説明する手段として UML図を使用する。UML図は、特定の実装や手法の
要件を特定するためのものではない。 
 
o UML図ではインタフェースが多用される。インタフェースは、属性のあるクラスの代わ
りに使用し、抽象的な定義を提供するもので、特定の実装を意図するものではない。特に、

レジストリ内のオブジェクトにインタフェースを経由して直接アクセスすることを意味す

るものではない。レジストリ内のオブジェクトは、ebXMLレジストリサービス仕様で説明
しているインタフェースを経由してアクセスする。インタフェースの各 getメソッドは、マ
ッピング先となる属性名を明確に示している。たとえば、getNameメソッドは、nameと名
付けられた属性にマッピングする。 
 
o 用語「リポジトリ項目」は、保管および保護のためにレジストリに登録されているオブ
ジェクトを特定するために使用する（たとえば、XML文書や DTD）。リポジトリ項目はす
べて、RegistryEntryインスタンスによって表記する。 
 
o 用語「RegistryEntry」は、コンテンツのインスタンス（リポジトリ項目）に関するメタデ
ータを提供するオブジェクトを特定するために使用する。 
 
o 用語「RegistryObject」は、一般的な用語「オブジェクト」との混同を避けるために、情
報モデルの基本インタフェースを指すために使用する。ただし、用語「オブジェクト」を、

情報モデルのクラスやインタフェースを指すために使用するときは、ほぼすべてのクラス

は RegistryObjectのインスタンスであるため、用語「オブジェクト」は RegistryObjectを意
味している。 
 
情報モデルは、レジストリの実際のコンテンツ（リポジトリ）を扱わない。情報モデルの

すべての要素は、コンテンツに関するメタデータを表し、コンテンツ自身を表すものでは

ない。 
 
ソフトウェアの実装者は、ebXML準拠のソフトウェアを作成するときに、本書と他の
ebXML仕様文書を組み合わせて使用することができる。 
 
本書で使用するキーワード『MUST, MUST NOT, REQUIRED, SHALL, SHALL NOT, SHOULD, 
SHOULD NOT, RECOMMENDED, MAY, OPTIONAL』は、RFC 2119 [Bra97]の説明通りに解
釈されるものとする。 
 
3.2.1 命名規則 
 
本書における大文字の使用と命名規則を確実にするために、「Upper Camel Case (UCC)」と
「Lower Camel Case (LCC)」の大文字スタイルは、以下の規則で使用する。 
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・要素名は UCC規則に従う。 
（例：<UpperCamelCaseElement/>） 
・属性名は LCC規則に従う。 
（例：<UpperCamelCaseElement 

lowerCamelCaseAttribute="Whatever"/） 
・クラス、インタフェース名は UCC規則を使用する。 
（例：ClassificationNode, Versionable） 
・メソッド名は LCC規則を使用する。 
（例：getName(), setName()） 
また、大文字のイタリック体の単語は、ebXML用語解説[ebGLOSS]で定義されている。 
 
3.3 対象者 
 
この仕様の対象者は、以下のソフトウェア開発者から構成されるコミュニティである。 
 
o ebXMLレジストリサービスの実装者 
o ebXMLレジストリクライアントの実装者 
 
3.4 関連文書 
 
本書の背景と関連情報のいくつかは、以下の仕様に基づいている。 
 
a) ebXMLレジストリサービス仕様- 情報モデルに基づいた実際のレジストリサービスを定
義 
 
b)コラボレーションプロトコルプロファイルおよびコラボレーションプロトコル合意書仕
様– 取引当事者のプロファイルの定義方法と、2取引当事者が当事者契約を定義するための
プロファイルの使用方法を定義 
 
c) ebXMLビジネス・プロセス仕様スキーマ 
 
d) ebXMLテクニカルアーキテクチャ仕様 
 
4 設計目的 
 
4.1 目標 
 
仕様のこのバージョンの目的は、以下の通りである。 
 
o レジストリ内にある情報と、その情報の構成方法を知らせる。 
 
o OASIS [OAS]および ISO 11179 [ISO]レジストリモデルで行われた作業をできるだけ多く利
用する。 
 
o その他の ebXMLワーキンググループの関連作業との調和を図る。 
 
o 将来の ebXMLレジストリ要件をサポートする。 
 
o 他の ebXML仕様と互換性を保つ。 
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5 システムの概要 
 
5.1 ebXMLレジストリの役割 
 
レジストリは、登録組織によって提出される情報の永続的で安定した保管を提供する。こ

うした情報は、ebXMLをベースとした企業対企業（B2B）パートナーシップとトランザク
ションを容易にするために使用される。提出されたコンテンツは、XMLスキーマおよび文
書、プロセス説明、コア構成要素、コンテキスト説明、UMLモデル、取引当事者情報、さ
らにはソフトウェアコンポーネントにすることもできる。 
 
5.2 レジストリサービス 
 
レジストリのクライアントにレジストリコンテンツへのアクセスを提供するレジストリサ

ービスのセットは、ebXMLレジストリサービス仕様に定義されている。本書は、こうした
サービスの詳細を提供していないが、参照として使用することができる。 
 
5.3 レジストリ情報モデルとは何か 
 
レジストリ情報モデルは、ebXMLレジストリの青写真または高レベルのスキーマを提供し
ている。レジストリ情報モデルの第一の重要性は、ebXMLレジストリを実装するためのも
のである。従って、レジストリ情報モデルは、このような実装に対し、レジストリに格納

されているメタデータの型と、メタデータとクラス間の関連の情報を提供する。 
 
レジストリ情報モデルとは、以下の通りである。 
 
o どの型のオブジェクトがレジストリに格納されるのかを定義する。 
o 格納されたオブジェクトがレジストリでどのように構成されるのかを定義する。 
o いくつかのワーキンググループが作成した ebXMLメタモデルに基づく。 
 
5.4 レジストリ情報モデルの働き 
 
ebXMLレジストリの実装者は、レジストリの実装に含めるクラスと、こうしたクラスが持
つ属性とメソッドを決定するために、情報モデルを使用できる。また、レジストリの実装

に必要になる可能性があるデータベーススキーマの種類を決定するためにも、情報モデル

を使用することができる。 
 
[注意] 情報モデルは例証となるべきもので、実装についてどのような特定の選択も指定し
ていない。 
 
5.5 レジストリ情報モデルを実装できる場所 
 
レジストリ情報モデルは、リレーショナルデータベーススキーマ、オブジェクトデータベ

ーススキーマ、その他の物理的スキーマの形で、ebXMLレジストリに実装することができ
る。また、レジストリ実装内のインタフェースおよびクラスとして実装することもできる。 
 
5.6 ebXMLレジストリへの適合性 
 
実装がこの仕様への適合性を要求する場合、その実装は、ebXMLレジストリサービスを通
して見ることができる必要なすべての情報モデル・クラスおよびインタフェース、その属

性および意味的定義をサポートする。 
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6 レジストリ情報モデル: 高レベルのパブリックビュー 
 
本節では、レジストリ内で最も一般的なオブジェクトの高レベルのパブリックビューを説

明する。 
 
図 1は、レジストリ内オブジェクトの高レベルのパブリックビューと、UMLクラス図でそ
の関連を示している。これは、継承、クラス属性またはクラスメソッドを示すものではな

い。 
また、この情報モデルは、実際のリポジトリ項目のモデルではないことに注意して欲しい。 
 

 

 
図 1: 情報モデルの高レベルパブリックビュー 

 
6.1 RegistryEntry（レジストリエントリ） 
 
情報モデルの中央のオブジェクトは RegistryEntryである。RegistryEntryのインスタンスは、
レジストリに提出されたそれぞれのコンテンツインスタンスに対して存在する。

RegistryEntryクラスのインスタンスは、リポジトリ項目に関するメタデータを提供する。実
際のリポジトリ項目（たとえば、DTD）は、RegistryEntryクラスのインスタンスには含まれ
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ていない。情報モデルのほとんどのクラスは、RegistryEntryの特化されたサブクラスである
ことに注意して欲しい。各 RegistryEntryは、正確に 1つのリポジトリ項目に関連付けられ
ている。 
 
6.2 Slot（スロット） 
 
Slotインスタンスは、RegistryEntryインスタンスに任意の属性を追加する動的な方法を提供
する。RegistryEntryインスタンスに動的に属性を追加するこの機能により、レジストリ情報
モデル内の拡張性が可能になる。 
 
6.3 Association（関連） 
 
Associationインスタンスは、情報モデル内のオブジェクト間で、多対多の関連を定義するた
めに使用される RegistryEntryである。関連については、10節で詳しく説明する。 
 
6.4 ExternalIdentifier（外部識別子） 
 
ExternalIdentifierインスタンスは、DUNS番号、社会保障番号、または組織の別名といった
補足的な識別子情報を RegistryEntryに提供する。 
 
6.5 ExternalLink（外部リンク） 
 
ExternalLinkインスタンスは、レジストリによって管理されないコンテンツに対し、指定さ
れた URIのモデルを作成する RegistryEntryである。管理されたコンテンツとは異なり、こ
うした外部コンテンツは、レジストリの知らない間にいつでも変更や削除が実行される可

能性がある。RegistryEntryは、任意の数の ExternalLinkと関連付けることができる。登録組
織がリポジトリ項目（たとえば、DTD）を提出し、特定の外部コンテンツをそのオブジェ
クト（たとえば、登録組織のホームページ）に関連付けることを希望する場合に、ExternalLink
はこの機能を実現する。ExternalLink機能は、ExternalLinkを RegistryEntryに対して表示す
る GUIツールの中にある。ユーザはこのようなリンクをクリックし、リンクが参照してい
る外部の webページに移動することができる。 
 
6.6 ClassificationNode（分類ノード） 
 
ClassificationNodeインスタンスは、各ノードが ClassificationNodeとなるツリー構造を定義
するために使用される RegistryEntryである。ClassificationNodeと共に構成される分類ツリ
ーは、分類スキームまたは存在論（オントロジー）を定義するために使用される。 
ClassificationNodeについては、11節で詳しく説明する。 
 
6.7 Classification（分類） 
 
Classificationインスタンスは、RegistryEntryインスタンスを分類スキーム内の
ClassificationNodeに関連付けることにより、リポジトリ項目を分類するために使用される
RegistryEntryである。Classificationについては、第 11章で詳しく説明する。 
 
6.8 Package（パッケージ） 
 
Packageインスタンスは、論理的に関連する RegistryEntryをグループ化する RegistryEntryで
ある。Packageの使用目的は、オブジェクトのパッケージ全体で操作を実行できるようにす
ることにある。たとえば、1つの Packageに属するすべてのオブジェクトを単独の依頼で削
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除することができる。 
 
6.9 AuditableEvent（監査可能イベント） 
 
AuditableEventインスタンスは、RegistryEntryを監査追跡するために使用する Objectである。
AuditableEventについては、8節で詳しく説明する。 
 
6.10 User（ユーザ） 
 
Userインスタンスは、レジストリに登録しているユーザの情報を提供するために使用する
Objectである。Userオブジェクトは、RegistryEntryに対する監査追跡で使用される。User
については、8節で詳しく説明する。 
 
6.11 PostalAddress（郵便アドレス） 
 
PostalAddressは、郵便アドレスの属性を定義する、再利用可能な単一のエンティティクラス
である。 
 
6.12 Organization（組織） 
 
Organizationインスタンスは、登録組織のような組織の情報を提供する RegistryEntryである。
それぞれの Organizationインスタンスは、親 Organizationへの参照を持つことができる。 
 
 
7 レジストリ情報モデル: 詳細ビュー 
 
本節では、情報モデルクラスについて、パブリックビューよりも詳しく説明する。詳細ビ

ューでは、情報モデルのパブリックビューで説明しなかったモデルに補足的ないくつかの

クラスを導入する。 
 
図 2は、継承、すなわち、情報モデル内のクラス間の「is a」関連を示しており、これは、
「has a」関連を示していない。「has a」関連は図 1ですでに解説している。図 2では、クラ
ス属性とクラスメソッドも示されていない。ほとんどのインタフェースとクラスのメソッ

ドおよび属性の詳細な説明は、各クラスの説明後に表の形で説明している。 
 
インタフェース Associationについては、10節で別に詳しく説明する。インタフェース
Classificationおよび ClassificationNodeは、11節で詳しく説明する。 
 
サンプルの情報モデルは、実際のリポジトリ項目のモデルを作成していない。 
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図 2: 情報モデル継承ビュー 
 
7.1 インタフェース RegistryObject 
 
既知のすべての下位インタフェース:  
Association, Classification, ClassificationNode, ExternalLink, ExtrinsicObject, IntrinsicObject, 
RegistryEntry, Organization, Package, User, AuditableEvent, ExternalIdentifier 
 
RegistryObjectは、情報モデル内のほとんどすべてのオブジェクトに対して共通の基本イン
タフェースを提供する。インスタンスが一意のアイデンティティと独立したライフサイク

ルを持っている情報モデルクラスは、RegistryObjectクラスのインスタンスである。 
 
Slotおよび PostalAddressは、RegistryObjectクラスのインスタンスではない。その理由は、
それらのインスタンスは、独立した存在と一意のアイデンティティを持っていないからで

ある。これらは、常にその他のクラスのインスタンスである（たとえば、Organizationは
PostalAddressを持っている）。 
 

RegistryObjectメソッドの概要 
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AccessControlPolicy getAccessControlPolicy () 
Objectと関連付けられた AccessControlPolicyオブジェクトを
取得する。AccessControlPolicyは、その RegistryObjectといっ
しょに“誰が何をすることを許可されているか”に関して、

RegistryObjectに関連付けられたセキュリティモデルを定義
する。accessControlPOlicyと名付けられた属性にマッピング
する。 

String getDescription () 
RegistryObjectに対して、コンテキスト独立のテキスト説明を
取得する。descriptionと名付けられた属性にマッピングする。

String getName () 
リポジトリ内の RegistryObjectのユーザフレンドリーなコン
テキスト独立名称を取得する。nameと名付けられた属性にマ
ッピングする。 

String getID () 
RegistryObjectに対して普遍的に一意の ID ([UUID]と定義さ
れる) を取得する。idと名付けられた属性にマッピングする。

void setDescription (String description) 
RegistryObjectに対してコンテキスト独立のテキスト説明を
設定する。 

void setName (String name) 
RegistryObjectのユーザフレンドリーなコンテキスト独立の
名称を設定する。 

void setID (String id) 
RegistryObjectに対して普遍的に一意の ID ([UUID]と定義さ
れる) を設定する。 

 
7.2 インタフェース Versionable 
 
既知のすべての下位インタフェース:  
Association, Classification, ClassificationNode, ExternalLink, ExtrinsicObject, IntrinsicObject, 
RegistryEntry, Organization, Package, ExternalIdentifier 
 
Versionableインタフェースは、インスタンスのバージョンを作成することができるクラスに
共通の動作を定義する。現在のところ、すべての RegistryEntryクラスは、Versionableイン
タフェースを実装するために必要である。 
 

Versionableメソッドの概要 
int getMajorVersion () 

Versionableオブジェクトのこのバージョンに対し、メジャー
改訂番号を取得する。majorVersionと名付けられた属性にマ
ッピングする。 

int getMinorVersion () 
Versionableオブジェクトのこのバージョンに対し、マイナー
改訂番号を取得する。minorVersionと名付けられた属性にマ
ッピングする。 

void setMajorVersion (int majorVersion) 
Versionableオブジェクトのこのバージョンに対し、メジャー
改訂番号を設定する。 

void setMinorVersion (int minorVersion) 
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Versionableオブジェクトのこのバージョンに対し、マイナー
改訂番号を設定する。 

 
7.3 インタフェース RegistryEntry 
 
すべての上位インタフェース: 
RegistryObject, Versionable 
 
既知のすべての下位インタフェース: 
Association, Classification, ClassificationNode, ExternalLink, ExtrinsicObject, IntrinsicObject, 
Organization, Package, ExternalIdentifier 
 
RegistryEntryは、ライフサイクルがレジストリによって管理される提出されたコンテンツを
説明するすべてのメタデータに対する共通の基本クラスである。レジストリに提出された

コンテンツを説明するすべてのメタデータは、RegistryEntryの ExtrinsicObjectおよび
IntrinsicObjectサブクラスによってさらに特化される。 
 

RegistryEntryメソッドの概要 
Collection getAssociatedObjects () 

RegistryObjectに関連付けられた RegistryObjectの一覧を返
す。associatedObjectsと名付けられた属性にマッピングする。

Collection getAuditTrail () 
AuditableEventオブジェクトの命令された Collectionとして、
RegistryObjectの状態変化に影響を与えたすべての結果の完
全な監査追跡を返す。auditTrailと名付けられた属性にマッ
ピングする。 

Collection getClassificationNodes () 
RegistryObjectに関連付けられたClassificationNodesの一覧を
返す。classificationNodesと名付けられた属性にマッピング
する。 

Collection getExternalLinks () 
RegistryObjectに関連付けられた ExternalLinksの一覧を返
す。externalLinksと名付けられた属性にマッピングする。 

Collection getExternalIdentifiers () 
RegistryObjectに関連付けられた ExternalIdentifiersの一覧を
返す。externalIdentifiersと名付けられた属性にマッピングす
る。 

String getObjectType () 
RegistryEntryと関連付けられた事前定義オブジェクト・タイ
プを取得する。これは、7.3.2に説明されているように、オ
ブジェクト・タイプの名前にしなければならない。objectType
と名付けられた属性にマッピングする。 

Collection getOrganizations () 
RegistryObjectに関連付けられたOrganizationsの一覧を返す。
organizationsと名付けられた属性にマッピングする。 

Collection getPackages () 
RegistryObjectに関連付けられた Packagesの一覧を返す。
packagesと名付けられた属性にマッピングする。 

String getStatus () 
レジストリ内にある RegistryEntryのライフサイクル・ステ
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ータスを取得する。これは、7.3.1に説明されているように、
RegistryEntryステータス型の名前にしなければならない。
statusと名付けられた属性にマッピングする。 

String getUserVersion () 
レジストリ内にある RegistryEntryの userVersion属性を取得
する。userVersionは、ユーザによって割り当てられたような
RegistryEntryに対するバージョンである。 

void setUserVersion (String UserVersion) 
レジストリにある RegistryEntryの userVersion属性を設定す
る。 

String getStability () 
レジストリにある RegistryEntryに対してスタビリティイン
ジケータを取得する。スタビリティインジケータは、コンテ

ンツに対する安定性の保証として、提出者によって提供され

る。これは、7.3.3に説明されているように、Stability型の名
前にしなければならない。stabilityと名付けられた属性にマ
ッピングする。 

Date getExpirationDate () 
レジストリ内にある RegistryEntryの expirationDate属性を取
得する。この属性は、Stabilityによって提供された安定性保
証の有効期限を定義する。expirationDateに達すると、Stability
属性は、コンテンツをいつでもどの方法でも変更できること

を意味する STABILITY_DYNAMICになる。ヌル値は、
Stability属性について期限がないことを意味する。
expirationDateと名付けられた属性にマッピングする。 

void setExpirationDate (Date ExpirationDate) 
レジストリ内にある RegistryEntryの expirationDate属性を設
定する。 

Collection getSlots () 
この RegistryObjectに動的に追加されたスロットの一覧を取
得する。slotsと名付けられた属性にマッピングする。 

void addSlots (Collection newSlots) 
1つまたは複数のスロットをこのRegistryObjectに追加する。
スロット名は、この RegistryObject内でローカルに一意の名
称にしなければならない。どのような既存のスロットも影響

を受けない。 
void removeSlots (Collection slotNames) 
この RegistryObjectから 1つまたは複数のスロットを削除す
る。削除されるスロットはその名前によって識別される。 

 
インタフェース RegistryObjectから継承されるメソッド 
getAccessControlPolicy, getDescription, getName, getID, setDescription, setName, setID 

 
インタフェース Versionableから継承されるメソッド 
getMajorVersion, getMinorVersion, setMajorVersion, setMinorVersion 

 
7.3.1 事前定義 RegistryEntryステータス型 
 
以下の表は、RegistryEntryステータス属性のために事前定義された選択の一覧である。これ
らの事前定義ステータス・タイプは、Classificationスキームとして定義されている。スキー



 16

ムを簡単に拡張することができるが、レジストリは以下のリストにあるステータスをサポ

ートしなければならない。 
 
名前 説明 
Submitted レジストリに提出されたコンテンツをカタログ化する

RegistryEntryのステータス 
Approved レジストリに提出されてから承認を受けたコンテンツをカ

タログ化する RegistryEntryのステータス 
Deprecated レジストリに提出されてから却下されたコンテンツをカタ

ログ化する RegistryEntryのステータス 
Withdrawn レジストリから回収されたコンテンツをカタログ化する

RegistryEntryのステータス 
 
7.3.2 事前定義オブジェクト・タイプ 
 
以下の表は、事前定義オブジェクト型のリストである。ExtrinsicObjectに対して、
ExtrinsicObjectがカタログ化するリポジトリ項目の型に基づいて定義される多くの型がある
ことに注意が必要である。さらに、具体的なインスタンスを持つこともできる IntrinsicObject
サブクラスに対して定義されたオブジェクト型もある。 
 
これらの事前定義ステータス型は、Classificationスキームとして定義されている。スキーム
を簡単に拡張することができるが、レジストリは以下のリストにあるステータスをサポー

トしなければならない。 
 
名前 説明 
Unknown タイプが指定されていないか未知のコンテンツをカタログ化

する ExtrinsicObject 
CPA XML文書コラボレーションプロトコル合意書 (CPA) をカタ

ログ化する型の ExtrinsicObject。本書は 2つの当事者間の技術
的合意で、特定のプロトコルを使って互いに通信する方法を

提示する。 
CPP コラボレーションプロトコルプロファイル (CPP) と呼ばれ

る文書をカタログ化する型の ExtrinsicObject。本書は、取引ト
ランザクションに参加する当事者に関する情報を提供する。

Process プロセスを説明する文書をカタログ化する型の
ExtrinsicObject 

Role コラボレーションプロトコルプロファイル (CPP) の役割に
ついて XML説明をカタログ化する型の ExtrinsicObject 

ServiceInterface コラボレーションプロトコルプロファイル仕様書 で定義さ
れている通り、サービスインタフェースの XML説明をカタ
ログ化する型の ExtrinsicObject 

SoftwareComponent ソフトウェアコンポーネントをカタログ化する型の

ExtrinsicObject（たとえば、EJBまたはクラスライブラリ） 
Transport コラボレーションプロトコルプロファイル仕様書で定義され

ている通り、トランスポート設定（transport configuration）の
XML説明をカタログ化する型の ExtrinsicObject 

UMLModel UMLモデルをカタログ化する型の ExtrinsicObject 
XMLSchema XMLスキーマ（DTD, XML Schema, RELAX文法など）をカ

タログ化する型の ExtrinsicObject 
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Package Packageオブジェクト 
ExternalLink ExternalLinkオブジェクト 
ExternalIdentifier ExternalIdentifierオブジェクト 
Association Associationオブジェクト 
Classification Classificationオブジェクト 
ClassificationNode ClassificationNodeオブジェクト 
AuditableEvent AuditableEventオブジェクト 
User Userオブジェクト 
Organization Organizationオブジェクト 

 
7.3.3 事前定義 RegistryEntry Stability Enumerations（スタビリティ列挙） 
 
以下の表は、RegistryEntryスタビリティ属性に対する事前定義選択の一覧である。これらの
事前定義スタビリティ型は、Classificationスキームとして定義されている。スキームを簡単
に拡張することができるが、レジストリは以下の一覧にあるステータスをサポートできる。 
 
名前 説明 
Dynamic コンテンツが動的で、提出者によっていつでも自由に変更さ

れる可能性があることを示す RegistryEntryのスタビリティ 
DynamicCompatible コンテンツが動的で、提出者によっていつでも下位互換の方

法で変更される可能性があることを示す RegistryEntryのス
タビリティ 

Static コンテンツが静的で、提出者によって変更されないことを示

す RegistryEntryのスタビリティ 
 
7.4 インタフェース Slot 
 
Slotインスタンスは、RegistryEntryインスタンスに自由に属性を追加するための動的な方法
を提供する。RegistryEntryインスタンスに属性を動的に追加するこの機能は、レジストリ情
報モデルの拡張を可能にする。 
 
このモデルでは、RegistryEntryはゼロかそれ以上の Slotを持つことができる。スロットは、
名称、slotType、値のコレクションで構成されている。スロットの名称は、RegistryEntryイ
ンスタンス内でローカルに一意である。同様に、Slotの値は、スロットインスタンス内でロ
ーカルに一意である。Slotはその値がコレクションとなることもできる拡張可能な属性を示
すため、Slotは単一の値ではなく値のコレクションを持つことができる。slotType属性は、
スロットに対して自由に型またはカテゴリを指定することもできる。 
 

Slotメソッドの概要 
String getName () 
この RegistryObjectの名前を取得する。nameと名付けられた
属性にマッピングする。 

void setName (String name) 
RegistryObjectの名前を設定する。Slot名は、RegistryEntry
インスタンス内でローカルに一意である。 

String getSlotType () 
スロットの slotTypeまたはカテゴリを取得する。slotTypeと
名付けられた属性にマッピングする。 

void setSlotType (String slotType) 
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このスロットに対して slotTypeまたはカテゴリを設定する。
Collection getValues () 

オブジェクトに対して値のコレクションを取得する。各値の

タイプは Stringである。valuesと名付けられた属性にマッピ
ングする。 

void setValues (Collection values) 
RegistryObjectに対して値のコレクションを設定する。 

 
7.5 インタフェース ExtrinsicObject 
 
すべての上位インタフェース: 
RegistryEntry, RegistryObject, Versionable 
 
ExtrinsicObjectsは、レジストリに型が知らされていないために補足的な属性によって説明し
なければならない型（たとえば、mime型）を持つ、提出されたコンテンツを説明するメタ
データを提供する。 
 
ExtrinsicObjectによって説明されるコンテンツの例には、コラボレーションプロトコルプロ
ファイル (CPP)、ビジネスプロセスの説明、スキーマが含まれている。 
 

ExtrinsicObjectメソッドの概要 
String getContentURI () 

ExtrinsicObjectによってカタログ化されるコンテンツを指す
URIを取得する。レジストリは、この URIが解決可能であ
ることを保証しなければならない。contentURIと名付けられ
た属性にマッピングする。 

String getMimeType () 
ExtrinsicObjectによってカタログ化されるコンテンツに関連
付けられた mime型を取得する。mimeTypeと名付けられた
属性にマッピングする。 

boolean isOpaque () 
ExtrinsicObjectによってカタログ化されたコンテンツがレジ
ストリに曖昧（レジストリによって解読できない）かどうか

を決定する。場合により、登録組織は、暗号化されてレジス

トリによって解読さえできないコンテンツを提出すること

ができる。opaqueと名付けられた属性にマッピングする。 
void setContentURI (String uri) 

ExtrinsicObjectによってカタログ化されたコンテンツに URI
を設定する。 

void setMimeType (String mimeType) 
ExtrinsicObjectによってカタログ化されたコンテンツに関連
付けられた mime型を設定する。 

void setOpaque (boolean isOpaque) 
ExtrinsicObjectによってカタログ化されたコンテンツがレジ
ストリに曖昧（レジストリによって解読できない）かどうか

を設定する。 
 
このインタフェースの基本インタフェースから継承されるメソッドは、表示されていない

ことに注意が必要である。 
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7.6 インタフェース IntrinsicObject 
 
すべての上位インタフェース: 
RegistryEntry, RegistryObject, Versionable 
 
すべての既知の下位インタフェース: 
Association, Classification, ClassificationNode, ExternalLink, Organization, Package, 
ExternalIdentifier 
 
IntrinsicObjectは、型がレジストリに知られていて、ebXMLレジストリ仕様によって定義さ
れている、提出されたコンテンツをカタログ化する派生クラスに対する、共通の基本クラ

スとなる。 
 
現在のところ、このインタフェースはどのような属性もメソッドも定義していない。この

インタフェースの基本インタフェースから継承されたメソッドは表示されていない。 
 
7.7 インタフェース Package 
 
すべての上位インタフェース: 
IntrinsicObject, RegistryEntry, RegistryObject, Versionable 
 
論理的に関連付けられた RegistryEntryは Packageにグループ化することができる。これは、
Registry Servicesは、将来オブジェクトのパッケージ全体に対する操作を許可することを想
定している。 
 

Packageメソッドの概要 
Collection getMemberObject s() 

Packageのメンバーである RegistryEntriesのコレクションを
取得する。memberObjectsと名付けられた属性にマッピング
する。 

 
7.8 インタフェース ExternalIdentifier 
 
すべての上位インタフェース: 
IntrinsicObject, RegistryEntry, RegistryObject, Versionable  
 
ExternalIdentifierインスタンスは、DUNS番号、社会保障番号、または組織の別名といった
補足的な識別子情報を RegistryEntryに提供する。RegistryObjectから継承された属性 name
は、識別スキーム（社会保障番号など）を含むために使用され、属性 valueは、実際の情報
を含む。各 RegistryEntryは、ゼロまたはそれ以上の関連を ExternalIdentifierと持つことがで
きる。 
 
以下も参照: 
 

ExternalIdentifierメソッドの概要 
String getValue () 

ExternalIdentifierの値を取得する。valueと名付けられた属性
にマッピングする。 

Void setValue (String value) 
ExternalIdentifierの値を設定する。 
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このインタフェースの基本インタフェースから継承されたメソッドは、表示されていない

ことに注意が必要である。 
 
7.9 インタフェース ExternalLink 
 
すべての上位インタフェース: 
IntrinsicObject, RegistryEntry, RegistryObject, Versionable  
 
ExternalLinksは、レジストリ内のコンテンツと、レジストリの外側にあるコンテンツを関連
付けるために、URIを使用する。たとえば、DTDを提出する組織は、その DTDと組織のホ
ーム・ページを関連付けるために ExternalLinkを使用することができる。 
 

ExternalLinkメソッドの概要 
Collection getLinkedObjects () 

外部リンクを使用する RegistryObjectのコレクションを取得
する。linkedObjectsと名付けられた属性にマッピングする。

URI getExternalURI () 
外部のコンテンツに URIを取得する。externalURIと名付けら
れた属性にマッピングする。 

void setExternalURI (URI uri) 
外部のコンテンツに URIを設定する。 

 
このインタフェースの基本インタフェースから継承されたメソッドは、表示されていない。 
 
 
8 レジストリ監査追跡 
 
本節では、レジストリの監査追跡機能をサポートする情報モデル要素について説明する。

この章のいくつかのクラスは、関連する属性のモデルを作成するためにラッパーとして使

用されるエンティティクラスである。こうしたエンティティクラスは、関連付けられた動

作を持っていない。これらは、Cプログラミング言語の"struct"構造に似ている。 
 
RegistryEntryの getAuditTrail()メソッドは、AuditableEventsの命じられた一覧を返す。これ
らの AuditableEventsは、RegistryEntryに対する監査追跡を構成する。AuditableEventsには、
イベントに対するタイムスタンプが含まれている。各 AuditableEventは、結果として特定の
ユーザを識別する Userインターフェースを参照している。各 Userインターフェースは、
Organizationインスタンスと関連付けられており、その組織は一般的に 登録組織である。 
 
8.1 インタフェース AuditableEvent 
 
すべての上位インタフェース: 
RegistryObject 
 
AuditableEventインスタンスは、RegistryEntryの状態の変化に影響を与えるイベントの長期
的な記録を提供する。RegistryEntryは、その RegistryObjectに対して完全な監査追跡を提供
する AuditableEventインスタンスの一覧と関係している。 
 
AuditableEventsは、一般的に、クライアントが開始した依頼の結果である。AuditableEvent
インスタンスは、こうしたイベントを記録するためにレジストリサービスによって生成さ

れる。 
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こうしたイベントは、RegistryEntryのライフサイクルの変化に度々影響を受ける。たとえば、
クライアントの依頼は、RegistryEntryを Create（作成）、Update（更新）、Deprecate（却下）、
Delete（削除）することができる。どのような AuditableEventも、RegistryEntryの状態が変
化する依頼に対して作成される。特に、読み取り専用依頼は、AuditableEventを生成しない。
どのような AuditableEventも、分類されたり、Packageに割り当てられたり、他の
RegistryObjectと関連付けられる場合は、RegistryEntryに対して生成されない。 
 
8.1.1 事前定義された監査可能イベントの型 
 
以下の表は、事前定義された監査可能イベント型の一覧である。これらの事前定義された

イベント型は、Classificationスキームとして定義されている。スキームを簡単に拡張するこ
とができるが、レジストリは以下の一覧にあるイベント型をサポートしなければならない。 
 
名前 説明 
Created RegistryEntryを生成したイベント 
Deleted RegistryEntryを削除したイベント 
Deprecated RegistryEntryを却下したイベント 
Updated RegistryEntryを更新したイベント 
Versioned RegistryEntryにバージョン番号を付けたイベント 

 
AuditableEventメソッドの概要 

User getUser () 
イベントを生成した依頼を送った Userを取得する。userと
名付けられた属性にマッピングする。 

String getEventType () 
8.1.1節で定義しているように、イベント型の名前属性によ
って定義されたようなこのイベント型。eventTypeと名付け
られた属性にマッピングする。 

RegistryEntry getRegistryEntry () 
AuditableEventと関連付けられた RegistryEntryを取得する。
registryEntryと名付けられた属性にマッピングする。 

Timestamp getTimestamp () 
イベントが発生したときに Timestampを取得する。timestamp
と名付けられた属性にマッピングする。 

 
このインタフェースの基本インタフェースから継承されたメソッドは、表示されない。 
 
8.2 インタフェース User 
 
すべての上位インタフェース: 
RegistryObject 
 
Userインスタンスは、AuditableEventを生成した依頼を送信した依頼者のアイデンティティ
の経路を維持するために、AuditableEventを使用する。 
 

Userメソッドの概要 
Organization getOrganization () 

登録組織の情報を取得する。organizationと名付けられた属
性にマッピングする。 

PostalAddress getAddress () 
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このユーザに対して郵便アドレスを取得する。addressと名
付けられた属性にマッピングする。 

String getEmail () 
ユーザの電子メールアドレスを取得する。emailと名付けら
れた属性にマッピングする。 

TelephoneNumber getFax () 
ユーザの FAX番号を取得する。faxと名付けられた属性にマ
ッピングする。 

TelephoneNumber getMobilePhone () 
ユーザの携帯電話番号を取得する。mobilePhoneと名付けら
れた属性にマッピングする。 

PersonName getPersonName () 
担当者の名前を取得する。personNameと名付けられた属性
にマッピングする。 

TelephoneNumber getPager () 
ユーザのポケットベル電話番号を取得する。pagerと名付け
られた属性にマッピングする。 

TelephoneNumber getTelephone () 
ユーザのデフォルトの固定電話番号を取得する。telephone
と名付けられた属性にマッピングする。 

URL getUrl () 
コンテンツの 
Webページへの URLを取得する。urlと名付けられた属性に
マッピングする。 

 
8.3 インタフェース Organization 
 
すべての上位インタフェース: 
IntrinsicObject, RegistryEntry, RegistryObject, Versionable  
 
Organizationインスタンスは、登録組織などの組織に関する情報を提供する。各 Organization
インスタンスは、親 Organizationを参照できる。さらに、組織内の第 1連絡先を定義するコ
ンタクト属性を持つことができる。Organizationは、アドレス属性も持つことができる。 
 

Organizationメソッドの概要 
PostalAddress getAddress () 

組織の PostalAddressを取得する。addressと名付けられた属
性にマッピングする。 

User getPrimaryContact () 
その組織の第 1連絡先を取得する。第 1連絡先は、Userオ
ブジェクトへの参照である。primaryContactと名付けられた
属性にマッピングする。 

TelephoneNumber getFax () 
組織の FAX番号を取得する。faxと名付けられた属性にマッ
ピングする。 

Organization getParent () 
組織の親 Organizationを取得する。parentと名付けられた属
性にマッピングする。 

TelephoneNumber getTelephone () 
組織の代表電話番号を取得する。telephoneと名付けられた
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属性にマッピングする。 
 
このインタフェースの基本インタフェースから継承されたメソッドは、表示されていない。 
 
8.4 クラス PostalAddress 
 
PostalAddressは、再利用可能な単一のエンティティで、郵便アドレスの属性を定義する。 
 
項目の概要 

String city 
都市 

String country 
国 

String postalCode 
郵便番号 

String state 
州、地方 

String street 
番地 

 
8.5 クラス TelephoneNumber 
 
電話番号の属性を定義する、再利用可能な単一のエンティティクラス 
 
項目の概要 

String areaCode 
地域番号 

String countryCode 
国番号 

String extension 
内線番号（内線がある場合） 

String number 
国または地域番号に含まれていない電話番号接尾部 

String url 
この番号に電子的にダイアルできる URL 

 
8.6 クラス PersonName 
 
従業員に対する単一のエンティティクラス 
 
項目の概要 

String firstName 
この従業員の名前 

String lastName 
この従業員の苗字 (姓) 

String middleName 
この従業員のミドルネーム 

 
 
9 RegistryEntryの名前付け 
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RegistryEntryは、Registry内で一意にできる、または一意にしてはならない名称を持つ。 
 
さらに、RegistryEntryは、特定の分類スキームのコンテキスト内だけで有効な、コンテキス
トに繊細な代替名を任意の数だけ持つこともできる。コンテキストに関係する代替名は、

レジストリ情報モデルの今後のバージョンで扱われる。 
 
 
10 RegistryEntryの関連 
 
RegistryEntryは、ゼロまたはそれ以上の RegistryObjectと関連付けることができる。情報モ
デルは、Associationクラスを定義する。Associationクラスのインスタンスは、RegistryEntry
と別の RegistryObject間の関連を示す。こうした関連の例は、新しいコラボレーションプロ
トコルプロファイル (CPP) と古いコラボレーションプロトコルプロファイルをカタログ化
する ExtrinsicObjectsの間である。ここでは、図 3に示したように、新しい CPPはより古い
CPPに取り替えられる。 
 

 
 

図 3: RegistryEntry関連の例 
 
10.1 インタフェース Association 
 
すべての上位インタフェース: 
IntrinsicObject, RegistryEntry, RegistryObject, Versionable 
 
Associationインスタンスは、情報モデル内の RegistryObject間で多対多関連を定義するため
に使用される。 
 
Associationクラスのインスタンスは、2つの RegistryObject間の関連を示す。 
 

Associationメソッドの概要 
String getAssociationType () 

Associationの関連型を取得する。これは、10.1.1で定義する
ように、関連・タイプの名前属性でなければならない。

associationTypeと名付けられた属性にマッピングする。 
Object getSourceObject () 

Associationのソースである RegistryObjectにマッピングす
る。 

String getSourceRole () 
Associationのソース RegistryObjectによって実行される役割
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の名前を取得する。sourceRoleと名付けられた属性にマッピ
ングする。 

Object getTargetObject () 
Associationのターゲットである RegistryObjectを取得する。
targetObjectと名付けられた属性にマッピングする。 

String getTargetRole () 
Associationのターゲット RegistryObjectによって実行される
役割の名前を取得する。targetRoleと名付けられた属性にマ
ッピングする。 

boolean isBidirectional () 
Associationが双方向であるかどうかを決定する。bidirectional
と名付けられた属性にマッピングする。 

void setBidirectional (boolean bidirectional) 
Associationが双方向であるかどうかを設定する。 

void setSourceRole (String sourceRole) 
Associationのソース RegistryObjectによって実行される役割
の名前を設定する。 

void setTargetRole (String targetRole) 
Associationのターゲット RegistryObjectによって実行される
役割の名前を設定する。 

 
10.1.1 事前定義された関連型 
 
以下の表は、事前定義された関連型の一覧である。これらの事前定義された関連型は、

Classificationスキームとして提示されている。このスキームは簡単に拡張できるが、レジス
トリは以下の表の関連型をサポートしなければならない。 
 
名前 説明 
RelatedTo ソース RegistryObjectがターゲット RegistryObjectと関連す

ることを定義する。 
HasMember ソースPackageオブジェクトがターゲットRegistryEntryオブ

ジェクトをメンバーとして持つことを定義する。

RegistryEntriesパッケージングするときに使用するために予
約済み 

ExternallyLinks ソース ExternalLinkオブジェクトがターゲット RegistryEntry
オブジェクトに外部でリンクすることを定義する。

ExternalLinksを RegistryEntriesに関連付けるときに使用する
ために予約済み 

ExternallyIdentifies ソース ExternalIdentifierオブジェクトがターゲット
RegistryEntryオブジェクトを識別することを定義する。
ExternalIdentifiersを RegistryEntriesに関連付けるときに使用
するために予約済み 

ContainedBy ソース RegistryObjectがターゲット RegistryObjectによって
含まれることを定義する。 

Contains ソース RegistryObjectがターゲット RegistryObjectを含むこ
とを定義する。 

Extends ソース RegistryObjectがターゲット RegistryObjectから継承
するか、ターゲット・オブジェクトを特化することを定義す

る。 
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Implements ソース RegistryObjectが、ターゲット RegistryObjectによっ
て定義された機能を実行することを定義する。 

InstanceOf ソース RegistryObjectがターゲット RegistryObjectのインス
タンスであることを定義する。 

SupercededBy ソース RegistryObjectがターゲット RegistryObjectによって
代替されることを定義する。 

Supercedes ソース RegistryObjectがターゲット RegistryObjectを代替す
ることを定義する。 

UsedBy ソースRegistryObjectがある方法でターゲットRegistryObject
によって使用されることを定義する。 

Uses ソースRegistryObjectがある方法でターゲットRegistryObject
を使用することを定義する 

ReplacedBy ソース RegistryObjectがある方法によってターゲット
RegistryObjectよって置き換えられることを定義する。 

Replaces ソース RegistryObjectがある方法によってターゲット
RegistryObjectを置き換えることを定義する。 

 
[注意] Extendsや Implementsといった関連型については、その関連が RegistyObject間にあっ
ても、その型により特定される実際の関連は registryObjectにより指定されるリポジトリ項
目間にある。 
 
 
11 RegistryEntryの分類 
 
本節では、情報モデルがサポートする RegistryEntryの分類方法について説明する。これは、
OASIS分類モデル[OAS]の簡易バージョンである。 
 
RegistryEntryは、いくつかの方法で分類することができる。たとえば、同じコラボレーショ
ンプロトコルプロファイル (CPP) に対する RegistryEntryは、産業、販売製品、地理的場所
によって分類することができる。 
 
一般的な分類スキーマは、分類ツリーとして見ることができる。図 4に示した例では、コ
ラボレーションプロトコルプロファイルを示す RegistryEntryは、影付きのボックスとして
表示されている。各コラボレーションプロトコルプロファイルは、自動車メーカーを示し

ている。各コラボレーションプロトコルプロファイルは、Industryと名付けられたルート
ClassificationNodeの下の、Automotiveと名付けられた ClassificationNodeによって分類され
ている。さらに、US Automobileメーカーは、Geography ClassificationNodeの下の US 
ClassificationNodeによって分類されている。同様に、欧州自動車メーカーは、Geography 
ClassificationNodeの下の Europe ClassificationNodeによって分類されている。 
 
この例は、RegistryEntryが複数の分類スキームによって分類できる方法を示している。分類
スキームは、分類ツリーのルートである ClassificationNodeによって定義される（たとえば、
Industryや Geography）。 
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図 4: 分類ツリーを示した例 
 
[注意] 影の付いたノード (gasGuzzlerInc、yourDadsCarIncなど) は、分類ツリーの一部でな
いことを指摘することは重要である。分類ツリーのリーフノードは、Health Care、Automotive、
Retail、US、Europeである。影の付いたノードは、この図に表示されていない Classification
インスタンスを経由して分類ツリーと関連付けられている。 
 
シングルレベルと同様にマルチレベルの分類がサポートできる一般分類スキームをサポー

トするために、情報モデルは図 5で示したクラスと関連を定義している。 
 

 
 

図 5: 情報モデル分類ビュー 
 
Classificationは、Associationの特化された形である。図 6は、自らが属する Industoryを表
す ClassificationNodeによって分類されるコラボレーションプロトコルプロファイル (CPP) 
オブジェクトに対する ExtrinsicObjectインスタンスの例である。 
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図 6: 分類インスタンス図 
 
11.1 インタフェース ClassificationNode 
 
すべての上位インタフェース: 
IntrinsicObject, RegistryEntry, RegistryObject, Versionable 
 
ClassificationNodeインスタンスは、ツリー内の各ノードが ClassificationNodeであるツリー
構造を定義するために使用される。ClassificationNodeといっしょに構成されたこうした分類
ツリーは、分類スキーマまたはオントロジーを定義するために使用される。 
 
以下も参照: 
Classification 
 

ClassificationNodeメソッドの概要 
Collection getClassifiedObjects () 

ClassificationNodeによって分類されたRegistryObjectsのコレ
クションを取得する。classifiedObjectsと名付けられた属性
にマッピングする。 

ClassificationNode getParent () 
ClassificationNodeに対する親 ClassificationNodeを取得する。
parentと名付けられた属性にマッピングする。 

String getPath () 
ClassificationNodeのルート祖先からパスを取得する。パスは
[XPATH]表記構文に従う（たとえば、
“Geography/Asia/Japan”）。pathと名付けられた属性にマッ
ピングする。 

void setParent (ClassificationNode parent) 
ClassificationNodeに対して親 ClassificationNodeを設定する。

String getCode () 
ClassificationNodeに対してコードを取得する。詳細は 11.4
節を参照。codeと名付けられた属性にマッピングする。 

void setCode (String code) 
ClassificationNodeに対してコードを設定する。詳細は 11.4
節を参照。 

 
このインタフェースの基本インタフェースから継承されたメソッドは、表示されていない

ことに注意が必要である。 
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図 4では、ClassificationNodeの複数のインスタンスが定義されている（明るい色のすべての
ボックス）。ClassificationNodeは、その親に対してゼロまたは 1つの ClassificationNodeを、
そのすぐ下の子に対してはゼロまたはそれ以上の ClassificationNodeを持っている。
ClassificationNodeに親がない場合は、その ClassificationNodeが分類ツリーのルートである。
全体的な分類ツリーは、単一の情報モデル要素 ClassificationNodeによって再帰的に定義さ
れることに注意が必要である。 
 
11.2 インタフェース Classification 
 
すべての上位インタフェース: 
IntrinsicObject, RegistryEntry, RegistryObject, Versionable 
 
Classificationインスタンスは、その RegistryEntryインスタンスを分類スキーム内で
ClassificationNodeインスタンスと関連付けることにより、リポジトリ項目を分類するために
使用される。 
 
図 4では、Classificationインスタンスは明示的に表示されていないが、RegistryEntries (影の
付いたリーフノード) と関連付けられた ClassificationNodeの間の関連として示されている。 
 
Classificationメソッドの概要 

RegistryObject getClassifiedObject () 
Classificationによって分類される RegistryObjectを取得する。
classifiedObjectと名付けられた属性にマッピングする。 

RegistryObject getClassificationNode () 
Classificationで RegistryObjectを分類する ClassificationNode
を取得する。classificationNodeと名付けられた属性にマッピ
ングする。 

 
このインタフェースの基本インタフェースから継承されたメソッドは、表示されていない

ことに注意が必要である。 
 
11.2.1 コンテキストに繊細な分類 
 
図 7に示したケースを例に取ると、ACME Inc.に対するコラボレーションプロトコルプロフ
ァイルは、Geography分類スキームの下の Japan ClassificationNodeによって分類されている。
この分類に対するコンテキストがないと、その意味は曖昧になる。コンテキストは ACME
が日本にあることを意味にしているのか、ACMEが日本に製品を出荷することを意味して
いるのか明確でなく、別の意味がある場合もある。この曖昧性を解決するには、Classification
に対して不明なコンテキストを提供する別の ClassificationNode（この例では、isLocatedIn）
と Classificationを自由に関連付けることができる。MyParcelServiceに対する別のコラボレ
ーションプロトコルプロファイルは、Japan ClassificationNodeによって分類することができ
る。ここでは、ACME Inc.によって使用されたコンテキストとは異なるコンテキストを指定
するために、この Classificationを異なる ClassificationNode（たとえば、shipsTo）と関連付
けることができる。 
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図 7: コンテキストに影響する分類 
 
したがって、複数のコンテキスト内の Classificationの可能性をサポートするために、
Classificationは、不足しているコンテキストを提供する ClassificationNodesに最初の
Classificationを結びつける任意の数の Classificationsによって自分自身が分類される。 
 
要約すると、情報モデル内の分類スキームに対して一般化されたサポートにより、以下が

可能になる。 
 
o 分類ツリーで ClassificationNodeと関連付ける Classificationを定義することにより、
RegistryEntryを分類することができる。 
 
o 複数の ClassificationNodesと関連付ける複数の分類を持つことによって、RegistryEntryを
複数のファセットに応じて分類することができる。 
 
o RegistryEntryに対して定義された分類を、RegistryEntryが分類されているコンテキストに
よって限定することができる。 
 
11.3 分類スキームの例 
 
以下の表は、情報モデルによって可能になった分類スキームの例をいくつか示している。

これらのスキームは、ebXML ビジネスプロセスプロジェクトチームとコア構成要素プロジ
ェクトチームによって識別されたコンテキスト関連概念のサブセットに基づいている。こ

の一覧は、例証のためのもので、規定を示すものではない。 
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分類スキーム（コンテキス

ト） 
使用例 

Industry 自動車産業のすべての取引当事者を検索 
Process Processを実行する ServiceInterfaceを検索 
Product 製品を販売するビジネスを検索 
Locale 日本にある Supplierを検索 
Temporal 24時間以内に出荷できる Supplierを検索 
Role “Seller”の役割を持つすべての Suppliersを検索 

 
表 1: サンプル分類スキーム 

 
11.4 標準分類法のサポート 
 
オントロジーまたはコーディングスキームとも呼ばれる標準分類法はさまざまな産業に存

在し、構造的にコード化された語彙を提供している。ebXMLレジストリは、特定の分類法
に対するサポートを定義していない。その代わり、さまざまな分類法によって定義された

コードに RegistryEntriesをリンクするための一般的な機能を提供している。 
 
情報モデルは、RegistryEntriesの分類に対して標準分類法を使用するために、2つの方法を
提供している。 
 
11.4.1 完全機能の分類法に基づく分類 
 
情報モデルは、Classificationおよび ClassificationNodeインスタンスに基づき、完全機能の分
類法に基づく分類方法を提供する。この方法は、標準分類法が ClassificationNodeインスタ
ンスから構成される分類ツリーとして Registryにインポートされることを必要としている。
この仕様は、標準分類法を ebXML Registry分類ツリーに変換するために必要な変換ツール
として規定しているのではない。しかし、変換は以下を保証する必要がある。 
 
1. ルート ClassificationNodeの名前属性は、標準分類法の nameである（たとえば、NAICS, 
ICD-9, SNOMED） 
 
2. 標準分類法のすべてのコードは、ClassificationNodeの code属性に保存される。 
 
3. 標準分類法が意図する構造は、ClassificationNodeツリーに保存される。したがって、多
形ブラウズ（polymorphic browse）とドリルダウン探索が可能になる。 つまり、Asiaによっ
て分類されたエントリを検索すると、Asiaのインスタンス（たとえば、Japanと Korea）に
よって分類されたエントリが見つかる。 
 
11.4.2 簡易分類法に基づいた分類 
 
情報モデルは、標準分類法によって定義されたコードごとに RegistryEntryインスタンスを
分類するための簡易分類方法も備えている。この方法では、提出者は本来の分類スキーム

として完全な分類法をインポートすることを希望しない。 
 
この分類方法では、提出者は、提出されたリポジトリ項目に対する RegistryEntryに、Slot
に関連した 1つまたは複数の分類法を追加する。各 Slotの名称は、標準化された分類法を
識別し、Slotの値は、指定された分類法のコードとなる。こうしたスロット関連分類法は、
Classificationの slotTypeと一緒に定義されなければならない。 
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たとえば、RegistryEntryが名前 「NAICS」という Slotと、「Classification」の slotType、値
「51113」を持っていると、RegistryEntryは、NAICS分類法の「Book Publishers」に対する
コードによって分類される。この例では、NAICS分類法全体をインポートする必要もない
し、ClassificationNodeまたは Classificationのインスタンスを生成する必要もない。 
 
以下のポイントは、この簡易分類方法で重要である。 
 
・「Classification」の名前と値の評価は、SOの責任であり ebXMレジストリ自身の責任では
ない。 
 
・探索はスロット名とスロット値の完全一致に基づき、完全機能の分類方法で利用できる

柔軟な「閲覧およびドリルダウン探索」に基づくのではない。 
 
 
12 情報モデル: セキュリティビュー 
 
本節では、レジストリのセキュリティ機能に関する情報モデルの側面を説明する。 
 
図 8は、セキュリティの観点から Registryのオブジェクトを描いている。ここでは、オブジ
ェクトの関連は UMLクラス図として示されている。後節で説明するクラス属性またはクラ
スメソッドは示されていない。これは例証のためのもので、規定を示すものではない。 
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図 8: 情報モデル: セキュリティ・ビュー 
 
12.1 インタフェース AccessControlPolicy 
 
それぞれの RegistryObjectは、確実に 1つの AccessControlPolicyと関連付けられている。
AccessControlPolicyは、その RegistryObjectに関して実行されるアクセスまたはメソッドを
管理するポリシールールを定義する。 
 

AccessControlPolicyメソッドの概要 
Collection getPermissions () 

AccessControlPolicyに対して定義された Permissionsを取得
する。permissionsと名付けられた属性にマッピングする。 

 
12.2 インタフェース Permission 
 
Permissionオブジェクトは、レジストリの RegistryObjectへの権限およびアクセス制御に対
して使用される。RegistryObjectに対する Permissionsは、AccessControlPolicyオブジェクト
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で定義されている。 
 
Permissionオブジェクトは、依頼している Principalに Permissionで定義された任意の
Privilegesがあれば、RegistryObjectのメソッドにアクセスを許可する。 
 
以下も参照: 
Privilege, AccessControlPolicy 
 

Permissionメソッドの概要 
String getMethodName () 

Permissionによって指定された Privilegeのある Principalにア
クセスできるメソッド名を取得する。methodNameと名付け
られた属性にマッピングする。 

Collection getPrivileges () 
Permissionと関連付けられた Privilegesを取得する。privileges
と名付けられた属性にマッピングする。 

 
12.3 インタフェース Privilege 
 
Privilegeオブジェクトは、ゼロまたはそれ以上の PrivilegeAttributesを含む。PrivilegeAttribute
は、Group（グループ）、Role（役割）、または Identity（アイデンティティ）になることがで
きる。 
 
依頼する Principalは、保護された RegistryObjectのメソッドにアクセスするために、Privilege
の中で指定された PrivilegeAttributesのすべてを持たなければならない。RegistryObjectの
AccessControlPolicyの中で定義された Permissionsは、特定のメソッドにアクセスを許可で
きる Privilegesを定義する。 
 
このメカニズムは、Roles（役割）、Identities（アイデンティティ）、Groups（グループ）の任
意の組み合わせに基づくオブジェクトアクセス制御ポリシーを柔軟に設定することができ

る。 
 
以下も参照: 
PrivilegeAttribute, Permission 
 

Privilegeメソッドの概要 
Collection getPrivilegeAttributes () 

Privilegeに関連付けられた PrivilegeAttributesを取得する。
privilegeAttributesと名付けられた属性にマッピングする。 

 
12.4 インタフェース PrivilegeAttribute 

 
すべての既知の上位インタフェース: 
Group, Identity, Role 
 
PrivilegeAttributeは、Principalに特定のアクセス制御特権を与えるために使用されるセキュ
リティ属性のすべての型に対する共通の基本クラスである。Principalは、PrivilegeAttributes
の複数の異なる型を持つこともできる。PrivilegeAttributesの特定の組み合わせは、Privilege
オブジェクトとして定義することができる。 
 
以下も参照: 
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Principal, Privilege 
 
12.5 インタフェース Role 
 
すべての上位インタフェース:  
PrivilegeAttribute  
 
セキュリティに関する Role PrivilegeAttributeである。たとえば、病院では Nurse（看護婦）、
Doctor（医師）、Administrator（管理者）といった Roleを使用することができる。Rolesは
Principalsに Privilegesを与えるために使用される。たとえば、Doctorの役割は 処方箋を書
くことができるが、Nurseの役割はそれができない。 
 
12.6 インタフェース Group 
 
すべての上位インタフェース: 
PrivilegeAttribute 
 
セキュリティに関する Group PrivilegeAttributeである。Groupは、異なる役割を持つことが
できるユーザの集合である。たとえば、病院は、特定の臨床試験に参加する Nursesと Doctors
に対して定義された Groupを持つことができる（たとえば、AspirinTrialグループ）。Groups
は、Principalsに Privilegesを与えるために使用される。たとえば、AspirinTrialグループのメ
ンバーは、Aspirinに対して処方箋を書くことができる（一般的には、Nurse役割は処方箋を
書くことができない）。 
 
12.7 インタフェース Identity 
 
すべての上位インタフェース:  
PrivilegeAttribute 
 
セキュリティに関する Identity PrivilegeAttributeである。これは、人、組織、ソフトウェア
サービスを識別するために一般的に使用される。Identity属性はデジタル証明書の形にする
ことができる。 
 
12.8 インタフェース Principal 
 
Principalは、人とソフトウェア・システムの両方を含めるために、セキュリティコミュニテ
ィーによって使用される、完全に汎用的な用語である。Principalオブジェクトは、 
PrivilegeAttributesのセットを持ったエンティティである。これらの PrivilegeAttributesは、少
なくとも 1つのアイデンティティと、随意の役割メンバーシップ、グループメンバーシッ
プ、またはセキュリティ許可のセットを含んでいる。プリンシパルは、依頼者を認証し、

Principalと関連付けられた PrivilegeAttributesに基づいて、依頼されたアクションを認可する
ために使用される。 
 
以下も参照: 
PrivilegeAttributes, Privilege, Permission 
 

Principalメソッドの概要 
Collection getGroups () 

Principalと関連付けられた Groupsを取得する。groupsと名
付けられた属性にマッピングする。 

Collection getIdentities () 



 36

 Principalと関連付けられた Identitiesを取得する。identities
と名付けられた属性にマッピングする。 

Collection getRoles () 
Principalと関連付けられた Rolesを取得する。rolesと名付け
られた属性にマッピングする。 
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3 はじめに 
 
3.1 本書の総括 
 
本書では、ebXMLレジストリサービスのインタフェースのほか、相互作用プロトコル、メ
ッセージ定義、および XMLスキーマの定義を行う。 
 
別の文書「ebXMLレジストリ情報モデル [ebRIM]」では、レジストリに格納されるメタデ
ータ型のほか、各種メタデータクラス間の関係の情報を提供する。 
 
3.2 一般規約 
 
本書では以下の規約を使用する。 
 
o概念を簡潔に説明する手段として UML図を使用する。特定の実装や方法の要件を伝える
ために UML図を使用するのではない。 
 
o 「リポジトリ項目」という用語は、保管および保護の目的でレジストリに登録されてい
るオブジェクトを参照するために使用する（たとえば、XML文書や DTD）。あらゆるリポ
ジトリ項目は、RegistryEntryインスタンスで表記する。 
 
o 「RegistryEntry」という用語は、リポジトリ項目のメタデータを提供するオブジェクトを
参照するために使用する。 
 
o 大文字のイタリック体の単語は、ebXML用語解説[ebGLOSS]で定義されている。 
 
キーワードMUST(～しなければならない)、MUST NOT(～してはならない)、REQUIRED(要
求される)、SHALL(～するものとする)、SHALL NOT(～しないものとする)、SHOULD(～す
べきである)、SHOULD NOT(すべきでない)、RECOMMENDED(推奨される)、MAY(～して
よい)、および OPTIONAL(オプション)が本書で使用される場合、RFC 2119[Bra97]の規定に
従って解釈するものとする。 
 
3.3 対象読者 
 
この仕様書の対象読者は、次に該当するソフトウェア開発者のコミュニティである。 
 
o ebXMLレジストリサービスの実装担当者 
 
o ebXMLレジストリクライアントの実装担当者 
 
3.4 関連文書 
 
以下の仕様書が背景情報と関連情報を読者に提供する。 
 
a) ebXML レジストリ情報モデル [ebRIM] 
 
b) ebXMLメッセージ取扱サービス仕様[ebMS] 
 
c) ebXMLビジネスプロセス仕様スキーマ[ebBPM] 
 
d) ebXMLコラボレーションプロトコルプロファイルおよびコラボレーションプロトコル合
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意書[ebCPP] 
 
 
4 設計目的 
 
4.1 目標 
 
仕様書の本バージョンの目標は以下の通りである。 
 
o レジストリサービスの機能をソフトウェア開発者に伝える 
o レジストリクライアントとレジストリのインタフェースを明示する 
o より複雑な ebXMLレジストリ要件に対する将来のサポートの基礎を提供する 
o 他の ebXML仕様との整合性を確保する 
 
4.2 警告および前提条件 
 
レジストリサービス仕様書は段階的に配布が可能な文書の最初のものである。本書の今後

のバージョンには、将来開発が計画されている追加機能を含める予定である。 
 
以下の事項を前提とする。 
 
1. 相互運用性の要件により、ebXMLメッセージ取扱サービス仕様は、ebXMLレジストリ
と ebXMLレジストリクライアントの間で使用しなければならない。その他のコミュニケー
ション手段を使用できないのではない。しかし、その他のコミュニケーション手段を使用

する場合は相互運用性を想定できない。その他のコミュニケーション手段は、本仕様書で

は扱わない。 
 
2. レジストリのコンテンツへのアクセスは、すべてレジストリサービスのために定義され
るインタフェースを介して公開する。 
 
3. レジストリは、リポジトリを利用してレジストリサービスが必要とする永続化情報を格
納し、検索する。これは実装の細部であり、本仕様では詳しく規定しない。 
 
 
5 システムの概要 
 
5.1 ebXMLレジストリの機能 
 
ebXMLレジストリは、ebXML仕様書に基づいて取引当事者間のビジネスプロセスを統合す
るために、当事者間の情報の共有を可能とするサービスを提供する。共有される情報は、

本書で定義する ebXMLレジストリサービスがオブジェクトとしてリポジトリに保持・管理
する。 
 
5.2 ebXMLレジストリの仕組み 
 
本節では、レジストリクライアントがレジストリサービスを利用して企業対企業（B2B）取
引を実行する仕組みを例示するユースケースの概要を説明する。これは例示的なものであ

り、規範ではない。 
 
以下のシナリオは、レジストリクライアントとレジストリとの相互作用の観点からユース
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ケースの概要をテキストで示している。これは想定されるユースケースをすべて網羅する

ものではない。このシナリオでは、例示を目的として、ロゼッタネット PIP3A4 Purchase Order
ビジネスプロトコルを用いて B2B 取引を実行することを望む買い手と売り手を前提とする。
買い手と売り手の両者ともサードパーティが提供する同一のレジストリサービスを用いて

いるものと仮定する。アーキテクチャが他の可能性(たとえば、当事者がそれぞれ非公開レ
ジストリを使用する場合)をサポートすることに注意が必要である。 
 
5.2.1 スキーマ文書の申請 
 
業界のコンソーシアムや標準団体などのサードパーティは、7.3節で説明するレジストリの
オブジェクトマネージャサービスを用いて、ロゼッタネット PIP3A4 Purchase Orderビジネ
スプロトコルが要求する必要なスキーマ文書をレジストリに申請する。 
 
5.2.2 ビジネスプロセス文書の申請 
 
業界のコンソーシアムや標準団体などのサードパーティは、7.3節で説明するレジストリの
オブジェクトマネージャサービスを用いて、ロゼッタネット PIP3A4 Purchase Orderビジネ
スプロトコルが要求する必要なビジネスプロセス文書をレジストリに申請する。 
 
5.2.3 売り手のコラボレーションプロトコルプロファイルの申請 
 
売り手は[ebCPP]が定義するコラボレーションプロトコルプロファイル、すなわち CPPをレ
ジストリに公開する。CPPは売り手、売り手の役割、売り手が提供するサービス、アクセ
ス方法に関する技術の詳細を記述する。 売り手はレジストリの柔軟な分類機能により、コ
ラボレーションプロトコルプロファイルを分類する。 
 
5.2.4 買い手が売り手を見つける 
 
買い手はレジストリブラウザ GUIツールを用いてレジストリ内で定義された分類スキーム
を使用するレジストリを閲覧し、適切な売り手を見つける。たとえば、買い手は自動車産

業に属し、売り手の役割を果たし、ロゼッタネット PIP3A4プロセスをサポートし、カース
テレオを販売するすべての当事者を検索できる。 
 
買い手は売り手の CPPを見つけ、売り手との間で取引を行うことを決定する。 
 
5.2.5 CPAの確立 
 
買い手は売り手の CPPと自分の CPPを入力とし、[ebCPP]が定義するコラボレーションプロ
トコル合意書、すなわち CPAを売り手に対して一方的に作成する。買い手は一方的な CPA
を使って取引を提案する。提案された CPAを売り手が受け入れると、取引が確立する。 
 
売り手が CPAを受け入れると、両当事者が[ebMS]の定義に従って B2B取引の実行を開始す
る。 
 
5.3 レジストリサービスが実装できる場所 
 
レジストリサービスはいくつかの方法で実装できる。公開Webサイトとしての実装、非公
開Webサイトとしての実装、ASPプロバイダまたは VPNプロバイダのホスティングによる
実装を含む。 
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5.4 実装の適合性 
 
実装が 5.4.1節の条件を満たす場合、その実装は ebXMLに適合するレジストリである。実
装が 5.4.2節の条件を満たす場合は、その実装は ebXMLに適合するレジストリクライアン
トである。実装が 5.4.1節および 5.4.2節の条件を満たす場合は、その実装は ebXMLに適合
するレジストリであり、かつ ebXMLに適合するレジストリクライアントである。実装は、
ebXMLに適合するレジストリか、ebXMLに適合するレジストリクライアント、または、
ebXMLに適合するレジストリであってかつ ebXMLに適合するレジストリクライアントで
なければならない。 
 
5.4.1 ebXMLレジストリとしての適合性 
 
実装が ebXMLとして本仕様書に適合するのは、以下の条件を満たす場合である。 
 
1. ebXMLレジストリ情報モデル[ebRIM]に適合する。 
 
2. レジストリインタフェースとセキュリティモデルの構文と意味情報をサポートする。 
 
3. 定義された ebXMLレジストリ DTD（付録 A）をサポートする。 
 
4. オプションで 8.3節の SQLクエリサポートの構文と意味情報をサポートする。 
 
5.4.2 ebXMLレジストリクライアントとしての適合性 
 
実装が本仕様書に適合するのは、ebXMLレジストリクライアントとして以下の条件を満た
す場合である。 
 
1. ebXML CPAおよびブートストラッププロセスをサポートする。 
 
2. レジストリクライアントインタフェースの構文と意味情報をサポートする。 
 
3. 定義された ebXMLエラーメッセージ DTDをサポートする。 
 
4. 定義された ebXMLレジストリ DTDをサポートする。 
 
 
6 レジストリのアーキテクチャ 
 
ebXMLレジストリのアーキテクチャは、ebXMLレジストリおよび ebXMLレジストリクラ
イアントから構成される。レジストリクライアントのインタフェースは、レジストリにと

ってローカル、またはユーザにとってローカルとすることができる。図 1ではレジストリ
のアーキテクチャがサポートする、レジストリおよびレジストリクライアントに関して可

能なトポロジを 2つ示す。 
 
左側の図は、レジストリが共通Webブラウザによりユーザが使用できるレジストリにアク
セスするためのWebベースの「シンクライアント」アプリケーションを提供するシナリオ
を示す。このシナリオでは、レジストリクライアントのインタフェースはインターネット

側にあり、ユーザから見ればレジストリ側のローカルである。 
 
右側の図は、ユーザが「ファットクライアント」レジストリブラウザを使ってレジストリ

にアクセスするシナリオを示す。このシナリオでは、レジストリクライアントのインタフ
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ェースはレジストリブラウザツールにあり、ユーザから見ればレジストリ側のローカルで

ある。このシナリオでは、レジストリクライアントのインタフェースがインターネット上

でレジストリと通信する。 
 
レジストリのアーキテクチャで可能となる第 3のトポロジは、レジストリクライアントの
インタフェースが購買ビジネスコンポーネントなどのサーバ側ビジネスコンポーネントに

あるというトポロジである。このトポロジでは、直接のユーザインタフェースやユーザの

介入は発生しない。その代わりに、購買ビジネスコンポーネントが、自動的にレジストリ

にアクセスし、その時のビジネスニーズに基づいて売り手やサービス提供者の候補を選択

できる。 
 

リポジトリ
リポジトリ

レジストリレジストリ

インターネット

インターネット

レジストリインターフェイス

レジストリインターフェイス

レジストリ使用者インターフェイス

レジストリ使用者インターフェイス

 
図 1: レジストリアーキテクチャは柔軟なトポロジをサポートする 

 
クライアントは、ebXMLアプリケーション同士が通信する場合と同じ方法で、ebXMLメッ
セージ取扱サービスを使ってレジストリと通信する。 
 
本仕様書の将来のバージョンでは、分散レジストリをサポートするために、レジストリア

ーキテクチャを明示的に拡張するための追加サービスを提供するかもしれない。しかし、

仕様書の現在のバージョンでは、情報を共有するために互いに協力することから ebXMLレ
ジストリを除外しておらず、ebXMLレジストリのオーナがその ebXMLレジストリを他の
レジストリシステム、カタログまたはディレクトリといっしょに登録することを妨げるも

のでもない。 
 
例には以下のものがある。 
・中央登録ポイントとして機能するレジストリの ebXMLレジストリ 
・連合（federation）でレジストリが互いに登録し合う、協調（cooperative）ebXMLレジス
トリ 
・ホワイトページやイエローページとして機能する他のレジストリシステムを伴う ebXML
レジストリの登録。文書[ebXML-UDDI]に、UDDIとして知られるホワイト／イエローペー
ジの検索システムで見つかる ebXMLレジストリの一例を掲載している。 
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6.1 ebXMLレジストリのプロファイルおよび合意書 
 
ebXML CPP仕様[ebCPP]は、2当事者がそれぞれのビジネスプロセスに関する情報を共有す
る機構として、コラボレーションプロトコルプロファイル（CPP）とコラボレーションプロ
トコル合意書（CPA）を定義している。その仕様は、B2B取引を行うために両当事者が CPA
に合意済みであることを想定している。 
 
本仕様書では、レジストリとレジストリクライアントの間で CPAを使用しなければいけな
いわけではない。しかし、レジストリが CPPを使用しない場合、CPPが提供するサービス
と他の情報をレジストリクライアントが見つけられるように、レジストリは代替機構をレ

ジストリクライアントに提供しなければならない。この代替機構は、単なる URLとするこ
とができる。 
 
クライアントとレジストリ間の CPAは、レジストリに固有の相互作用に対してレジストリ
とクライアントが互いに公開するインタフェースを記述しなければならない。これらのイ

ンタフェースは図 2と以後の節で説明する。レジストリ CPPテンプレートとレジストリク
ライアント CPPテンプレートの定義は、本仕様書では扱わない。 
 
6.2 クライアントからレジストリへの通信ブートストラップ 
 
レジストリとレジストリクライアントとの間にはまだ CPAが確立されていないため、クラ
イアントはレジストリに対する転送用通信アドレスを少なくとも 1つ知っておかなければ
ならない。この通信アドレスは一般的にはレジストリに対する URLである。ただし、通信
アドレスが電子メールアドレスなど、他の型のアドレスの場合もある。 
 
たとえば、レジストリが使用する通信が HTTPである場合、通信アドレスは URLである。
この例では、クライアントはレジストリの公開 URLを使ってレジストリとの暗黙の CPAを
作成する。クライアントがレジストリに要求を送信すると、クライアントは自ら URLを指
定する。レジストリはクライアントの URLを用いて、レジストリ側でもクライアントとの
間の暗黙の CPAを作成する。この時点で、レジストリ内でセッションが確立される。 
 
クライアントのレジストリとのセッション中に、本仕様書で定義する相互作用プロトコル

の要求に従ってメッセージを双方向に交換できる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2:  ebXMLレジストリインタフェース 

 
 

レジストリサービス
<<RegistryService>>

オブジェクト管理
<<ObjectManager>>

オブジェクト照会管理
<<ObjectQueryManager>>

レジストリ使用者
<<RegistryClient>>

オブジェクトの照会と検索
オブジェクトの生成・更新・削除
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6.3 インタフェース 
 

本仕様書は、レジストリによって公開されるインタフェース（6.4節）と、レジストリクラ
イアントによって公開されるインタフェース（6.5節）を定義している。図 2は、インタフ
ェース間の関係と、特定のレジストリインタフェースと特定のレジストリクライアントイ

ンタフェースのマッピングを示している。 
 
6.4 レジストリによって公開されるインタフェース 
 
ebXMLメッセージ取扱サービス仕様を用いる際、ebXMLレジストリサービス要素は、以下
のようにメッセージ取扱サービス要素に対応する。 
・MessageHeaderのサービス要素の値は、ebXMLレジストリサービスインタフェース名と
なる（たとえば、「ObjectManager」）。サービス要素の型属性は、「ebXMLRegistry」の値を持
たなければならない。 
・MessageHeaderのアクション要素の値は、ebXMLレジストリサービスメソッド名となる
（たとえば、「submitObjects」）。 
 
上記のことは、メッセージごとに 1組のインタフェース/メソッドのみをレジストリクライ
アントに許可することに注意すること。これは、レジストリに対する要求に対して、レジ

ストリクライアントは指定されたインタフェース上で 1つのメソッドしか呼び出すことが
できないことを意味している。 
 
6.4.1 同期および非同期応答 
 
レジストリが公開するインタフェース上のすべてのメソッドは、応答メッセージを返す。 
 
・非同期応答 
o MessageHeaderのみ 
o レジストリ応答要素なし（たとえば、AdHocQueryResponseおよび GetContentResponse） 
・同期応答 
o MessageHeader 
o 以下を含むレジストリ応答要素 
 ・ステータス属性（成功または失敗） 
 ・オプションの ebXMLエラー 
 
ebXMLレジストリは、以下のインタフェースをそのサービス（レジストリサービス）とし
て実行する。 
 
6.4.2 RegistryServiceインタフェース 
 
これはレジストリにより実装される主要なインタフェースである。このインタフェースは、

クライアントがレジストリによって実装されるサービス固有のインタフェースを発見する

ために使用するメソッドを提供する。 
 

RegistryServiceメソッドの概要 
ObjectManager getObjectManager () 

レジストリサービスによって実装される ObjectManagerインタ
フェースを返す。 

ObjectQueryManager getObjectQueryManager () 
レジストリサービスによって実装されるObjectQueryManagerイ
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ンタフェースを返す。 
 
6.4.3 ObjectManagerインタフェース 
 
これはレジストリのライフサイクル管理機能を実装するレジストリサービスによって公開

されるインタフェースである。そのメソッドはレジストリクライアントによって呼び出さ

れる。たとえば、クライアントはこのインタフェースを用いて、オブジェクトの申請、オ

ブジェクトの分類と関連付け、そしてオブジェクトの廃止および削除を実行できる。本仕

様書で使用している申請、分類、関連付け、廃止、削除の意味は、[ebRIM]で解説している。 
 

ObjectManagerメソッドの概要 
RegistryResponse approveObjects (ApproveObjectsRequest req) 

すでに申請済みの 1つまたは複数のオブジェクトを承認する。 
RegistryResponse deprecateObjects (DeprecateObjectsRequest req) 

すでに申請済みの 1つまたは複数のオブジェクトを廃止する。 
RegistryResponse removeObjects (RemoveObjectsRequest req) 

すでに申請済みの 1つまたは複数のオブジェクトをレジストリから
削除する。 

RegistryResponse submitObjects (SubmitObjectsRequest req) 
1つまたは複数のオブジェクト、そして場合によっては関係および
分類など、関連するメタデータを申請する 

RegistryResponse addSlots (AddSlotsRequest req) 
スロットを 1つまたは複数のレジストリエントリに追加する。 

RegistryResponse removeSlots (RemoveSlotsRequest req) 
指定されたスロットを 1つまたは複数のレジストリエントリから削
除する。 

 
6.4.4 ObjectQueryManagerインタフェース 
 
これはレジストリのオブジェクトクエリ管理サービスを実装するレジストリが公開するイ

ンタフェースである。そのメソッドはレジストリクライアントが呼び出す。たとえば、ク

ライアントは、このインタフェースによりレジストリのコンテンツに対してクエリまたは

アドホッククエリの実行、ブラウズ、およびドリルダウンできる。 
 

ObjectQueryManagerメソッドの概要 
RegistryResponse getClassificationTree ( 

GetClassificationTreeRequest req) 
GetClassificationTreeRequestで指定された ClassificationNodeにある
ClassificationNodeツリーを返す。 

RegistryResponse getClassifiedObjects ( 
GetClassifiedObjectsRequest req) 
指定されたClassificationItemに分類されるRegistryEntriesへの参照の
コレクションを返す。 

RegistryResponse getContent () 
指定されたコンテンツを返す。応答には応答メッセージ内の追加搬

送内容として要求で指定されたすべてのコンテンツが含まれる。 
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RegistryResponse getRootClassificationNodes ( 
GetRootClassificationNodesRequest req) 
GetRootClassificationNodesRequest要求のnamePattern属性と一致する
ルート ClassificationNodesをすべて返す。 

RegistryResponse submitAdhocQuery (AdhocQueryRequest req) 
アドホッククエリ要求を申請する。 

 
6.5 レジストリクライアントによって公開されるインタフェース 
 
ebXMLレジストリクライアントは以下のインタフェースを実装する。 
 
6.5.1 RegistryClientインタフェース 
 
これはレジストリクライアントが実装する主要なインタフェースである。クライアントは

レジストリと接続するときにこのインタフェースを提供する。このインタフェースは、ク

ライアントに非同期応答を提供するためにレジストリが使用するメソッドを提供する。ク

ライアントとレジストリ間の[CPA]が非同期応答をサポートしていない場合は、クライアン
トは RegistryClientインタフェースを提供する必要がないことに注意すること。 
 
レジストリは、オペレーションに対するすべての非同期応答を onResponseメソッドに送信
する。 
 

RegistryClientメソッドの概要 
void onResponse (RegistryResponse resp) 
前回申請された要求にレジストリが送信した応答をクライアントに通知する。 

 
6.6 レジストリ応答クラス階層 
 
レジストリからの多くの応答は共通する属性を持っているため、以下のクラス階層に整理

される。この階層は、レジストリ DTDに反映される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3: レジストリ応答クラス階層 
 
 

レジストリ応答
<<RegistryResponce>>

ルート分類ノード応答要求
<<GetRootClassificationNodeResponce>>

アドホック照会応答
<<AdhocQueryResponce>>

コンテント応答要求
<<GetContentResponce>>

分類トリー応答要求
<<GetClassificationTreeResponce>>

分類オブジェクト応答要求
<<GetClassifiedObjectResponce>>
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7 オブジェクト管理サービス 
 
本節では、レジストリのオブジェクト管理サービスを定義する。オブジェクト管理サービ

スは、レジストリサービスのサブサービスである。オブジェクト管理サービスは、

RegistryClientsが要求するリポジトリ項目（たとえば、ebXMLビジネスプロセスで要求され
るXML文書）のライフサイクルを管理する機能を提供する。オブジェクト管理サービスは、
すべてのタイプのリポジトリ項目のほかにも、分類と関係など、[ebRIM]で指定されるメタ
データオブジェクトすべてに対して使用できる。 
 
コンテンツに ebXMLレジストリによって認められる認証機関が発行した証明書によるデジ
タル署名がある場合、ebXMLレジストリの最小限のセキュリティポリシは、どのクライア
ントからもコンテンツを受けるとする。申請組織はコンテンツを申請する前に登録する必

要がない。 
 
7.1 リポジトリ項目のライフサイクル 
 
オブジェクト管理サービスの主な目的は、リポジトリ項目のライフサイクルを管理するこ

とにある。 
 
図 4はリポジトリ項目の一般的なライフサイクルを示す。本仕様書の現在のバージョンで
はオブジェクトのバージョン管理をサポートしないことに注意が必要である。オブジェク

トのバージョン管理は本仕様書の将来のバージョンで追加される予定である。 
 

 
 

図 4: リポジトリ項目のライフサイクル 
 
7.2 RegistryObjectの属性 
 
リポジトリ項目は[ebRIM]で規定する RegistryObjectクラスとそのサブクラスの属性として
定義される 1組の標準メタデータと関係付けられる。これらの属性は、実際のリポジトリ
項目およびリポジトリ項目に関するカタログ記述情報の外部に存在する。ExtrinsicObjectお
よび IntrinsicObjectと呼ばれる XML要素（詳細については、付録 Aを参照のこと）に[ebRIM]
で XML属性として定義されるすべてのオブジェクトのメタデータ属性が含まれる。 
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7.3 オブジェクト申請プロトコル 
 
本節では、RegistryClientが申請組織を代表して ObjectManagerを用いて 1つまたは複数のリ
ポジトリ項目をリポジトリに申請するために使用するレジストリサービスのプロトコルを

規定する。これは付録 Bの説明のように UMLの表記法で表現する。 
 

 
 

図 5: オブジェクト申請シーケンス図 
 
このプロセスで示される取引文書のスキーマに関する詳細は、付録 Aを参照のこと。 
 
SubmitObjectRequestメッセージには RegistryEntryList要素が含まれる。 
 
RegistryEntryList要素は、1つ以上の ExtrinsicObject、あるいは分類、関係、ExternalLinks、
または Packagesといった他の RegistryEntryを指定する。 
 
ExtrinsicObject要素は、[ebRIM]が定義する通りレジストリが申請するコンテンツに関して
必要なメタデータを提供する。これらの標準 ExtrinsicObject属性はリポジトリ項目自体とは
別個のものであるため、ebXMLレジストリはどのオブジェクト型のオブジェクトをもカタ
ログに登録できることに注意が必要である。 
 
成功した場合は、レジストリは「success」のステータスと共に RegistryResponseをクライア
ントに返す。失敗した場合は、レジストリは「failure」のステータスと共に RegistryResponse
をクライアントに返す。 
 
7.3.1 絶対一意識別子（UUID）の生成 
 
[ebRIM]で規定している通り、レジストリ内のオブジェクトにはすべて一意の idがある。こ
の idは、絶対一意識別子 (UUID)でなければならず、また、[UUID]で定義している DCE 128
ビット UUIDを指定する URNの書式に適合しなければならない。 
(たとえば、urn:uuid:a2345678-1234-1234-123456789012) 
 
この idは通常レジストリが生成する。申請されたオブジェクトの id属性は、クライアント
が随意に供給できる。クライアントが idを供給し、それが DCE 128ビット UUIDを指定す
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る URNの書式に適合する場合は、レジストリは、クライアントがオブジェクトに idを指定
しようとしていると判断される。この場合、レジストリはクライアントが指定した idを優
先し、それをオブジェクトの id属性としてレジストリで使用しなければならない。idが絶
対一意でないことがレジストリによって判明した場合、レジストリはエラー条件

InvalidIdErrorを発生させなければならない。 
 
クライアントが申請オブジェクトに idを指定しないときは、レジストリが絶対一意の idを
生成しなければならない。idがクライアントによって生成される場合でも、レジストリに
よって生成される場合でも、idは[UUID]の仕様に従って DCE 128ビット UUID生成アルゴ
リズムを用いて生成しなければならない。 
 
7.3.2 ID属性とオブジェクト参照 
 
オブジェクトの id属性は、他のオブジェクトが最初のオブジェクトを参照するときに使用
できる。そのような参照は SubmitObjectsRequest内でも、レジストリ内でも共通である。
SubmitObjectsRequest内では、id属性は SubmitObjectsRequest内のオブジェクトを参照する
場合でも、レジストリ内のオブジェクトを参照する場合にも使用できる。要求文書内で参

照が必要な SubmitObjectsRequest内のオブジェクトに対して、申請者は要求の中で参照でき
るように idを割り当てることができる。申請者はオブジェクト固有のuuid URNを指定でき、
その場合、idはレジストリ内のオブジェクトに永続的に割り当てられる。別の方法として、
申請者はその idが要求文書内で一意であるかぎり、任意の id(固有の uuid URNではない)を
割り当てることができる。この場合、idは要求文書内で連結機構の役割を果たすが、レジ
ストリ側ではこれを無視して、申請され次第レジストリによって生成される idに置換しな
ければならない。 
 
SubmitObjectsRequest内のオブジェクトがすでにレジストリにあるオブジェクトを参照する
必要がある場合、要求には id属性がレジストリ内のオブジェクトの idである ObjectRef要
素が含まれることが必要である。この idは当然、固有の uuid URNである。ObjectRefはレ
ジストリにあるオブジェクトに対する要求の内部のプロキシと考えることができる。 
 
7.3.3 SubmitObjectsRequestのサンプル 
 
次の例は単一の SubmitObjectRequestにおける数種類のユースケースを示す。これはリポジ
トリ項目に関するメッセージにメッセージヘッダと追加搬送内容を含む完全な ebXMLメッ
セージを示すものではない。 
 
SubmitObjectsRequestには、任意の数の申請オブジェクトを含む RegistryEntryListが含まれ
る。また、申請オブジェクトをすでにレジストリにあるオブジェクトとリンクする任意の

数の ObjectRefsが含まれる場合がある。 
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<?xml version = "1.0" encoding = "UTF-8"?> 
<!DOCTYPE SubmitObjectsRequest SYSTEM "file:////home/najmi/Registry.dtd"> 
 
<SubmitObjectsRequest> 
  <RegistryEntryList> 
 
    <!— 
    The following 3 objects package specified ExtrinsicObject in specified  
    Package, where both the Package and the ExtrinsicObject are  
    being  submitted  
    --> 
    <Package id = "acmePackage1" name = "Package #1" description = "ACME's package #1"/> 
    <ExtrinsicObject id = "acmeCPP1" contentURI = "CPP1"  
      objectType = "CPP" name = "Widget Profile"  
      description = "ACME's profile for selling widgets"/> 
    <Association id = "acmePackage1-acmeCPP1-Assoc" associationType = "Packages" 
      sourceObject = "acmePackage1" targetObject = "acmeCPP1"/> 
   
    <!— 
    The following 3 objects package specified ExtrinsicObject in specified Package,  
    Where the Package is being submitted and the ExtrinsicObject is  
    already in registry  
    --> 
    <Package id = "acmePackage2" name = "Package #2" description = "ACME's package #2"/> 
    <ObjectRef id = "urn:uuid:a2345678-1234-1234-123456789012"/> 
    <Association id = "acmePackage2-alreadySubmittedCPP-Assoc"  
      associationType = "Packages" sourceObject = "acmePackage2"  
      targetObject = "urn:uuid:a2345678-1234-1234-123456789012"/> 
 
    <!— 
    The following 3 objects package specified ExtrinsicObject in specified Package,  
    where the Package and the ExtrinsicObject are already in registry  
    --> 
    <ObjectRef id = "urn:uuid:b2345678-1234-1234-123456789012"/> 
    <ObjectRef id = "urn:uuid:c2345678-1234-1234-123456789012"/> 
    <!-- id is unspecified implying that registry must create a uuid for this object --> 
    <Association associationType = "Packages"  
      sourceObject = "urn:uuid:b2345678-1234-1234-123456789012"  
      targetObject = "urn:uuid:c2345678-1234-1234-123456789012"/> 
 
    <!— 
    The following 3 objects externally link specified ExtrinsicObject using  
    specified ExternalLink, where both the ExternalLink and the ExtrinsicObject  
    are being submitted  
    --> 
    <ExternalLink id = "acmeLink1" name = "Link #1" description = "ACME's Link #1"/> 
    <ExtrinsicObject id = "acmeCPP2" contentURI = "CPP2" objectType = "CPP"  
      name = "Sprockets Profile" description = "ACME's profile for selling sprockets"/> 
    <Association id = "acmeLink1-acmeCPP2-Assoc" associationType = "ExternallyLinks" 
      sourceObject = "acmeLink1" targetObject = "acmeCPP2"/> 
 
    <!-- 
    The following 2 objects externally link specified ExtrinsicObject using specified 
    ExternalLink, where the ExternalLink is being submitted and the ExtrinsicObject 
    is already in registry. Note that the targetObject points to an ObjectRef in a 
    previous line  
    --> 
    <ExternalLink id = "acmeLink2" name = "Link #2" description = "ACME's Link #2"/> 
    <Association id = "acmeLink2-alreadySubmittedCPP-Assoc"  
      associationType = "ExternallyLinks" sourceObject = "acmeLink2"  
      targetObject = "urn:uuid:a2345678-1234-1234-123456789012"/> 
 
    <!-- 
    The following 2 objects externally identify specified ExtrinsicObject using specified 
    ExternalIdentifier, where the ExternalIdentifier is being submitted and the  
    ExtrinsicObject is already in registry. Note that the targetObject points to an   
    ObjectRef in a previous line  
    --> 
    <ExternalIdentifier id = "acmeDUNSId" name = "DUNS" description = "DUNS ID for ACME" 
      value = "13456789012"/> 
    <Association id = "acmeDUNSId-alreadySubmittedCPP-Assoc"  
      associationType = "ExternallyIdentifies" sourceObject = "acmeDUNSId"  
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      targetObject = "urn:uuid:a2345678-1234-1234-123456789012"/> 
 
    <!-- 
    The following show submission of a brand new classification scheme in its entirety 
    --> 
    <ClassificationNode id = "geographyNode" name = "Geography"  
      description = "The Geography scheme example from Registry Services Spec" /> 
    <ClassificationNode id = "asiaNode" name = "Asia"  
      description = "The Asia node under the Geography node" parent="geographyNode" /> 
    <ClassificationNode id = "japanNode" name = "Japan"  
      description ="The Japan node under the Asia node" parent="asiaNode" /> 
    <ClassificationNode id = "koreaNode" name = "Korea"  
      description ="The Korea node under the Asia node" parent="asiaNode" /> 
    <ClassificationNode id = "europeNode" name = "Europe"  
      description = "The Europe node under the Geography node" parent="geographyNode" /> 
    <ClassificationNode id = "germanyNode" name = "Germany"  
      description ="The Germany node under the Asia node" parent="europeNode" /> 
    <ClassificationNode id = "northAmericaNode" name = "North America"  
      description = "The North America node under the Geography node" 
      parent="geographyNode" /> 
    <ClassificationNode id = "usNode" name = "US"  
      description ="The US node under the Asia node" parent="northAmericaNode" /> 
     
    <!-- 
    The following show submission of a Automotive sub-tree of ClassificationNodes that 
    gets added to an existing classification scheme named 'Industry'  
    that is already in the registry 
    --> 
    <ObjectRef id="urn:uuid:d2345678-1234-1234-123456789012" /> 
    <ClassificationNode  id = "automotiveNode" name = "Automotive"  
      description = "The Automotive sub-tree under Industry scheme"   
      parent = "urn:uuid:d2345678-1234-1234-123456789012"/> 
    <ClassificationNode id = "partSuppliersNode" name = "Parts Supplier"  
      description = "The Parts Supplier node under the Automotive node"  
      parent="automotiveNode" /> 
    <ClassificationNode id = "engineSuppliersNode" name = "Engine Supplier"  
      description = "The Engine Supplier node under the Automotive node"  
      parent="automotiveNode" /> 
 
    <!-- 
    The following show submission of 2 Classifications of an object  that is already in 
    the registry using 2 ClassificationNodes. One ClassificationNode 
    is being submitted in this request (Japan) while the other is already in the registry. 
    --> 
    <Classification id = "japanClassification"  
      description = "Classifies object by /Geography/Asia/Japan node"  
      classifiedObject="urn:uuid:a2345678-1234-1234-123456789012" 
      classificationNode="japanNode" /> 
    <Classification id = "classificationUsingExistingNode"  
      description = "Classifies object using a node in the registry"   
      classifiedObject="urn:uuid:a2345678-1234-1234-123456789012" 
      classificationNode="urn:uuid:e2345678-1234-1234-123456789012" /> 
    <ObjectRef id="urn:uuid:e2345678-1234-1234-123456789012" /> 
 
 
  </RegistryEntryList> 
</SubmitObjectsRequest> 

 
7.4 スロット追加プロトコル 
 
本節では、クライアントが ObjectManagerを用いてスロットをすでに申請済みのレジストリ
エントリに追加できるようにするためのレジストリサービスのプロトコルを説明する。ス

ロットは[ebRIM]が定義するレジストリエントリを拡張するための動的機構を提供する。 
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図 7: スロット追加シーケンス図 
 
成功した場合は、レジストリは「success」のステータスと共に RegistryResponseをクライア
ントに返す。失敗した場合は、レジストリは「failure」のステータスと共に RegistryResponse
をクライアントに返す。 
 
7.5 スロット削除プロトコル 
 
本節では、クライアントが ObjectManagerを用いてスロットをすでに申請済みのレジストリ
エントリに追加できるようにするためのレジストリサービスのプロトコルを説明する。 
 

 
 

図 8: スロット削除シーケンス図 
 
成功した場合は、レジストリは「success」のステータスと共に RegistryResponseをクライア
ントに返す。失敗した場合は、レジストリは「failure」のステータスと共に RegistryResponse
をクライアントに返す。 
 
7.6 オブジェクト承認プロトコル 
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本節では、クライアントが ObjectManagerを用いて 1つまたは複数の申請済みリポジトリ項
目を承認できるようにするためのレジストリサービスのプロトコルについて説明する。リ

ポジトリ項目が承認されると、その項目は取引当事者が使用できるようになる（たとえば、

新規の CPAおよびコラボレーションプロトコルプロファイルの作成時）。 
 

 
 

図 9: オブジェクト承認シーケンス図 
 
成功した場合は、レジストリは「success」のステータスと共に RegistryResponseをクライア
ントに返す。失敗した場合は、レジストリは「failure」のステータスと共に RegistryResponse
をクライアントに返す。 
 
このプロセスで示される取引文書のスキーマに関する詳細については、付録 Aを参照のこ
と。 
 
7.7 オブジェクト廃止プロトコル 
 
本節では、クライアントが ObjectManagerを用いて 1つまたは複数の申請済みのリポジトリ
項目を廃止できるようにするためのリポジトリサービスのプロトコルを説明する。オブジ

ェクトが廃止されると、そのオブジェクトに対する新規の参照（たとえば、新規の関係、

分類、および ExternalLinks）は申請できなくなる。ただし、廃止されたオブジェクトの既存
の参照は引き続き正常に機能する。 
 



 23

 
 

図 10: オブジェクト廃止シーケンス図 
 
成功した場合は、レジストリは「success」のステータスと共に RegistryResponseをクライア
ントに返す。失敗した場合は、レジストリは「failure」のステータスと共に RegistryResponse
をクライアントに返す。 
 
このプロセスで示される取引文書のスキーマに関する詳細については、付録 Aを参照のこ
と。 
 
7.8 オブジェクト削除プロトコル 
 
本節では、クライアントがオブジェクトマネージャを用いて 1つまたは複数のレジストリ
エントリ、またはリポジトリ項目、またはこれらの両方を削除できるようにするためのレ

ジストリサービスのプロトコルを説明する。 
 
RemoveObjectsRequestメッセージは、RegistoryEntryのインスタンス、またはリポジトリ項
目を削除するためにクライアントに送信される。RemoveObjectsRequest要素には、以下の節
で定義する値を持ちうる列挙である、deletionScopeと呼ばれる XML属性が含まれる。 
 
7.8.1 削除範囲 DeleteRepositoryItemOnly 
 
この deletionScopeは、その要求によって指定されたレジストリエントリに対するリポジト
リ項目は削除するが、指定されたレジストリエントリは削除してはならないことを指定す

る。これはレジストリエントリへの参照を有効のまま維持する上で有効である。 
 
7.8.2 削除範囲 DeleteAll 
 
この deletionScopeは、その要求によって RegistryEntry、および指定されたレジストリエン
トリに対するリポジトリ項目の両方を削除することを指定する。RegistryEntryに対する参照
(たとえば、関係、分類、ExternalLinks)がすべて削除された場合に限り、その RegistryEntry
は RemoveObjectsRequestを使って deletionScope DeleteAllにより削除できる。まだ
RegistryEntryに参照があるときにRegistryEntryを削除すると、エラー条件 InvalidRequestError
が発生する。 
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オブジェクト削除プロトコルは付録 Bの規定に従って UML表記法で表現する。 
 

 
 

図 11: オブジェクト削除シーケンス図 
 
成功した場合は、レジストリは「success」のステータスと共に RegistryResponseをクライア
ントに返す。失敗した場合は、レジストリは「failure」のステータスと共に RegistryResponse
をクライアントに返す。 
 
このプロセスで示される取引文書のスキーマに関する詳細については、付録 Aを参照のこ
と。 
 
 
8 オブジェクトクエリ管理サービス 
 
本節では、クライアント(ObjectQueryManagerClient)がレジストリの ObjectQueryManagerイ
ンタフェースを用いて ebXMLレジストリ内の RegistryEntriesを検索、または照会できるレ
ジストリサービスの機能を説明する。 
 
レジストリはいくつかのクエリ機能をサポートする。それには次の機能が含まれる。 
 
1. ブラウズドリルダウンクエリ 
 
2. フィルタクエリ 
 
3. SQLクエリ 
 
8.1節のブラウズドリルダウンクエリと 8.2節のフィルタクエリ機構は、いずれのレジスト
リ実装によってもサポートされる。SQLクエリ機構はオプションであり、レジストリ実装
によって提供してもよい。ただし、ベンダが SQLクエリ機能を ebXMLレジストリに提供
するときは、本書に適合するものとする。したがって、この機能は規範的ではあるが、任

意の機能である。 
 
本仕様書の将来のバージョンでは、W3C XQuery構文がもう 1つのクエリ構文として検討さ
れるかもしれない。 
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クエリ要求メッセージにエラーがあると、それが該当するクエリ応答メッセージで指示さ

れる。 
 
8.1 ブラウズドリルダウンクエリのサポート 
 
ブラウズドリルダウンクエリスタイルは、ObjectQueryManagerClientと ObjectQueryManager
との間の相互作用プロトコルのセットによりサポートされる。8.1.1節、8.1.2節、8.1.3節で
これらのプロトコルを説明する。 
 
8.1.1 ルート分類ノード取得要求 
 
ObjectQueryManagerClientはこの要求を送信し、リポジトリで定義されているルート
ClassificationNodesの一覧を取得する。ルート分類ノードは親を持たないノードであると定
義される。ルート ClassificationNodesの名前属性にフィルタをかけることができる
namePattern属性を指定できることに注意が必要である。namePatternは[SQL]の定義に従っ
て SQL-92 LIKE文節により定義されるワイルドカードパタンを用いて指定しなければなら
ない。 
 

 
 

図 12: ルート分類ノード取得シーケンス図 
 
成功した場合は、レジストリは「success」のステータスと共に
GetRootClassificationNodeResponseをクライアントに返す。失敗した場合は、レジストリは
「failure」のステータスと共に GetRootClassificationNodeResponseをクライアントに返す。 
 
このプロセスで示される取引文書のスキーマに関する詳細については、付録 Aを参照のこ
と。 
 
8.1.2 分類ツリー取得要求 
 
ObjectQueryManagerClientはこの要求を送信し、リポジトリ内のこの要求により指定される
ClassificationNodesで定義された ClassificationNodeサブツリーを取得する。
GetClassificationTreeRequestが深さと呼ばれる整数属性を指定して指定された深さまでのサ
ブツリーを取得できることに注意が必要である。深さがデフォルト値の 1である場合、指
定されたClassificationNodeListの直下の子だけが返される。深さが 0または負の数の場合は、
サブツリー全体が検索される。 
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図 14: 分類ツリー取得シーケンス図 
 
成功した場合は、レジストリは「success」のステータスと共に
GetRootClassificationNodeResponseをクライアントに返す。失敗した場合は、レジストリは
「failure」のステータスと共に GetRootClassificationNodeResponseをクライアントに返す。 
 
このプロセスで示される取引文書のスキーマに関する詳細については、付録 Aを参照のこ
と。 
 
8.1.3 分類済みオブジェクト取得要求 
 
ObjectQueryManagerClientはこの要求を送信し、要求内の ObjectRefListにより指定された通
り、指定された ClassificationNodes(または、その派生のいずれか)すべてによって分類された
RegistryEntriesの一覧を取得する。 
 
RegistryEntriesは複数の分類との一致を基に取得することが可能である。ClassificationNode
を指定することは、指定された ClassificationNodeのすべての派生の論理和を暗黙に指定す
ることである。 
 
GetClassifiedObjectsRequestが ObjectQueryManagerに送られるとき、次の条件に該当するオ
ブジェクトを返すべきである。 
 
1. 指定された ClassificationNodeによって直接分類されるオブジェクト、もしくは 
 
2. 指定された ClassificationNodeの派生によって直接分類されるオブジェクト 
 
8.1.3.1 分類済みオブジェクト取得要求のサンプル 
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図 16: ジオグラフィ分類のサンプル 
 
分類ツリーが図 16で示す構造であるとする。 
 
・地理ノードが GetClassifiedObjectsRequestで指定される場合、GetClassifiedObjectsResponse
には地理、すなわち北米、米国、アジア、日本、韓国、欧州、ドイツによって直接分類さ

れる RegistryEntriesをすべて含まなければならない。 
 
・アジアノードが GetClassifiedObjectsRequestで指定される場合、GetClassifiedObjectsResponse
には、アジア、日本、または韓国によって直接分類される RegistryEntriesをすべて含まなけ
ればならない。  
 
・日本および韓国のノードが GetClassifiedObjectsRequestで指定される場合、
GetClassifiedObjectsResponseには、日本および韓国の両方によって直接分類される
RegistryEntriesをすべて含まなければならない。 
 
・北米およびアジアのノードが GetClassifiedObjectsRequestで指定される場合、
GetClassifiedObjectsResponseには（北米または米国）および(アジア、日本、または韓国)に
よって直接分類される RegistryEntriesをがすべて含まなければならない。 
 
 

 
図 17: 分類されたオブジェクト取得シーケンス図 

 
成功した場合は、レジストリは「success」のステータスと共に
GetRootClassificationNodeResponseをクライアントに返す。失敗した場合は、レジストリは
「failure」のステータスと共に GetRootClassificationNodeResponseをクライアントに返す。 
 
8.2 フィルタクエリのサポート 
 
FilterQueryは、ebXMLに合致するレジストリ実装に対して、簡単なクエリ機能を提供する
XML構文である。それぞれの代替クエリは、ebXMLレジストリ情報モデル（ebRIM）によ
って定義された単一クラスに対して指示される。こうしたクエリの結果は、そのクラスの

インスタンスに対する識別子のセットとなる。FilterQueryは、スタンドアローン型クエリと
なることも、ReturnRegistryEntryクエリまたは ReturnRepositoryItemクエリの初期アクショ
ンとなることもできる。 
 
クライアントは、FilterQuery、ReturnRegistryEntryクエリ、または ReturnRepositoryItemクエ
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リを、AdhocQueryRequestの一部として ObjectQueryManagerに申請する。ObjectQueryManager
は、ここで指定された適切な FilterQueryResponse、ReturnRegistryEntryResponse、または
ReturnRepositoryItemResposeを同封し、AdhocQueryResposeをクライアントに返す。
AdhocQueryRequestおよび AdhocQueryResponseに関するシーケンス図については、節 8.4
で指定されている。 
 
それぞれの FilterQuery代替は、ebRIMバインディングと関連している。この ebRIMバイン
ディングは、ebRIMが定義する通り、単一クラスと、他のクラスとのその関係から派生し
たクラスの階層を識別する。クラスが選択されるたびに、ツリーとして照会できる仮想 XML
文書が事前定義される。たとえば、Cをクラスとし、Cに直接関連するクラスを Yと Zと
し、Zと関連するクラスを Vとする。Cに対する ebRIMバインディングは図 19のようにな
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 19:  ebRIMバインディングの例 
 
ラベル 1は、Cから Yへの関連を識別する。ラベル 2は Cから Zへの関連を、ラベル 3は
Zから Vへの関連をそれぞれ識別する。どの ebRIM関連が指定されるかについて曖昧さが
全くない場合は、ラベルを省略できる。クエリの名前はルートクラスによって決定される。

すなわち CQueryに対する ebRIMバインディングである。ツリー内の Yノードはラベル 1
で識別される関連によって Cに結びつけられる Yインスタンスのセットに限定される。同
様に、Zおよび Vノードは、識別される関連によってその親ノードに結びつけられるイン
スタンスに限定される。 
 
それぞれの FilterQuery代替は、1つまたは複数のクラスフィルタに依存する。ここでは、ク
ラスフィルタは単一クラスの属性に関する限定的述語文節である。サポートされるクラス

フィルタについては 8.2.9節で、サポートされる述語文節については 8.2.10節で指定する。
FilterQueryは、指定されたクラスフィルタをどの分岐が満たしているかを決定するためにツ
リーを探索する要素から構成され、クエリの結果はこうした分岐をサポートするルートノ

ードインスタンスのセットとなる。 
 
上記の例では、CQuery要素は 3種類の下位要素を持つ。最初の下位要素は Cクラス上の
CFilterで、CFilterの述語を満たさない Cインスタンスを排除する。2番目の下位要素は Y
クラス上の YFilterで、関連のターゲットが YFilterを満たさない Cから Yへの分岐を排除
する。最後の下位要素は、Cから Zを通って Vに至るパスに沿って分岐を排除する。この
3番目の要素は、それぞれのクラス上のクラスフィルタに対して Xから Vへのパスを許可
するため、分岐要素と呼ばれる。一般的に、分岐要素は、それ自身がクラスフィルタであ

C

Y Z 

V 

Label1 Label2 

Label3 
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る下位要素と、他の分岐要素、または、パス内のターミナルクラス上の完全なクエリを持

つ。 
 
クラス Cからクラス Yへの関連が 1対 0または 1対 1の場合、Y上の多くとも 1つの分岐
かフィルタ要素が許可される。しかし、関連が 1対多の場合、複数のフィルタまたは分岐
要素が許可される。これにより、Cのインスタンスが分岐要素を満たすと報告される前に、
Cのこのインスタンスが Yの複数のインタフェースと関連を持たなければならないことを
指定できる。 
 
FilterQuery構文は、ebRIMで定義する構造に従う。ebRIMは安定性指向なので、FilterQuery
構文は安定している。しかし、新しい構造が ebRIMに追加される場合は、FilterQuery構文
と意味を同時に拡張できる。 
 
FilterQueryのサポートは、ebXMLに合致するレジストリ実装に対して要求されているが、
その他のクエリオプションも可能である。レジストリは、サポートされたすべての

AdhocQueryオプションを識別する自己記述型 CPPを保持する。このプロファイルは、6.1
節で説明している。 
 
8.2.2節から 8.2.6節の RIMバインディングの段落は、それぞれの FilterQuery代替に対する
仮想階層を示す。各クエリ代替の意味情報規則は、そのバインディングがクエリの意味情

報に及ぼす結果を指定する。 
 
以下に定義する ReturnRegistryEntryおよび ReturnRepositoryItemサービスは、
RegistryEntryQueryの結果の拡張として、XML文書を構造化する方法を提供する。8.2.7節
で指定する ReturnRegistryEntry要素により、RegistryEntryQueryの結果によって識別される
各レジストリエントリとともに返すメタデータを指定できる。8.2.8節で指定する
ReturnRepositoryItemにより、RegistryEntryQueryの結果によって識別されるレジストリエン
トリとの関係に基づいて返すポジトリ項目を指定できる。 
 
8.2.1 FilterQuery 
 
目的 
 
特定のレジストリクラスからのレジストリインスタンスのセットを識別する。それぞれの

クエリ型は ebRIMに対する特定のバインディングを前提とする。各クエリ型に対するクエ
リ結果は、バインディングにより指定されるルートクラスのインスタンスへの参照のセッ

トである。ステータスは処理の成功を示すものであるか、警告や例外の集まりである。 
 
定義 
 

<!ELEMENT FilterQuery 
 (    RegistryEntryQuery  
 | AuditableEventQuery 
 | ClassificationNodeQuery 
 | RegistryPackageQuery 
 | OrganizationQuery        )> 
 
<!ELEMENT FilterQueryResult 
  (   RegistryEntryQueryResult 
   |  AuditableEventQueryResult 
   |  ClassificationNodeQueryResult 
   |  RegistryPackageQueryResult 
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   |  OrganizationQueryResult   )> 
 
<!ELEMENT RegistryEntryQueryResult ( RegistryEntryView* )> 
 
<!ELEMENT RegistryEntryView EMPTY > 
<!ATTLIST RegistryEntryView 
 objectURN     CDATA     #REQUIRED 
   contentURI    CDATA     #IMPLIED 
 objectID      CDATA     #IMPLIED  > 
 
<!ELEMENT AuditableEventQueryResult ( AuditableEventView* )> 
 
<!ELEMENT AuditableEventView EMPTY > 
<!ATTLIST AuditableEventView 
 objectID      CDATA     #REQUIRED 
   timestamp     CDATA     #REQUIRED  > 
 
<!ELEMENT ClassificationNodeQueryResult 
           (ClassificationNodeView*)> 
 
<!ELEMENT ClassificationNodeView EMPTY > 
<!ATTLIST ClassificationNodeView 
 objectURN     CDATA     #REQUIRED 
   contentURI    CDATA     #IMPLIED 
 objectID      CDATA     #IMPLIED  > 
 
<!ELEMENT RegistryPackageQueryResult ( RegistryPackageView* )> 
 
<!ELEMENT RegistryPackageView EMPTY > 
<!ATTLIST RegistryPackageView 
 objectURN     CDATA     #REQUIRED 
   contentURI    CDATA     #IMPLIED 
 objectID      CDATA     #IMPLIED  > 
 
<!ELEMENT OrganizationQueryResult ( OrganizationView* )> 
 
<!ELEMENT OrganizationView EMPTY > 
<!ATTLIST OrganizationView 
 orgURN        CDATA     #REQUIRED 
 objectID      CDATA     #IMPLIED  > 

 
意味情報規則 
 
1. 各 FilterQuery型の意味情報規則は以後のサブ節で指定する。 
 
2. 各 FilterQueryResultは、結果セットの各インスタンスを識別するための XML参照要素の
セットである。各 XML属性は以下の通りレジストリ情報モデルで指定する属性の値から導
かれる値を持つ。 
 
a) objectIDは RegistryObjectクラスの ID属性値であり、 
 
b) objectURNおよび orgURNはオブジェクト IDから求められる URN値であり、 
 
c) contentURLは RegistryEntryクラスの contentURI属性から求められる URL値であり、 
 
d) タイムスタンプは AuditableEventクラスのタイムスタンプ属性の値を表すリテラル値で
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ある。 
 
3. FilterQueryの実行の任意の部分でエラー条件が発生すると、XML RegistryResultのステー
タス属性は「failure」に設定され、クエリ結果のどのような要素も返されない。その代わり、
RegistryErrorList要素は、「error」に設定されたその highestSeverity要素と共に返されなけれ
ばならない。RegistryErrorListの少なくとも 1つの RegistryError要素は、「error」に設定され
た重要度属性を持つ。 
 
4. FilterQueryの実行でどのようなエラー条件も発生しない場合は、XML RegistryResultのス
テータス属性は「success」に設定され、適切なクエリ結果要素を含まなければならない。
RegistryErrorListも返される場合は、RegistryErrorListの highestSeverity属性は「warnig」に
設定され、それぞれの RegistryErrorの重要度属性は「warnig」に設定される。 
 
8.2.2 RegistryEntryQuery 
 
目的 
 
特定のレジストリメタデータに対するクエリの結果としてレジストリエントリのインスタ

ンスのセットを識別すること。 
 
ebRIMバインディング 
 

 
 
定義 
 

<!ELEMENT RegistryEntryQuery   
 ( RegistryEntryFilter?, 
  SourceAssociationBranch*, 
  TargetAssociationBranch*, 
      HasClassificationBranch*, 
  SubmittingOrganizationBranch?, 
  ResponsibleOrganizationBranch?, 
  ExternalIdentifierFilter*, 
     ExternalLinkFilter*, 
  SlotFilter*, 
  HasAuditableEventBranch* )> 
 
<!ELEMENT SourceAssociationBranch  
  ( AssociationFilter?,  
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  RegistryEntryFilter? )>  
 
<!ELEMENT TargetAssociationBranch  
  ( AssociationFilter?, 
  RegistryEntryFilter? )> 
 
<!ELEMENT HasClassificationBranch  
  ( ClassificationFilter?, 
  ClassificationNodeFilter? )> 
 
<!ELEMENT SubmittingOrganizationBranch  
  (  OrganizationFilter?, 
  ContactFilter? )>  
 
<!ELEMENT ResponsibleOrganizationBranch  
  ( OrganizationFilter?, 
  ContactFilter? )>  
 
<!ELEMENT HasAuditableEventBranch 
  ( AuditableEventFilter?, 
  UserFilter?, 
  OrganizationFilter? )> 

 
意味情報規則 
 
1. REはレジストリ内の永続的 RegistryEntryインスタンスすべてを示すものとする。以下の
ステップにより、指定されたフィルタの条件を満たさない REにおけるインスタンスが取り
除かれる。 
 
a) RegistryEntryFilterが指定されない場合、または REが空である場合は、次に続ける。そう
でない場合、xを REにおけるレジストリエントリであるとする。もし xが 8.2.9節で定義
するように RegistryEntryFilterを満たさなければ、xを REから削除する。 
 
b) SourceAssociationBranch要素が指定されない場合、または REが空である場合は、次に続
ける。そうでない場合、xが REにおける残りのレジストリエントリであるものとする。x
が何らかの Associationインスタンスのソースオブジェクトでない場合は、xを REから削除
する。そうでない場合、SourceAssociationBranchの各要素を次のように別々に取り扱う。 
 
SourceAssociationBranchの内部で AssociationFilterが指定されない場合は、AFが xをソース
オブジェクトとして持つすべての Associationインスタンスのセットであるものとする。そ
うでない場合、AFは AssociationFilterを満たし、かつ xをソースオブジェクトとする
Associationインスタンスのセットであるものとする。AFが空である場合は、xを REから
削除する。RegistryEntryFilterが SourceAssociationBranchの内部で指定されない場合、RET
がAFのどれかの要素の対象オブジェクトであるすべてのRegistryEntryインスタンスのセッ
トであるものとする。そうでない場合、RETが RegistryEntryFilterを満たし、かつ AFの何
らかの要素の対象オブジェクトである RegistryEntryインスタンスのセットであるものとす
る。RETが空である場合、xを REから削除する。 
 
c) TargetAssociationBranch要素が指定されない場合、または REが空である場合は、次に続
ける。そうでない場合、xは REにおける残りのレジストリエントリであるものとする。x
が何らかの Associationインスタンスの対象オブジェクトでないときは、xを REから削除す
る。そうでない場合、各 TargetAssociationBranch要素を次の通り別個に取り扱う。 
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AssociationFilterが TargetAssociationBranch内で指定されない場合、AFが xを対象オブジェ
クトとするすべてのAssociationインスタンスのセットであるものとする。そうでない場合、
AFが AssociationFilterを満たし、xを対象オブジェクトとする Associationインスタンスのセ
ットであるものとする。AFが空である場合は、xを REから削除する。RegistryEntryFilter
が TargetAssociationBranch内で指定されない場合は、RESが AFのいずれかの要素のソース
オブジェクトであるすべての RegistryEntryのセットであるものとする。そうでない場合、
RESが RegistryEntryFilterを満たし、AFのいずれかの要素のソースオブジェクトである
RegistryEntryインスタンスのセットであるものとする。RESが空である場合は、xを REか
ら削除する。 
 
d) HasClassificationBranch要素が指定されない場合、または REが空である場合、次に続け
る。そうでない場合、xが REにおける残りのレジストリエントリであるものとする。xが
いずれかの Classificationインスタンスのソースオブジェクトでない場合は、xを REから削
除する。そうでない場合、各 HasClassificationBranch要素を次のように別個に取り扱う。 
 
ClassificationFilterが HasClassificationBranchで指定されない場合、CLが xをソースオブジェ
クトとするすべての Classificationインスタンスのセットであるものとする。そうでない場
合、CLが ClassificationFilterを満たし、xをソースオブジェクトとする Classificationインス
タンスのセットであるものとする。CLが空である場合、xを REから削除する。
ClassificationNodeFilterが HasClassificationBranchで指定されない場合、CNが CLのどれかの
要素の対象オブジェクトであるすべての ClassificationNodeインスタンスのセットであるも
のとする。そうでない場合、CNが ClassificationNodeFilterを満たし、CLのどれかの要素の
対象オブジェクトである RegistryEntryインスタンスのセットであるものとする。CNが空で
ある場合、xを REから削除する。 
 
e) SubmittingOrganizationBranch要素が指定されない場合、または REが空である場合、次に
続ける。 そうでない場合、xが REにおける残りのレジストリエントリであるものとする。
xに申請組織がない場合は、xを REから削除する。SubmittingOrganizationBranch内で
OrganizationFilterが指定されない場合、SOは xの申請組織であるすべての Organizationイン
スタンスのセットであるものとする。そうでない場合、SOは OrganizationFilterを満たし、x
の申請組織である Organizationインスタンスのセットであるものとする。SOが空であると
きは、xを REから削除する。SubmittingOrganizationBranch内で ContactFilterが指定されな
い場合は、CTが SOのどれかの要素の連絡先であるすべての Contactインスタンスのセット
であるものとする。そうでない場合、CTが ContactFilter を満たし、SOのどれかの要素の
連絡先である Contactインスタンスのセットであるものとする。CTが空である場合、xを
REから削除する。 
 
f) ResponsibleOrganizationBranch要素が指定されない場合、または REが空である場合、次に
続ける。そうでない場合、xが REにおける残りのレジストリエントリであるものとする。
xに責任のある組織がない場合、xを REから削除する。ResponsibleOrganizationBranch内で
OrganizationFilterが指定されない場合は、ROが xに対して責任のある組織であるすべての
Organizationインスタンスのセットであるものとする。そうでない場合、ROが
OrganizationFilterを満たし、xに対して責任のある組織である Organizationインスタンスの
セットであるものとする。ROが空である場合は、sを REから削除する。SubmittingOrgFilter
内で ContactFilterが指定されない場合は、CTは ROのどれかの要素の連絡先であるすべて
の Contactインスタンスのセットであるものとする。そうでない場合、CTは ContactFilter を
満たし、ROのどれかの要素の連絡先である Contactインスタンスのセットであるものとす
る。CTが空である場合、xを REから削除する。 
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g) ExternalLinkFilter要素が指定されない場合、または REが空である場合は、次に続ける。
そうでない場合、xが REにおける残りのレジストリエントリであるものとする。xがどれ
かの ExternalLinkインスタンスとリンクされない時は、xを REから削除する。そうでない
場合、次のように各 ExternalLinkFilter要素を別個に取り扱う。 
 
ELが ExternalLinkFilterを満たし、xとリンクされる ExternalLinkインスタンスのセットであ
るものとする。ELが空である時は、xを REから削除する。 
 
h) ExternalIdentifierFilter要素が指定されない場合、または REが空である場合、次に続ける。
そうでない場合、xが REにおける残りのレジストリエントリであるものとする。xがどれ
かの ExternalIdentifierFilterインスタンスとリンクされない場合は、xを REから削除する。
そうでない場合、次のように各 ExternalIdentifierFilter要素を別個に取り扱う。 
 
EIが ExternalIdentifierFilterを満たし、xとリンクされる ExternalIdentifierインスタンスのセ
ットであるものとする。EIが空である時は、xを REから削除する。 
 
i) SoftFilter要素が指定されない場合、または REが空である場合は、以下を続行する。そう
でない場合は、RE内の残りのレジストリエントリに xがなるようにする。xが Slotインス
タンスに関連付けられていない場合は REから xを削除し、関連付けられている場合はそれ
ぞれの SlotFilter要素を以下のように個別に処理する。 
 
SoftFilterを満たさせて xに関連付けられる Slotインスタンスのセットに SLがなるようにす
る。SLが空の場合は、REから xを削除する。 
 
j) HasAuditableEventBranch要素が指定されない場合、または REが空である場合は、以下を
続行する。そうでない場合は、RE内の残りのレジストリエントリに xがなるようにする。
xが AuditableEventインスタンスに関連付けられていない場合は、REから xを削除し、関
連付けられている場合はそれぞれの HasAuditableEventBranch要素を以下のように個別に処
理する。 
 
AuditableEventsFilterが HasAuditableEventBranch内で指定されない場合は、xに対するすべ
ての AuditableEventインスタンスのセットに AEがなるようにする。そうでない場合は、
AuditableEventFilterを満たし、xに対する監査イベントである AuditableEventインスタンス
のセットに AEがなるようにする。AEが空である場合は、xを REから削除する。UserFilter
が HasAuditableEventBranch内で指定されない場合は、AEの要素と関連付けられるすべての
Userインスタンスのセットに AIがなるようにする。そうでない場合は、UserFilterを満た
して AEの要素と関連付けられる Userインスタンスのセットに AIがなるようにする。AI
が空である場合は、xを REから削除する。OrganizationFilterが HasAuditableEventBranch内
で指定されない場合は、AIの要素と関連付けられるすべての Organizationインスタンスの
セットに OGがなるようにする。そうでない場合は、OrganizationFilterを満たして AIの要
素と関連付けられる Organizationインスタンスのセットに OGがなるようにする。OGが空
である場合は、xを REから削除する。 
 
2. REが空である時は、registry entry query result is empty（レジストリエントリクエリ結果は
空です）という警告を発行する。 
 
3. RegistryEntryQueryの結果として REを返す。 
 
例 
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あるクライアントは XYZ Corporationとの間で取引関係を結ぶことを望み、XYZ Corporation
がレジストリに取引文書のいずれかを登録しているか知りたいと考えているとする。次の

クエリにより、名前に文字列「XYZ」が含まれる組織から申請された現在登録されている
項目に対するレジストリエントリ識別子のセットが返される。このクエリでは、取替、置

換、廃止、または撤回された項目のレジストリエントリ識別子は返されない。 
 

<RegistryEntryQuery> 
   <RegistryEntryFilter> 
         status EQUAL "Approved" -- code by Clause, Section 8.2.10 
   </RegistryEntryFilter> 
   <SubmittingOrganizationBranch> 
      <OrganizationFilter> 
            name CONTAINS "XYZ" -- code by Clause, Section 8.2.10 
      </OrganizationFilter> 
   </SubmittingOrganizationBranch> 
</RegistryEntryquery> 
 

 
クライアントは United Nations Standard Product and Services Classification (UNSPSC) 分類ス
キームを用いており、「集積回路部品」、すなわち UNSPSCコード「321118」として分類さ
れる製品を取り扱う企業を全部識別したいと考える。クライアントは企業がその当事者プ

ロファイル文書をレジストリに登録済みであること、また、プロファイルがそれぞれ企業

の取り扱う製品別に分類されていることを知っている。次のクエリにより、集積回路部品

を取り扱う企業のプロファイルに対するレジストリエントリ識別子のセットが返される。 
 

<RegistryEntryQuery> 
   <RegistryEntryFilter> 
      objectType EQUAL "CPP" AND  -- code by Clause, Section 8.2.10 
      status EQUAL "Approved" 
   </RegistryEntryFilter> 
   <HasClassificationBranch> 
      <ClassificationNodeFilter> 
         id STARTSWITH "urn:un:spsc:321118"  -- code by Clause, Section 

8.2.10 
      </ClassificationNodeFilter> 
   <HasClassificationBranch> 
</RegistryEntryQuery> 

 
クライアントアプリケーションは 2種類の分類スキームによって分類されるすべての項目
を必要とする。一つは「Industry」に基づくスキーム、もう一つは「Geography」に基づくス
キームである。どちらのスキームも ebXLMによって定義され、登録されている。各スキー
ムのルートノードは、それぞれ「urn:ebxml:cs:industry」および「urn:ebxml:cs:geography」と
指定される。次のクエリでは、「Industry/Automotive」および「Geography/Asia/Japan」によ
って分類される登録済みの全項目に対するレジストリエントリが識別される。 
 

<RegistryEntryQuery> 
   <HasClassificationBranch> 
      <ClassificationNodeFilter> 
         id STARTSWITH "urn:ebxml:cs:industry" AND    
         path EQUAL "Industry/Automotive"    -- code by Clause, Section 

8.2.10 
      </ClassificationNodeFilter> 
      <ClassificationNodeFilter> 
         id STARTSWITH "urn:ebxml:cs:geography" AND 
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         path EQUAL "Geography/Asia/Japan"   -- code by Clause, Section 
8.2.10 

      </ClassificationNodeFilter> 
   </HasClassificationBranch> 
</RegistryEntryQuery> 

 
クライアントアプリケーションは、パッケージのメンバとして特定のレジストリエントリ

を持つレジストリ Packageインスタンスをすべて識別しようとする。次のクエリでは、URN
「urn:path:myitem」によって識別されるレジストリエントリをメンバとして含むレジストリ
パッケージがすべて識別される。 
 

<RegistryEntryQuery> 
   <RegistryEntryFilter> 
      objectType EQUAL "RegistryPackage"  -- code by Clause, Section 

8.2.10 
   </RegistryEntryFilter> 
   <SourceAssociationBranch> 
      <AssociationFilter>  -- code by Clause, Section 

8.2.10 
         associationType EQUAL "HasMember" AND   
         targetObject EQUAL "urn:path:myitem" 
      </AssociationFilter> 
   </SourceAssociationBranch> 
</RegistryEntryQuery> 

 
クライアントアプリケーションは、名前または記述の一部に特定のキーワードを含むすべ

ての ClassificationNodeインスタンスを識別しようとする。次のクエリでは、キーワード
「transistor」を名前の一部もしくは記述の一部として含むすべてのレジストリ分類ノードが
識別される。 
 

<RegistryEntryQuery> 
   <RegistryEntryFilter> 
      ObjectType="ClassificationNode" AND 
      (name CONTAINS "transistor" OR   -- code by Clause, Section 8.2.10 
      description CONTAINS "transistor") 
   </RegistryEntryFilter> 
</RegistryEntryQuery> 

 
 
8.2.3 AuditableEventQuery 
 
目的 
 
特定のレジストリメタデータに対するクエリの結果として監査対象イベントのセットを識

AuditableEvent 

RegistryEntry User 

Organization 

InvokedBy 
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別すること。 
 
ebRIMバインディング 
 

 
 
 
定義 
 

<!ELEMENT AuditableEventQuery 
  ( AuditableEventFilter?, 
  RegistryEntryQuery*, 
  InvokedByBranch?     )> 
 
<!ELEMENT InvokedByBranch 
  ( UserFilter?, 
  OrganizationQuery?   )> 

 
意味情報規則 
 
1. AEはレジストリ内の永続的 AuditableEventイベントすべてのセットを示すものとする。
次のステップにより、指定されたフィルタの条件を満たさない AEにおけるインスタンスが
取り除かれる。 
 
a) AuditableEventFilterが指定されない場合、または AEが空である場合は、次に続ける。 そ
うでない場合、xが AEにおける監査対象イベントであるものとする。xが 8.2.9節で定義す
る AuditableEventFilterを満たさない時は、xを AEから削除する。 
 
b) RegistryEntryQuery要素が指定されない場合、または AEが空である場合、次に続ける。
そうでない場合、xが AEにおける残りの監査対象イベントであるものとする。それぞれの
RegistryEntryQuery要素は以下の通り別個に取り扱う。 
 
REは 8.2.2節で定義する通り RegistryEntryQueryの結果セットであるものとする。xが RE
内のどれかのレジストリエントリに監査対象イベントでない場合は、xを AEから削除する。 
 
c) InvokedByBranch要素が指定されない場合、または AEが空である場合は、以下のステッ
プを続行する。そうでない場合は、xが AE内の残りの監査可能イベントになるようにする。 
 
xを呼び出すユーザインスタンスが uであるとする。UserFilter要素が InvokedByBranchで指
定されていない場合、そして uがそのフィルタを満たさない場合は、AEから xを削除する。
そうでない場合は以下を続行する。 
 
OrganizationQueryが InvokedByBranch内で指定されない場合は、以下を続行する。そうでな
い場合は、uの組織属性によって識別され、OrganizationQueryの結果のセットにある
Organizationインスタンスのセットに OGがなるようにする。OGが空である場合は、xを
AEから削除する。 
 
2. AEが空であるときは、auditable event query result is empty(監査対象イベントクエリ結果が
空です)の警告を発行する。 
 
3. AEを AuditableEventQueryの結果として返す。 
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例 
 
レジストリクライアントが項目を登録し、その項目に URN識別子"urn:path:myitem"が割り
当てられた。クライアントはその項目に影響を及ぼした年初からのすべてのイベントを調

べようとする。次のクエリにより、そのようなイベントすべてに対する AuditableEvent識別
子のセットが返される。 
 

<AuditableEventquery> 
   <AuditableEventFilter> 
      timestamp GE "2001-01-01" AND     -- code by Clause, Section 8.2.10 
      registryEntry EQUAL "urn:path:myitem"  
 </AuditableEventFilter> 
</AuditableEventQuery> 

 
クライアント企業は多くのオブジェクトをレジストリに登録している。レジストリにより、

他の組織から申請されたイベントは、自社で登録した項目、たとえば、新規の分類および

新規の関係に影響を及ぼすことができる。次のクエリでは、他の当事者に呼び出され、責

任ある組織“myorg”により申請された項目に影響するすべての検査可能イベントの識別子
のセットが返される。 
 

<AuditableEventQuery> 
   <RegistryEntryQuery> 
      <SubmittingOrganizationBranch> 
         <OrganizationFilter> 
            id EQUAL "urn:somepath:myorg"    -- code by Clause, Section 

8.2.10 
         </OrganizationFilter> 
      </SubmittingOrganizationBranch>  
      <ResponsibleOrganizationBranch> 
         <OrganizationFilter> 
            id EQUAL "urn:somepath:myorg"    -- code by Clause, Section 

8.2.10 
         </OrganizationFilter> 
      </ResponsibleOrganizationBranch> 
   </RegistryEntryQuery> 
   <InvokedByBranch> 
      <OrganizationQuery> 
         <OrganizationFilter> 
            id -EQUAL "urn:somepath:myorg"    -- code by Clause, Section 

8.2.10 
         </OrganizationFilter> 
      </OrganizationQuery> 
   </InvokedByBranch> 
</AuditableEventQuery> 

 
8.2.4 ClassificationNodeQuery 
 
目的 
 
特定のレジストリメタデータに対するクエリの結果として、分類ノードインスタンスのセ

ットを識別する。 
 
ebRIMバインディング 
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定義 
 

<!ELEMENT ClassificationNodeQuery 
 ( ClassificationNodeFilter?, 
  PermitsClassificationBranch*, 
  HasParentNode?, 
  HasSubnode*               )> 
 

 <!ELEMENT PermitsClassificationBranch  
    (  ClassificationFilter?, 
   RegistryEntryQuery?       )> 

 
<!ELEMENT HasParentNode  
 ( ClassificationNodeFilter?, 

   HasParentNode?            )> 
 
<!ELEMENT HasSubnode  
 ( ClassificationNodeFilter?, 
  HasSubnode*               )>   

 
意味情報規則 
 
1. CNはレジストリ内のすべての永続的ClassificationNodeインスタンスのセットを示すもの
とする。次のステップにより、CN内にある、指定されたフィルタの条件を満たさないイン
スタンスが取り除かれる。 
 
a) ClassificationNodeFilterが指定されない場合、または CNが空である場合は、次に続ける。
そうでない場合、xが CNにおける分類ノードであるものとする。xが 8.2節.9で定義され
た ClassificationNodeFilterを満たさない場合、xを AEから削除する。 
 
b) ClassifiesRegistryEntry要素が指定されない場合、または CNが空である場合は、次に続け
る。そうでない場合、xが CNにおける残りの分類ノードであるものとする。xがどれかの
Classificationインスタンスの対象オブジェクトでない場合、xを CNから削除する。そうで
ない場合、各 PermitsClassificationBranchインスタンスを次のように別個に取り扱う。 
 
ClassificationFilterが PermitsClassificationBranch要素で指定されない場合、CLが xを対象オ



 40

ブジェクトとするすべての Classificationインスタンスのセットであるものとする。そうで
ない場合、CLが ClassificationFilterを満たし、xを対象オブジェクトとする Classificationイ
ンスタンスのセットであるものとする。CLが空である場合、xを CNから削除する。
RegistryEntryQueryが PermitsClassificationBranch要素で指定されない場合、RESが CLにお
けるいずれかの分類インスタンスのソースオブジェクトであるすべての RegistryEntryイン
スタンスのセットであるものとする。そうでない場合、REは 8.2.2節で定義される
RegistryEntryQueryの結果セットであるものとし、RESは RE内にあって CLにおけるいず
れかの分類のソースオブジェクトであるすべてのインスタンスのセットであるものとする。

RESが空である場合は、xを CNから削除する。 
 
c) HasParentNode要素が指定されない場合、または CNが空である場合は、次に続ける。そ
うでない場合、xが cnにおける残りの分類ノードであるものとし、次の段落を n=xとして
実行する。 
 
nは分類ノードインスタンスであるものとする。nに親ノードがない場合（すなわち、nが
ルートノードである場合）、xを CNから削除する。pは nの親ノードであるものとする。
ClassificationNodeFilter要素が HasParentNodeに直接含まれ、pが ClassificationNodeFilterを満
たさないときは、xを CNから削除する。 
 
別のHasParentNode要素がこのHasParentNodeノードに直接含まれる場合は、前の段落を n=p
で繰り返す。 
 
d) HasSubnode要素が指定されない場合、または CNが空である場合は、次に続ける。そう
でない場合、xが CNにおける残りの分類ノードであるものとする。xがどれかの
ClassificationNodeインスタンスの親ノードではないときは、xを CNから削除する。そうで
ない場合、それぞれの HasSubnode要素を別個に取り扱い、次の段落を n=xで実行する。 
 
nは分類ノードインスタンスであるものとする。ClassificationNodeFilterが HasSubnode要素
で指定されない場合は、CNCが nを親ノードとするすべての分類ノードのセットであるも
のとする。そうでない場合、CNCは ClassificationNodeFilterを満たし、nをその親ノードと
するすべての分類ノードのセットであるものとする。CNCが空である場合は、xを CNから
削除する。そうでない場合、yが CNCの要素であるものとし、次の段落を続ける。 
 
HasSubnode要素が終端である場合、すなわち、HasSubnode要素に別の HasSubnode要素が
直接含まれない場合は、次に続ける。そうでない場合、前の段落を新規の HasSubnode要素
と n=yで繰り返す。 
 
2. CNが空である場合は、classification node query result is empty（分類ノードクエリ結果は空
です）の警告を発行する。 
 
3. CNを ClassificationNodeQueryの結果として返す。 
 
例 
 
クライアントアプリケーションは、レジストリで定義された分類ノードのうち、ルートノ

ードであって名前に語句"product code"または語句"product type"が含まれるすべての分類ノ
ードを識別しようとする。注: 規約では、分類ノードに親がない（すなわち、ルートノード
である）場合、そのインスタンスの親属性は nullに設定され、0長文字列によって直定数と
して表現される。 
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<ClassificationNodeQuery> 
 <ClassificationNodeFilter> 
  (name CONTAINS “product code” OR    -- code by Clause, Section 8.2.10 
   name CONTAINS “product type”) AND 
   parent EQUAL ““ 
 </ClassificationNodeFilter> 
</ClassificationNodeQuery> 

 
クライアントアプリケーションは分類スキーム階層の第 3レベルにある分類ノードすべて
を識別しようとする。クライアントには、ルートノードの URN識別子が urn:ebxml:cs:myroot
であることがわかっている。次のクエリでは、第 2レベルの「myroot」にあるすべてのノー
ド（すなわち、第 3レベル全体）のノードがすべて識別される。 
 

<ClassificationNodeQuery> 
 <HasParentNode> 
  <HasParentNode>   

    <ClassificationNodeFilter> 
       id EQ “urn:ebxml:cs:myroot”  -- code by Clause, Section 8.2.10 
    </ClassificationNodeFilter> 
 </HasParentNode> 
</HasParentNode> 

</ClassificationNodeQuery>  
 
8.2.5 RegistryPackageQuery 
 
目的 
 
特定のレジストリメタデータに対するクエリの結果としてレジストリパッケージインスタ

ンスのセットを識別する。 
 
ebRIMバインディング 
 

 
 
 
定義 
 

<!ELEMENT RegistryPackageQuery  
  (   PackageFilter?, 
  HasMemberBranch*     )> 
 
<!ELEMENT HasMemberBranch 
  ( RegistryEntryQuery?   )> 

 
意味情報規則 
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1. RPはレジストリ内の永続的な Packagesインスタンスすべてのセットを表すものとする。
以下のステップにより、指定されたフィルタの条件を満たさない RP内のインスタンスが取
り除かれる。 
 
a) PackageFilterが指定されない場合、または RPが空である場合、次に続ける。そうでない
場合は、xが RP内のパッケージインスタンスであるものとする。xが 8.2.9節の定義に従っ
て PackageFilterを満たさない場合は、xを RPから削除する。 
 
b) HasMembeBranch要素が RegistryPackageQueryに直接含まれない場合、または RPが空で
ある場合は、次に続ける。そうでない場合は、xが RP内の残りのパッケージインスタンス
であるものとする。xが空のパッケージであるときは、xを RPから削除する。そうでない
ときは、次のように HasMembeBranchの各要素を別個に取り扱う。 
 
RegistryEntryQuery要素が PHasMembeBranch要素に直接含まれない場合、PMがパッケージ
xのメンバである RegistryEntryのすべてのインスタンスのセットであるものとする。そうで
ない場合は、REが 8.2.2節で定義されているように RegistryEntryQueryが返す RegistryEntry
インスタンスのセットであるものとし、PMはパッケージ xのメンバである REのサブセッ
トであるものとする。PMが空の場合、xを RPから削除する。 
 
2. RPが空である場合、registry package query result is empty（レジストリパッケージクエリ結
果は空）の警告を発行する。 
 
3. RPを RegistryPackageQueryの結果として返す。 
 
例 
 
クライアントアプリケーションは、レジストリ内の、外部オブジェクト Invoiceをパッケー
ジのメンバとして含むパッケージインスタンスをすべて識別しようとしている。 
 
 <RegistryPackageQuery> 
  <HasMemberBranch> 
   <RegistryEntryQuery> 
      <RegistryEntryFilter> 
         objectType EQ “Invoice”     -- code by Clause, Section 8.2.10 
      </RegistryEntryFilter> 
   </RegistryEntryQuery> 
  </HasMemberBranch> 
 </RegistryPackageQuery> 
 
クライアントアプリケーションは、レジストリ内の空でないパッケージインスタンスをす

べて識別しようとしている。 
 

<RegistryEntryQuery> 
 <HasMemberBranch/> 
</RegistryEntryQuery> 

 
クライアントアプリケーションは、レジストリ内の空のパッケージインスタンスをすべて

識別しようとしている。RegistryPackageQueryは否定を実行するように設定されていないた
め、クライアントは 2種類の RegistryPackageQuery要求を実行しなければならない。一つは
すべてのパッケージを検索するもの、もう一つは空でないパッケージをすべて検索したう

えで、その差のセットを作るものである。別の方法として、もっと複雑な RegistryEntryQuery
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を実行して、パッケージとそのメンバのパッケージング関係が存在しないことをチェック

できる。 
 
注: レジストリパッケージはそのメンバとの関係によって完全に決定される固有
RegistryEntryインスタンスである。したがって、RegistryPackageQueryは常に適切な「Source」
と「Target」の関係を使って同等の RegistryEntryQueryとして再指定できる。ただし、同等
の RegistryEntryQueryは記述が複雑になることが多い。 
 
8.2.6 OrganizationQuery 
 
目的 
 

特定のレジストリメタデータに対するクエリの結果として組織インスタンスのセットを識

別すること。 
 
ebRIMバインディング 
 

 
 
定義 
 

<!ELEMENT OrganizationQuery  
  (   OrganizationFilter?, 
  SubmitsRegistryEntry*, 
  HasParentOrganization?, 
  InvokesEventBranch*, 
  ContactFilter            )> 
 
<!ELEMENT SubmitsRegistryEntry ( RegistryEntryQuery? )> 
 
<!ELEMENT HasParentOrganization 
  ( OrganizationFilter?, 
  HasParentOrganization?   )>  

Organization 

Organization 

HasParent 

RegistryEntry 

Contact 

User 

Submits 

AuditableEvent 

InvokesEvent 

RegistryEntry 
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<!ELEMENT InvokesEventBranch 
  ( UserFilter?, 
  AuditableEventFilter?, 
  RegistryEntryQuery?      )> 

 
意味情報規則 
 
1. ORGはレジストリ内のすべての永続的 Organizationインスタンスのセットを表すものと
する。以下のステップにより、ORG内で指定されたフィルタの条件を満たさないインスタ
ンスが取り除かれる。 
 
a) OrganizationFilter要素が OrganizationQuery要素に直接含まれない場合、または ORGが空
である場合、次に続ける。そうでない場合、xが ORG内の組織インスタンスであるものと
する。xが 8.2.9節の定義に従って OrganizationFilterを満たさない場合は、xを RPから削除
する。 
 
b) SubmitsRegistryEntry要素が OrganizationQueryで指定されない場合、または ORGが空で
ある場合は、次に続ける。そうでない場合、各 SubmitsRegistryEntry要素を次のように別個
に取り扱う。 
 
RegistryEntryQueryが SubmitsRegistryEntry要素で指定されない場合は、RESが組織 xによっ
てレジストリに申請された RegistryEntryのすべてのインスタンスのセットであるものとす
る。そうでない場合、REが 8.2.2節で定義されている RegistryEntryQueryの結果であるもの
とし、RESが組織 xによりレジストリに申請された RE内のすべてのインスタンスのセット
であるものとする。RESが空であるときは、xを ORGから削除する。 
 
c) HasParentOrganization要素が OrganizationQueryで指定されない場合、または ORGが空で
ある場合、次に続ける。そうでない場合、次の段落を o=xで実行する。 
 
oは組織インスタンスとする。OrganizationFilterが HasParentOrganizationで指定されず、o
に親がない(すなわち、oが Organization階層のルート組織である)場合、xを ORGから削除
する。そうでない場合、pが oの親組織であるとする。pが OrganizationFilterを満たさない
ときは、xを ORGから削除する。 
 
別の HasParentOrganization要素がこの HasParentOrganization要素に直接含まれる場合は、前
の段落を o=pで繰り返す。 
 
d) InvokesEvent要素が OrganizationQueryで指定されない場合、または ORGが空である場合
は、次に続ける。そうでない場合、各 InvokesEventを次のように別個に取り扱う。 
 
UserFilterが指定されず、xがどれかのAuditableEventインスタンスの申請組織でない場合は、
xを ORGから削除する。AuditableEventFilterが指定されない場合、AEが xを申請組織とす
るすべての AuditableEventインスタンスのセットであるものとする。そうでない場合、AE
は AuditableEventFilterを満たし、xを申請組織とする AuditableEventインスタンスのセット
であるものとする。AEが空であるときは、xを ORGから削除する。RegistryEntryQueryが
InvokesEventBranch要素で指定されない場合は、RESが AE内のイベントと関係するすべて
の RegistryEntryインスタンスのセットであるものとする。そうでない場合、REは 8.2.2節
で指定される RegistryEntryQueryの結果セットであるものとし、RESは REのうち xにより
申請されたエントリのサブセットであるものとする。RESが空の場合は、xを ORGから削
除する。 
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e) ContactFilterがOrganizationQuery内で指定されない場合、またはORGが空である場合は、
次に続ける。そうでない場合、各 ContactFilterを次のように別個に取り扱う。 
 
CTが ContactFilterを満たし、組織 xの連絡先である Contactインスタンスのセットであるも
のとする。CTが空の場合、xを ORGから削除する。 
 
2. ORGが空である場合は、organization query result is empt（組織クエリ結果が空）の警告を
発行する。 
 
3. ORGを OrganizationQueryの結果として返す。 
 
4. 蓄積された警告や例外を OrganizationQueryに対する StatusResultとして返す。 
 
例 
 
クライアントアプリケーションがフランスに本拠を置き、外部オブジェクト PartyProfileを
今年申請した組織のセットを識別しようとしている。 
 
 <OrganizationQuery> 
  <OrganizationFilter> 
   country EQUAL “France”        -- code by Clause, Section 8.2.10 
  </OrganizationFilter> 
  <SubmitsRegistryEntry> 
   <RegistryEntryQuery> 
      <RegistryEntryFilter> 
         objectType EQUAL “CPP”  -- code by Clause, Section 8.2.10 
      </RegistryEntryFilter> 
      <HasAuditableEventBranch> 
         <AuditableEventFilter> 
            timestamp GE “2001-01-01”  -- code by Clause, Section 8.2.10 
         </AuditableEventFilter> 
      </HasAuditableEventBranch> 
   </RegistryEntryQuery> 
  </SubmitsRegistryEntry> 
 </OrganizationQuery> 
 
クライアントアプリケーションが XYZ, Corporationを親とするすべての組織のセットを識
別しようとしている。クライアントでは、XYZ, Corp.の URNが urn:ebxml:org:xyzであるこ
とがわかっているが、XYZの子会社が同じ書式の URLを用いている保証がないため、全体
に対するクエリが要求される。 
 

<OrganizationQuery> 
 <HasParentOrganization> 
  <OrganizationFilter> 
     id EQUAL “urn:ebxml:org:xyz”    -- code by Clause, Section 8.2.10 
  </OrganizationFilter> 
 </HasParentOrganization> 
</OrganizationQuery> 

 
8.2.7 ReturnRegistryEntry 
 
目的 
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RegistryEntryQueryによって識別されるレジストリエントリに関係する特定のレジストリメ
タデータを含む XML文書を作成する。注:最初は RegistryEntryQueryを単一のレジストリ項
目の URN識別子とすることができる。 
 
定義 
 

<!ELEMENT ReturnRegistryEntry 
  ( RegistryEntryQuery, 
  WithClassifications?, 
  WithSourceAssociations?,  
  WithTargetAssociations?, 
  WithAuditableEvents?, 
  WithExternalLinks? )> 
 
<!ELEMENT WithClassifications  ( ClassificationFilter? )>    
<!ELEMENT WithSourceAssociations  ( AssociationFilter? )> 
<!ELEMENT WithTargetAssociations  ( AssociationFilter? )> 
<!ELEMENT WithAuditableEvents  ( AuditableEventFilter? )> 
<!ELEMENT WithExternalLinks  ( ExternalLinkFilter? )> 
 
<!ELEMENT ReturnRegistryEntryResult     
 ( RegistryEntryMetadata*)>      
 
<!ELEMENT RegistryEntryMetadata 
  ( RegistryEntry, 
  Classification*, 
  SourceAssociations?, 
  TargetAssociations?, 
  AuditableEvent*, 
  ExternalLink*  )> 
 
<!ELEMENT SourceAssociations ( Association* )> 
<!ELEMENT TargetAssociations ( Association* )>  

 
 
意味情報規則 
 
1. ReturnRegistryEntryResultに含まれる RegistryEntry、Classification、Association、
AuditableEvent、および ExternalLinkの要素は 付録 Aで指定される ebXML Registry DTDで
定義される。 
 
2. RegistryEntryQueryを 8.2.2節で指定の意味情報規則に従って実行し、Rをレジストリエン
トリインスタンスに対する識別子の結果セットであるものとする。Sは返される警告および
エラーのセットであるものとする。Sにあるいずれかの要素がエラー条件である場合は、実
行を中止し、ReturnRegistryEntryResultと共に警告とエラーの同じセットを返す。 
 
3. Rのセットが空である場合は、サブ要素 RegistryEntryMetadataを ReturnRegistryEntryResult
で返さない。その代わりに、no resulting registry entry（レジストリエントリの結果なし）の
警告を発行する。この警告を RegistryEntryQueryによって返されるエラーリストに追加し、
この拡張エラーリストを ReturnRegistryEntryResultとともに返す。 
 
4. Rの要素が参照するレジストリエントリ Eそれぞれについて、Eの属性を使って付録 A
で定義されるように新規の RegistryEntry要素を作成する。次に、前記の定義に従ってその
RegistryEntry要素の親要素とする新規の RegistryEntryMetadata要素を作成する。 
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5. Withオプションが指定されない場合、作成される RegistryEntryMetadata要素には、サブ
要素 Classification、SourceAssociations、TargetAssociations、AuditableEvent、または ExternalData
が含まれない。RegistryEntryQueryからのエラーリストを含む RegistryEntryMetadata要素の
セットは ReturnRegistryEntryResultとして返される。 
 
6. WithClassificationsが指定される場合は、R内の Eそれぞれに対して次の処理を実行する。
ClassificationFilterが存在しない場合、Cは Eとリンクされるいずれかの分類インスタンスで
あるものとする。そうでない場合、Cは Eとリンクされ、ClassificationFilterを満たす分類イ
ンスタンスであるものとする（8.2節.9）。そのような Cそれぞれに対し、付録 Aの定義に
従って新規の Classification要素を作成する。これらの Classification要素をその親の
RegistryEntryMetadata要素に追加する。 
 
7. WithSourceAssociationsが指定される場合は、R内の Eそれぞれについて、次の処理を実
行する。AssociationFilterが存在しない場合は、Aが Eをソースオブジェクトとする関係イ
ンスタンスであるものとする。そうでない場合、Aが AssociationFilter（8.2.9節）を満たし、
Eをソースオブジェクトとする関係インスタンスであるものとする。そのような Aそれぞ
れに対して、付録 Aの定義に従って新規の Association要素を作成する。これらの Association
要素をWithSourceAssociationsのサブ要素として追加し、その要素をその親の
RegistryEntryMetadata要素に追加する。 
 
8. WithTargetAssociationsが指定される場合は、R内の Eそれぞれに対して、次の処理を実行
する。AssociationFilterが存在しない場合は、Aが Eを対象オブジェクトとする関係インス
タンスであるものとする。そうでない場合、Aが AssociationFilter（8.2.9節）を満たし、E
を対象オブジェクトとする関係インスタンスであるものとする。そのような Aそれぞれに
対して、付録 Aの定義に従って新規の Association要素を作成する。これらの Association要
素をWithTargetAssociationsのサブ要素として追加し、その要素をその親の
RegistryEntryMetadata要素に追加する。 
 
9. WithAuditableEventsが指定される場合は、R内の Eそれぞれに対して、次の処理を実行す
る。AuditableEventFilterが存在しない場合は、Aが Eとリンクされるいずれかの監査対象イ
ベントインスタンスであるものとする。そうでない場合、Aは Eとリンクされ、
AuditableEventFilter（8.2節.9）を満たすいずれかの監査対象イベントであるものとする。そ
のような Aそれぞれに対して、付録 Aの定義に従って新規の AuditableEvent要素を作成す
る。これらの AuditableEvent要素をその親の RegistryEntryMetadata要素に追加する。 
 
10. WithExternalLinksが指定されない場合、R内の Eそれぞれに対して、次の処理を実行す
る。ExternalLinkFilterが存在しない場合は、Lが Eとリンクされる外部リンクインスタンス
であるものとする。そうでない場合、Lは Eとリンクされ、ExternalLinkFilter（8.2節.9）を
満たす外部リンクインスタンスであるものとする。そのような Dそれぞれに対し、付録 A
で定義されるように新規の ExternalLink要素を作成する。これらの ExternalLink要素をその
親の RegistryEntryMetadata要素に追加する。 
 
11. 警告またはエラー条件が発生するときは、コードとメッセージを
RegistryEntryQueryResultとして生成された RegistryResponse要素に追加する。 
 
12. RegistryEntryMetadata要素のセットを ReturnRegistryEntryResultのコンテンツとして返す。 
 
例 
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XYZ Corporationの顧客は XYZが以前に登録した Purchase Order DTDを用いてきた。その
URN識別子は「urn:com:xyz:po:325」である。顧客は特にその DTDが廃止または置換され
る場合、その DTDの最新ステータスをチェックし、最新の分類をすべて取得したいと考え
る。次のクエリ要求により、既存の DTDに対するレジストリエントリをルートとして含み、
その分類のすべてを含み、その DTDに優先する、またはそれに取って代わった項目に対す
るレジストリエントリとの関係を含む XML文書が返される。 
 

<ReturnRegistryEntry> 
   <RegistryEntryQuery> 
      <RegistryEntryFilter> 
         id EQUAL "urn:com:xyz:po:325"  -- code by Clause, Section 

8.2.10 
      </RegistryEntryFilter>  
   </RegistryEntryQuery> 
   <WithClassifications/> 
   <WithSourceAssociations> 
      <AssociationFilter>  -- code by Clause, Section 

8.2.10 
         associationType EQUAL "SupercededBy" OR   
         associationType EQUAL "ReplacedBy"  
      </AssociationFilter> 
   </WithSourceAssociations> 
</ReturnRegistryEntry> 

 
レジストリのクライアントは数年前に XML DTDを登録したが、現在その DTDを改訂版に
置き換えることを検討している。既存の DTDに対する識別子は「urn:xyz:dtd:po97」である。
改訂版は既存の DTDとは完全に上位互換となっていない。クライアントは互換性のない変
更の影響を評価できるようにするため、既存の DTDを使用する登録済みの項目すべての一
覧が欲しいと考える。次のクエリにより、特定の DTDを使用するか、それを含む、あるい
はそれを拡張する登録済みの項目を表すすべてのRegistryEntry要素の一覧であるXML文書
が返される。また、本書は一覧にある各 RegistryEntry要素を識別された関係に対する要素
とリンクする。 
 
<ReturnRegistryEntry> 
  <RegistryEntryQuery> 
   <SourceAssociationBranch> 
      <AssociationFilter>    -- code by Clause, Section 8.2.10 
         associationType EQUAL "Contains" OR 
         associationType EQUAL "Uses" OR 
         associationType EQUAL "Extends"  
      </AssociationFilter> 
      <RegistryEntryFilter>   -- code by Clause, Section 8.2.10 
         id EQUAL "urn:xyz:dtd:po97" 
      </RegistryEntryFilter> 
   </SourceAssociationBranch> 
  </RegistryEntryQuery> 
  <WithSourceAssociations> 
   <AssociationFilter>    -- code by Clause, Section 8.2.10 
      associationType EQUAL "Contains" OR 
      associationType EQUAL "Uses" OR 
      associationType EQUAL "Extends" 
   </AssociationFilter> 
  </WithSourceAssociations> 
 </ReturnRegistryEntry> 
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ユーザはレジストリをブラウズしていて、ユーザの問題を解決するはずのコア構成要素の

パッケージを記述するレジストリエントリを発見した。パッケージの URN識別子は
"urn:com:cc:pkg:ccstuff"である。そのため、ユーザはパッケージに何が入っているか知りた
いと考える。次のクエリにより、パッケージの各メンバに対するレジストリエントリをメ

ンバの Usesおよび HasMemberBranchの関係とともに含む XML文書を返す。 
 
 <ReturnRegistryEntry> 
  <RegistryEntryQuery> 
   <TargetAssociationBranch> 
      <AssociationFilter> -- code by Clause, Section 8.2.10 
          associationType EQUAL "HasMember"  
      </AssociationFilter> 
      <RegistryEntryFilter> -- code by Clause, Section 8.2.10 
         id EQUAL " urn:com:cc:pkg:ccstuff " 
      </RegistryEntryFilter> 
   </TargetAssociationBranch> 
  </RegistryEntryQuery> 
  <WithSourceAssociations> 
   <AssociationFilter>  -- code by Clause, Section 8.2.10 
      associationType EQUAL "HasMember" OR 
      associationType EQUAL "Uses"  
   </AssociationFilter> 
  </WithSourceAssociations> 
 </ReturnRegistryEntry> 
 
8.2.8 ReturnRepositoryItem 
 
目的 
 
所要のオブジェクトを保持するレジストリ/リポジトリに RegistryEntryQueryを申請するこ
とにより、1つまたは複数のリポジトリ項目、およびいくつかの関係メタデータを含む XML
文書を作成する。注:最初は、RegistryEntryQueryは単一のレジストリエントリに対する URN
識別子とすることができる。 
 
定義 
 

<!ELEMENT ReturnRepositoryItem  
( RegistryEntryQuery,  
 RecursiveAssociationOption?,  
 WithDescription?              )> 
 
<!ELEMENT RecursiveAssociationOption ( AssociationType+ )> 
<!ATTLIST RecursiveAssociationOption 
  depthLimit   CDATA   #IMPLIED   > 
 
<!ELEMENT AssociationType EMPTY > 
<!ATTLIST AssociationType 
  role   CDATA   #REQUIRED  > 
 
<!ELEMENT WithDescription EMPTY > 
 
<!ELEMENT ReturnRepositoryItemResult   
 ( RepositoryItem*)>     
 
<!ELEMENT RepositoryItem  
 (   ClassificationScheme 
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  | RegistryPackage 
  | ExtrinsicObject 
  | WithdrawnObject 
  | ExternalLinkItem      )>  
<!ATTLIST RepositoryItem 
 identifier      CDATA   #REQUIRED 
 name            CDATA   #REQUIRED 
 contentURI      CDATA   #REQUIRED 
 objectType      CDATA   #REQUIRED 
 status          CDATA   #REQUIRED 
 stability       CDATA   #REQUIRED 
 description     CDATA   #IMPLIED   > 
 
<!ELEMENT ExtrinsicObject  (#PCDATA) > 
<!ATTLIST ExtrinsicObject 
 byteEncoding    CDATA    "Base64"  > 
 
<!ELEMENT WithdrawnObject EMPTY > 
 
<!ELEMENT ExternalLinkItem EMPTY > 

 
意味情報規則 
 
1. RecursiveOption要素が存在しない場合は、Limit=0に設定する。RecursiveOption要素が存
在する場合、その depthLimit属性を整数の直定数と解釈する。depthLimit属性が存在しない
場合は、Limit=-1に設定する。0の Limitは再帰が発生しないことを意味する。-1の Limit
は再帰が無限に発生することを意味する。depthLimit値が存在しても、それが正の整数であ
ると解釈できないときは、実行を中止し、例外 invalid depth ,ilit(無効な深さ限度)を発行する。
そうでない場合、Limit=Nに設定する。ここで、Nはその正の整数である。限度 Nは、プロ
セスがその限度よりも前に終了する場合を除き、ちょうど N回の再帰ステップが実行され
ることを意味する。 
 
2. Depth=0に設定する。Resultは ReturnRepositoryItemResultの一部として返される
RepositoryItem要素のセットを表すものとする。最初は Resultが空である。意味情報規則 4
から 10までが Resultの内容を決定する。 
 
3. WithDescription要素が存在するときは、WSD="yes"に設定する。そうでない場合、
WSD="no"に設定する。 
 
4. 8.2.2節の指定に従って RegistryEntryQueryを実行し、Rはレジストリエントリインスタン
スに対する識別子の結果セットであるものとする。Sは返される警告およびエラーのセット
であるものとする。Sにおける要素がエラー条件である場合は実行を中止し、同じ警告およ
びエラーのセットを ReturnRepositoryItemResultと共に返す。 
 
5. xをRから求められるレジストリ参照のセットとして意味情報規則 6および 7を実行する。
これらの規則を実行したあとで、Depthが Limitと等しければ、Resultの内容を RepositoryItem
要素のセットとして ReturnRepositoryItemResult要素に返す。そうでない場合、意味情報規
則 8を続ける。 
 
6. Xが RegistryEntryインスタンスのセットであるものとする。X内のレジストリエントリ E
それぞれに対し、次の処理を実行する。 
 
a) E.contentURLがこのレジストリ/リポジトリ内のリポジトリ項目を参照する場合は、意味
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情報規則 7の指定に従って求められたその属性値を使って新規のRepositoryItem要素を作成
する。 
 

1) E.objectType="ClassificationScheme"のときは、参照される ClassificationScheme DTD
をこの RepositoryItemのサブ要素として表す。[注: DTD仕様が必要!] 
 
2) E.objectType="RegistryPackage"のときは、参照される RegistryPackage DTDをこの
RepositoryItemのサブ要素として表す。[注: DTD仕様が必要!] 
 
3) そうでない場合、すなわち、Eが参照するオブジェクトに不明な内部構造がある場
合、リポジトリ項目のコンテンツをこの RepositoryItemの新規の ExtrinsicObjectサブ
要素の#PCDATAとして表す。 

 
b) E.objectURLが他のレジストリ/リポジトリにある登録済みオブジェクトを参照するとき
は、意味情報規則 7で指定されるように、求められるその属性の値を使って新規の
RepositoryItem要素を作成し、新規の ExternalLink要素をこの RepositoryItemのサブ要素とし
て作成する。 
 
c) E.objectURLが無効である場合、すなわち、E.objectURLが参照するオブジェクトが取り
消されている場合、意味情報規則 7で指定されるように、求められるその属性の値を使っ
て新規の RepositoryItem要素を作成し、新規のWithdrawnObject要素をこの RepositoryItem
のサブ要素として作成する。 
 
7. Eはレジストリエントリとし、ROは意味情報規則 6で作成された RepositoryItem要素で
あるものとする。ROの属性を Eの該当する属性から求められる値に設定する。WSD="yes"
のときは、記述属性の値を含める。そうでない場合、それを含めない。この新規の

RepositoryItemyouso要素を Result セットに挿入する。 
 
8. Rは意味情報規則 3で定義される通りであるとする。Yを Rによって参照される
RegistryEntryインスタンスのセットとして意味情報規則 9を実行する。次に意味情報規則
10を続行する。 
 
9. YはRegistryEntryインスタンスへの参照のセットであるとする。NextLevelはRegistryEntry
インスタンスの空のセットであるものとする。Yにおけるレジストリエントリ Eそれぞれ
に対して、また RecursiveAssociationOptionの AssociationType Aそれぞれに対して、次の処
理を実行する。 
 
a) Zは Eをソースオブジェクト、E'を対象オブジェクト、そして Aを AssociationTypeとす
る関係インスタンスにより Eとリンクされる対象項目 E'のセットであるものとする。 
 
b) Zの要素を NextLevelに追加する。 
 
10. Xは NextLevelにあるものの、まだ結果セットで表現されない新規レジストリエントリ
のセットであるものとする。 
 
事例: 
 
a) Xが空のときは、Resultの内容を RepositoryItem要素のセットとして
ReturnRepositoryItemResult要素に返す。 
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b) Xが空のときは、xを入力セットとして意味情報規則 6および 7を実行する。終了したら、
Xの要素を Yに追加し、Depth=Depth+1に設定する。ここで Depthが Limitと等しい場合、
Resultの内容を RepositoryItem要素のセットとして ReturnRepositoryItemResult要素に返す。
そうでない場合、レジストリエントリの新規セット Yを使って意味情報規則 9および 10を
繰り返す。 
 
11. 上記の処理の実行時に例外、警告、またはその他のステータス条件が発生する場合は、
RegistryResultの該当する RegistryError要素を意味情報規則 5または意味情報規則 10で作成
された ReturnRepositoryItemResult要素と関連して返す。 
 
例 
 
レジストリクライアントがコア構成要素項目に対するレジストリエントリを発見した。そ

の項目の URN識別子は「urn:ebxml:cc:goodthing」である。しかし、「goodthing」は他の登録
済み項目を多数使用する複合項目である。クライアントは「goodthing」の完全な実装に必
要な全項目のコレクションを望む。次のクエリにより、必要な項目すべてのコレクション

である XML文書が返される。 
 
 <ReturnRepositoryItem> 
  <RegistryEntryQuery> 
   <RegistryEntryFilter>  -- code by Clause, Section 8.2.10 
      id EQUAL "urn:ebxml:cc:goodthing"  
   </RegistryEntryFilter> 
  </RegistryEntryQuery> 
  <RecursiveAssociationOption> 
   <AssociationType  role="Uses"  /> 
   <AssociationType  role="ValidatesTo"  /> 
  </RecursiveAssociationOption> 
 </ReturnRepositoryItem> 
 
レジストリクライアントが特定のビジネスプロセスを実装するコア構成要素ルーチン

（「urn:ebxml:cc:rtn:nice87」）への参照を発見した。クライアントでは、すべてのルーチンに
その定義元である UML仕様との必要な関係があることがわかっている、以下のクエリによ
り、ルーチンとその UML仕様が単一の XML文書内の 2つの項目のコレクションとして返
される。 
 
 <ReturnRepositoryItem> 
  <RegistryEntryQuery> 
   <RegistryEntryFilter>  -- code by Clause, Section 8.2.10 
      id EQUAL "urn:ebxml:cc:rtn:nice87"  
   </RegistryEntryFilter> 
  </RegistryEntryQuery>    
  <RecursiveAssociationOption   depthLimit="1" > 
   <AssociationType  role="ValidatesTo"  /> 
  </RecursiveAssociationOption> 
 </ReturnRepositoryItem> 
 
あるユーザは北米産業分類システム(NAICS)の 1997年版が URN識別子
「urn:nist:cs:naics-1997」でレジストリに格納されているという話を聞いた。次のクエリによ
り、1810のノードをすべて含む完全な分類スキームが分類スキーム DTDに適合する XML
文書として検索される。 
 
 <ReturnRepositoryItem> 
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  <RegistryEntryQuery> 
   <RegistryEntryFilter>  -- code by Clause, Section 8.2.10 
      id EQUAL "urn:nist:cs:naics-1997"  
   </RegistryEntryFilter> 
  </RegistryEntryQuery> 
 </ReturnRepositoryItem> 
 
注: ReturnRepositoryItemResultには、以下の URLにより決定されるコンテンツの
ClassificationScheme文書で構成される単一の RepositoryItemが含まれる。 
ftp://xsun.sdct.itl.nist.gov/regrep/scheme/naics.txt 
 
8.2.9 レジストリ・フィルタ 
 
目的 
 
特定のレジストリクラスのすべての永続的インスタンスのセットのサブセットを識別する。 
 
定義 
 

<!ELEMENT ObjectFilter ( Clause )> 
 
<!ELEMENT RegistryEntryFilter ( Clause )> 
 
<!ELEMENT IntrinsicObjectFilter ( Clause )> 
 
<!ELEMENT ExtrinsicObjectFilter ( Clause )>  
 
<!ELEMENT PackageFilter ( Clause )>  
 
<!ELEMENT OrganizationFilter ( Clause )>  
 
<!ELEMENT ContactFilter ( Clause )> 
 
<!ELEMENT ClassificationNodeFilter ( Clause )>  
 
<!ELEMENT AssociationFilter ( Clause )>  
 
<!ELEMENT ClassificationFilter ( Clause )>  
 
<!ELEMENT ExternalLinkFilter ( Clause )>  
 
<!ELEMENT ExternalIdentifierFilter ( Clause )> 
 
<!ELEMENT SlotFilter ( Clause )> 
 
<!ELEMENT AuditableEventFilter ( Clause )>  
 
<!ELEMENT UserFilter ( Clause )> 

 
意味情報規則 
 
1. Clause要素は 8.2.10節の Clauseで定義される。 
 
2. ObjectFilter XML要素ごとに、これを含む SimpleClauseの leftArgument属性は[ebRIM]で定
義される RegistryObject UMLクラスの public属性を識別するものとする。これに該当しな
い場合、例外 object attribute error(オブジェクト属性エラー)を発行する。ObjectFilterは属性
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値が Clauseの述語に対して真である RegistryObjectインスタンスの識別子のセットを返す。 
 
3. RegistryEntryFilter XML要素ごとに、これを含む SimpleClauseの leftArgument属性は
[ebRIM]で定義される RegistryEntry UMLクラスの public属性を識別するものとする。 
 
これに該当しない場合、例外 registry entry attribute error（レジストリエントリ属性エラー）
を発行する。RegistryEntryFilterは、属性値が Clauseの述語に対して真となる RegistryEntry
インスタンスの識別子のセットを返す。 
 
4. IntrinsicObjectFilter XML要素ごとに、これを含む SimpleClauseの leftArgument属性は
[ebRIM]で定義される IntrinsicObject UMLクラスの public属性を識別するものとする。これ
に該当しない場合、例外 intrinsic object attribute error（内部オブジェクト属性エラー）を発
行する。IntrinsicObjectFilterは、属性値が Clauseの述語に対して真となる IntrinsicObjectイ
ンスタンスの識別子のセットを返す。 
 
5. ExtrinsicObjectFilter XML要素ごとに、これを含む SimpleClauseの leftArgument属性は
[ebRIM]で定義される ExtrinsicObject UMLクラスの public属性を識別するものとする。これ
に該当しない場合、例外 extrinsic object attribute error（外部オブジェクト属性エラー）を発
行する。ExtrinsicObjectFilterは、属性値が Clauseの述語に対して真となる ExtrinsicObjectイ
ンスタンスの識別子のセットを返す。 
 
6. PackageFilter XML要素ごとに、これを含む SimpleClauseの leftArgument属性は[ebRIM]で
定義される Package UMLクラスの public属性を識別するものとする。これに該当しない場
合、例外 package attribute error（パッケージ属性エラー）を発行する。PackageFilterは属性
値が Clauseの述語に対して真となる Packageインスタンスの識別子のセットを返す。 
 
7. OrganizationFilter XML要素ごとに、これを含むSimpleClauseの leftArgument属性は[ebRIM]
で定義される Organizationまたは PostalAddress UMLクラスの public属性を識別するものと
する。これに該当しない場合、例外 organization attribute error（組織属性エラー）を発行す
る。OrganizationFilterは、属性値が Clauseの述語に対して真となる Organizationインスタン
スの識別子のセットを返す。 
 
8. ContactFilter XML要素ごとに、これを含む SimpleClauseの leftArgument属性は[ebRIM]で
定義される Contactまたは PostalAddress UMLクラスの public属性を識別するものとする。
これに該当しない場合、例外 contact attribute error（連絡先属性エラー）を発行する。
ContactFilterは、属性値が Clauseの述語に対して真となる Contactインスタンスの識別子の
セットを返す。 
 
9. ClassificationNodeFilter XML要素ごとに、これを含む SimpleClauseの leftArgument属性は
[ebRIM]で定義される ClassificationNode UMLクラスの public属性を識別するものとする。
これに該当しない場合、例外 classification node attribute error（分類ノード属性エラー）を発
行する。ClassificationNodeFilterは、属性値が Clauseの述語に対して真となる
ClassificationNodeインスタンスの識別子のセットを返す。 
 
10. AssociationFilter XML要素ごとに、これを含むSimpleClauseの leftArgument属性は[ebRIM]
で定義される Association UMLクラスの public属性を識別するものとする。これに該当しな
い場合、例外 association attribute error（関係属性エラー）を発行する。AssociationFilterは、
属性値がClauseの述語に対して真となるAssociationインスタンスの識別子のセットを返す。 
 
11. ClassificationFilter XML要素ごとに、これを含む SimpleClauseの leftArgument属性は
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[ebRIM]で定義される Classification UMLクラスの public属性を識別するものとする。これに
該当しない場合、例外 classification attribute error（分類属性エラー）を発行する。
ClassificationFilterは、属性値が Clauseの述語に対して真となる Classificationインスタンス
の識別子のセットを返す。 
 
12. ExternalLinkFilter XML要素ごとに、これを含む SimpleClauseの leftArgument属性は
[ebRIM]で定義される ExternalLink UMLクラスの public属性を識別するものとする。これに
該当しない場合、例外 external link attribute error（外部リンク属性エラー）を発行する。
ExternalLinkFilterは、属性値が Clauseの述語に対して真となる ExternalLinkインスタンスの
識別子のセットを返す。 
 
13. ExternalIdentifierFilter XML要素ごとに、これを含むSimpleClauseの leftArgument属性は、
[ebRIM]で定義された ExternalIdentifier UMLクラスの public属性を識別するものとする。こ
れに該当しない場合、例外 external identifier attribute error（外部識別子属性エラー）を発行
する。ExternalIdentifierFilterは、属性値が Clauseの述語に対して真となる ExternalIdentifier
インスタンスの識別子のセットを返す。 
 
14. SlotFilter XML要素ごとに、これを含む SimpleClauseの leftArgument属性は、[ebRIM]で
定義された Slot UMLクラスの public属性を識別するものとする。これに該当しない場合、
例外 slot attribute  error（スロット属性エラー）を発行する。SlotFilterは、属性値が Clause
の述語に対して真となる Slotインスタンスの識別子のセットを返す。 
 
15. AuditableEventFilter XML要素ごとに、これを含む SimpleClauseの leftArgument属性は
[ebRIM]で定義される AuditableEvent UMLクラスの public属性を識別するものとする。これ
に該当しない場合、例外 auditable event attribute error（監査対象イベント属性エラー）を発
行する。AuditableEventFilterは、属性値が Clauseの述語に対して真となる AuditableEventイ
ンスタンスの識別子のセットを返す。 
 
16. UserFilter XML要素ごとに、これを含む SimpleClauseの leftArgument属性は[ebRIM]で定
義される User UMLクラスの public属性を識別するものとする。これに該当しない場合、例
外 auditable identity attribute error（監査対象 ID属性エラー）を発行する。UserFilterは、属性
値が Clauseの述語に対して真となる Userインスタンスの識別子のセットを返す。 
 
例 
 
以下は、その objectType属性が「CPP」であり、かつそのステータス属性が「Approved」で
ある RegistryEntryのインスタンスのセットを返すための RegistryEntryFilterの Clause拡張と
結合された RegistryEntryQueryの完全な例である。 
 
  <RegistryEntryQuery> 
     <RegistryEntryFilter> 
         <Clause> 
            <CompoundClause   connectivePredicate="And" > 
               <Clause> 
                  <SimpleClause  leftArgument="objectType" > 
             <StringClause  stringPredicate="equal" >CPP</StringClause> 
                  </SimpleClause> 
               </Clause> 
               <Clause> 
                  <SimpleClause  leftArgument="status" > 
             <StringClause  stringPredicate="equal" 

>Approved</StringClause> 
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                  </SimpleClause> 
               </Clause> 
            </CompoundClause> 
         </Clause> 
     </RegistryEntryFilter> 
  </RegistryEntryQuery> 
 
8.2.10 XML Clauseの制約の表現 
 
目的 
 
単純な XML FilterQueryは述語節に基づく正式な XML構造を利用する。述語節は制約機構
を正式に定義するために利用され、本仕様書では単に Clausesと言う。 
 
UMLの概念図 
 
Clauseの基本構造を概説する概念図は以下の通りである。これは図式化のために UMLで表
現されている。 
 

 
 

図 20: Clauseの基本構造 
 
意味情報規則 
 
述語と引数は「LeftArgument - 述語 – RightArgument」の書式に結合され、Ckauseを形成す
る。Clausesには SimpleClausesと CompoundClausesの次の 2種類がある。 
 
SimpleClauses 
 
SimpleClauseは常に leftArgumentをテキスト文字列として定義する。この文字列は文節の主
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語と呼ばれることもある。SimpleClause自体は不完全（抽象的）なものであり、拡張しなけ
ればならない。SimpleClauseは BooleanClause、StringClause、および RationalClause (abstract)
をサポートするために拡張される。 
 
BooleanClauseは暗黙に右引数をブールとして述語を「equal to」として定義する。StringClause
は、述語を該当する文字列と比較演算の列挙属性として、右引数を要素のテキストデータ

として定義する。有理数のサポートは該当する有理数比較演算の列挙を提供する共通の

RationalClauseによって提供され、RationalClauseはさらにそれぞれ右引数に適切な署名のあ
る IntClauseと FloatClauseに拡張される。 
 
CompoundClauses 
 
CompoundClauseには、2つ以上の Clauses（Simpleまたは Compound）および連結述語が含
まれる。これにより任意の複雑な Clausesを構成できる。 
 
定義 
 

<!ELEMENT Clause ( SimpleClause | CompoundClause )> 
 
<!ELEMENT SimpleClause  
 ( BooleanClause | RationalClause | StringClause )> 
<!ATTLIST SimpleClause  
   leftArgument  CDATA #REQUIRED > 
 
<!ELEMENT CompoundClause ( Clause, Clause+ )> 
<!ATTLIST CompoundClause  
   connectivePredicate ( And | Or ) #REQUIRED> 
 
<!ELEMENT BooleanClause EMPTY > 
<!ATTLIST BooleanClause  
   booleanPredicate ( True | False ) #REQUIRED> 
 
<!ELEMENT RationalClause ( IntClause | FloatClause )> 
<!ATTLIST RationalClause  
   logicalPredicate ( LE | LT | GE | GT | EQ | NE ) #REQUIRED > 
 
<!ELEMENT IntClause ( #PCDATA ) 
<!ATTLIST IntClause  
   e-dtype NMTOKEN #FIXED 'int' > 
 
<!ELEMENT FloatClause ( #PCDATA )> 
<!ATTLIST FloatClause  
   e-dtype NMTOKEN #FIXED 'float' > 
 
<!ELEMENT StringClause ( #PCDATA )> 
<!ATTLIST StringClause  
   stringPredicate  
     ( contains | -contains |  
         startswith | -startswith |  
         equal | -equal 
         endswith | -endswith ) #REQUIRED > 

 
例 
 
Simple BooleanClause:"Smoker"=True 
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<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<!DOCTYPE Clause SYSTEM "Clause.dtd" > 
<Clause> 
  <SimpleClause leftArgument="Smoker"> 
    <BooleanClause booleanPredicate="True"/> 
  </SimpleClause> 
</Clause> 

 
Simple StringClause:"Smoker" contains "mo" 
 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<!DOCTYPE Clause SYSTEM "Clause.dtd" > 
<Clause> 
  <SimpleClause leftArgument="Smoker"> 
    <StringClause stringcomparepredicate="contains"> 
      mo 
    </StringClause> 
  </SimpleClause> 
</Clause> 

 
Simple IntClause: "Age" >= 7 
 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<!DOCTYPE Clause SYSTEM "Clause.dtd" > 
<Clause> 
  <SimpleClause leftArgument="Age"> 
    <RationalClause logicalPredicate="GE"> 
      <IntClause e-dtype="int">7</IntClause> 
    </RationalClause> 
  </SimpleClause> 
</Clause> 
 

 
Simple FloatClause: "Size" = 4.3 
 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<!DOCTYPE Clause SYSTEM "Clause.dtd" > 
<Clause> 
  <SimpleClause leftArgument="Size"> 
    <RationalClause logicalPredicate="E"> 
      <FloatClause e-dtype="float">4.3</FloatClause> 
    </RationalClause> 
  </SimpleClause> 
</Clause> 

 
2つの SimpleClauseを持つ CompoundClause(("Smoker" = False)AND("Age" =< 45)) 
 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<!DOCTYPE Clause SYSTEM "Clause.dtd" > 
<Clause> 
  <CompoundClause connectivePredicate="And"> 
    <Clause> 
      <SimpleClause leftArgument="Smoker"> 
        <BooleanClause booleanPredicate="False"/> 
      </SimpleClause> 
    </Clause> 
    <Clause> 
      <SimpleClause leftArgument="Age"> 
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        <RationalClause logicalPredicate="EL"> 
          <IntClause e-dtype="int">45</IntClause> 
        </RationalClause> 
      </SimpleClause> 
    </Clause> 
  </CompoundClause> 
</Clause> 

 
1つの SimpleClauseと 1つの CoumpoundClauseを持つ CompoundClause 
( ("Smoker" = False)And(("Age" =< 45)Or("American"=True)) ) 
 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<!DOCTYPE Clause SYSTEM "Clause.dtd" > 
<Clause> 
  <CompoundClause connectivePredicate="And"> 
    <Clause> 
      <SimpleClause leftArgument="Smoker"> 
        <BooleanClause booleanPredicate="False"/> 
      </SimpleClause> 
    </Clause> 
    <Clause> 
      <CompoundClause connectivePredicate="Or"> 
        <Clause> 
          <SimpleClause leftArgument="Age"> 
            <RationalClause logicalPredicate="EL"> 
              <IntClause e-dtype="int">45</IntClause> 
            </RationalClause> 
          </SimpleClause> 
        </Clause> 
        <Clause> 
          <SimpleClause leftArgument="American"> 
            <BooleanClause booleanPredicate="True"/> 
          </SimpleClause> 
        </Clause> 
      </CompoundClause> 
    </Clause> 
  </CompoundClause> 
</Clause> 

 
8.3 SQLクエリのサポート 
 
レジストリは、より複雑なクエリ機能を要求するレジストリクライアントのために設計さ

れた SQLベースのクエリ機能をオプションでサポートできる。AdhocQueryRequest内のオ
プションの SQLQuery要素により、クライアントは宣言型クエリ言語を使って複雑な SQL
クエリを申請できる。 
 
レジストリのSQLQueryで使用する構文は、ISO/IEC 9075:1992, Database Language SQL [SQL]
によって定義され、ISO/IEC 9075-4 [SQL-PSM]で指定される<sql invoked routines>（stored 
proceduresとも言う）、および付録 C.3でテンプレート書式で定義される事前定義済みのル
ーチンを加えて拡張された Entryレベルの"SELECT"文の適切なサブセットの様式化された
使用によって定義される。レジストリクエリ言語の正確な構文については、C.1の BNF文
法によって定義される。 
 
SQLQueryのための SQL構文のサブセットを使用することは、レジストリの実装にリレー
ショナルデータベースを使用する要件を意味するものではないことに注意が必要である。 
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8.3.1 SQLクエリ構文の[ebRIM]とのバインディング 
 
SQLクエリは、付録 C.1のクエリ構文と、付録 C.3で定義される固定関係スキーマに基づい
て定義される。関係スキーマは以下の節で説明する[RIM]へのアルゴリズムバインディング
である。 
 
8.3.1.1 インタフェースとクラスのバインディング 
 
[ebRIM]で定義されるインタフェースとクラス名のサブセットは、SQLクエリによって照会
できるテーブル名にマッピングされる。付録 C.3は SQLクエリによって照会できる RIMイ
ンタフェースおよびクラスの名前を定義する。 
 
付録 C.3のテーブル定義に対する[ebRIM]クラスのバインディングを定義するために使用さ
れるアルゴリズムは以下の通りである。 
 
・具体的なインスタンスのあるクラスとインタフェースのみが関係テーブルにマッピング

される。これにより、SQLテーブルにマッピングされないRegistryObjectおよび IntrinsicObject
など、継承階層に中間インタフェースが作られる。この規則の例外は次に定義される

RegistryEntryである。 
 
・SQLクエリをRegistryEntryインスタンスに対して実行できるようにするため、RegistryEntry
と呼ばれる特別なビューが定義される。これは[ebRIM]で定義されているもののうち、具体
的なインスタンスがないが SQLクエリによって照会可能な唯一のインタフェースである。 
 
・関係テーブルの名前は該当する[ebRIM]のクラスまたはインタフェースの名前と同じであ
る。ただし、名前のバインディングは大文字と小文字を区別しない。 
 
・付録 C.3のテーブルにマッピングする[ebRIM]のクラスまたはインタフェースには、それ
ぞれ付録 C.3のカラム定義が含まれる。この場合、カラム定義は[ebRIM]内のそのクラスま
たはインタフェースに対して定義された属性のサブセットに基づく。カラムにマッピング

する属性には、[ebRIM]クラスまたはインタフェースの継承属性が含まれる。付録 C.3のコ
メントは、どの先祖クラスまたはインタフェースがどのカラム定義のもとになっているの

かを示す。 
 
付録 C.3で定義されていない SQLQueryは、エラー条件 InvalidQueryExceptionを発生させる
ことができる。 
 
SQLカラム定義に対する[ebRIM]のマッピング属性のアルゴリズムは、以下の節で説明する。 
 
8.3.1.2 属性バインディングへのアクセス方法 
 
[ebRIM]インタフェースメソッドのほとんどは、属性に直接マッピングする単純な getメソ
ッドである。たとえば、RegistryObjectに対する getNameメソッドは String型の名前属性に
マッピングする。[ebRIM]による getメソッドはそれぞれ、それが[ebRIM]におけるインタフ
ェース定義でマッピングする正確な属性名を定義する。 
 
8.3.1.3 基本属性バインディング 
 
[ebRIM]によって定義される基本型（たとえば、String）の属性は、SQLではカラム名と同
じように使用できる。この場合も、正確な属性名は[ebRIM]のインタフェース定義で定義さ
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れる。名前は大文字と小文字が混在するが、SQL-92は大文字と小文字を区別しないことに
注意が必要である。したがって、クエリに[ebRIM]で定義される大文字/小文字の別と完全に
は一致しない属性名が含まれていても有効である。 
 
8.3.1.4 参照属性バインディング 
 
[ebRIM]インタフェースメソッドのいくつかは[ebRIM]によって定義されるインタフェース
またはクラスのインスタンスへの参照を返す。たとえば、RegistryObjectクラスの
getAccessControlPolicyメソッドはAccessControlPolicyオブジェクトのインスタンスへの参照
を返す。 
 
そのような場合、参照は参照されるオブジェクトの id属性にマッピングする。作成される
カラムの名前は 8.3.1.3節で定義した[ebRIM]内の属性名と同じである。カラムのデータ型は
付録 C.3で定義されるように UUIDである。 
 
参照属性が null参照を保持する場合、その参照属性はSQLバインディングで null値を返す。
これは[SQL]によって定義されるように<null specification>を使って検査できる。 
 
参照属性バインディングは基本属性マッピングの特別なケースである。 
 
8.3.1.5 複合属性バインディング 
 
[ebRIM]インタフェースのいくつかは基本型でない属性を定義する。逆に、これらの[ebRIM]
インタフェースは[RIM]におけるエンティティクラスによって定義される複合型のもので
ある。その例には、インタフェース Organizationおよびクラス Contactにおける型
TelephoneNumber、Contact、PersonNameなどの属性が含まれる。 
 
SQLクエリスキーマは、親テーブル内の多重基本属性などの複合属性をアルゴリズム的に
マッピングする。マッピングは親テーブル内のエンティティクラス属性を平坦化する。平

坦化された属性の属性名は参照チェーン内の属性名の連結から成る。たとえば、Organization
には Contact型の連絡先属性がある。Contactには型 PostalAddressの住所属性がある。
PostalAddressには cityという名前の String属性がある。この city属性は contact_address_city
と命名される。 
 
8.3.1.6 コレクション属性バインディング 
 
[ebRIM]インタフェースメソッドのいくつかは、[ebRIM]によって定義されるインタフェー
スまたはクラスのインスタンスに対する参照のコレクションを返す。たとえば、

ManagedObjectクラスの getPackagesメソッドは、オブジェクトがメンバとして含まれる
Packagesのインスタンスへの参照のコレクションを返す。 
 
[ebRIM]クラスにおけるそのようなコレクション属性は付録 C.3にあるストアドプロシージ
ャにマッピングされているため、これらのストアドプロシージャは id属性値のコレクショ
ンを返す。これらのストアドプロシージャの返り値は、SQLにおけるテーブルサブクエリ
の結果として取り扱うことができる。 
 
これらのストアドプロシージャは、SQL IN文節の右側として使用し、前記の参照のコレク
ションにオブジェクトがメンバとして含まれているかどうかを検査できる。 
 
8.3.2 クエリ構文に対する意味条件 
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本節では、クエリ構文に対して BNFで表現できないクエリ構文に対する単純化制約を定義
する。これらの制約はクエリの意味情報分析で適用しなければならない。 
 
1. クラス名と属性名は大文字と小文字の区別に関係なく処理しなければならない。 
 
2. ストアドプロシージャの呼び出しに使用する構文は、ISO/IEC 9075- 4 [SQL/PSM]によっ
て指定されるように、SQLプロシージャの呼び出しの構文と整合性がなければならない。 
 
3. 仕様の本バージョンでは、SQL selectカラムリストは 1つだけのカラムから構成され、必
ず t.idとしなければならない。この場合、tは FROM文節にあるテーブル参照である。 
 
8.3.3 SQLクエリの結果 
 
SQLクエリの結果は、8.4節の AdHocQueryResponseによって定義されるように、常に
ObjectRefListである。すなわち、SQLクエリの結果は常に[ebRIM]における RegistryObject
インタフェースのサブクラスのインスタンスへの参照のコレクションである。これは意味

条件で反映されており、意味条件では、指定される SQLselectカラムが本バージョンの仕様
では付録 C.3のテーブルにある idカラムでなければならないことが要求される。 
 
8.3.4 シンプルなメタデータ基準クエリ 
 
SQLクエリの最も単純な形式は、[ebRIM]内の単一クラスに対して指定されたメタデータ属
性を基本とする。本節では単純なメタデータを基本とするクエリの例をいくつか示す。 
 
たとえば、名前にワード'Acme' が含まれ、バージョンが 1.3より大きい ExtrinsicObjectsの
コレクションを取得するためには、以下のクエリ述語をサポートしなければならない。 
 
SELECT id FROM ExtrinsicObject  WHERE name LIKE ‘%Acme%’ AND  
 majorVersion >= 1 AND  
 (majorVersion >= 2 OR  minorVersion > 3); 

 
クエリ構文では、前記の例で示すように、より単純な述語を結合して複雑なクエリにでき

る。 
 
8.3.5 RegistryEntryクエリ 
 
RegistryEntryインタフェースは ebRIMで中心的な役割を果たすため、SQLクエリのスキー
マは、実際の具体的な型やテーブル名とは関係なくすべての RegistryEntryインスタンスに
対する多様型クエリの実行が可能な RegistryEntryと呼ばれる特別なビューを定義する。 
 
次の例は 8.3.4節と同じであるが、ExtrinsicObjectインスタンスのみでなくすべての
RegistryEntryインスタンスに対して適用される点が異なる。結果セットには、名前にワード
'Acme'が含まれ、バージョンが 1.3よりも大きい、適合するすべての RegistryEntryインスタ
ンスの idが含まれる。 
 
SELECT id FROM RegistryEntry WHERE name LIKE ‘%Acme%’ AND  
 objectType = ‘ExtrinsicObject’ AND 
 majorVersion >= 1 AND  
 (majorVersion >= 2 OR  minorVersion > 3); 

 
8.3.6 分類クエリ 
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本節では、サポートしなければならない分類関連の各種クエリを説明する。 
 
8.3.6.1 ClassificationNodesの識別 
 
[ebRIM]内のすべてのオブジェクトのように、ClassificationNodesはそれぞれの IDによって
識別される。しかし、ClassificationNodesは、その ClassificationNodeを含む ClassificationNode
ツリーを表現する XML文書におけるルート分類ノードから指定された分類ノードへの
XPATH表現[XPT]を指定するパス属性によっても識別できる。 
 
8.3.6.2 ルート分類ノードの取得 
 
ルート ClassificationNodesのコレクションを取得するには、次のクエリ述語をサポートしな
ければならない。 
 
SELECT cn.id FROM ClassificationNode cn WHERE parent IS NULL 

 
前記のクエリは親属性が nullに設定されている ClassificationNodesをすべて返す。特定のル
ート ClassificationNodeが必要なときは、前記のクエリで名前に対する述語を指定すること
もできることに注意が必要である。 
 
8.3.6.3 指定 ClassificationNodeの子の取得 
 
そのノードの IDを割り当てられた ClassificationNodeの子を取得するには、次のようなスタ
イルのクエリをサポートしなければならない。 
 
SELECT cn.id FROM ClassificationNode cn WHERE parent = <id> 

 
前記のクエリは IDによって指定されたノードをその親属性とする ClassificationNodesをす
べて返す。 
 
8.3.6.4 ClassificationNodeによって分類されたオブジェクトの取得 
 
指定されたClassificationNodesによって分類される ExtrinsicObjectsのコレクションを取得す
るには、次のようなスタイルのクエリをサポートしなければならない。 
 
SELECT id FROM ExtrinsicObject 
WHERE 
   id IN (SELECT classifiedObject FROM Classification 
   WHERE  
        classificationNode IN (SELECT id FROM ClassificationNode 
  WHERE path = ‘/Geography/Asia/Japan’)) 
  AND 
   id IN (SELECT classifiedObject FROM Classification 
   WHERE  
        classificationNode IN (SELECT id FROM ClassificationNode 
  WHERE path = ‘/Industry/Automotive’)) 

 
前記のクエリにより、Automotive Industryおよび Japan Geographyによって分類される
ExtrinsicObjectsのコレクションが取得される。GetClassifiedObjectsRequestに対して定義され
る意味情報に従って、クエリには指定された ClassificationNodesの派生によって分類される
オブジェクトも含まれることに注意が必要である。 
 
8.3.6.5 オブジェクトを分類する ClassificationNodesの取得 
 
指定された Objectを分類する ClassificationNodesのコレクションを取得するには、次のスタ
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イルのクエリをサポートしなければならない。 
 
SELECT id FROM ClassificationNode  
 WHERE id IN (RegistryEntry_classificationNodes(<id>)) 

 
8.3.7 関係クエリ 
 
本節では、サポートしなければならない Association関連の各種クエリについて説明する。 
 
8.3.7.1 ソースとしての指定オブジェクトとのすべての関係の取得 
 
指定されたオブジェクトをソースとする Associationsのコレクションを取得するには、次の
クエリをサポートしなければならない。 
 
SELECT id FROM Association WHERE sourceObject = <id> 

 
8.3.7.2 ターゲットとしての指定オブジェクトとのすべての関係の取得 
 
指定されたオブジェクトをそのターゲットとするAssociationsのコレクションを取得するに
は、次のクエリをサポートしなければならない。 
 
SELECT id FROM Association WHERE targetObject = <id> 

 
8.3.7.3 関係属性に基づく結合オブジェクトの取得 
 
指定された Association属性を持つ Associationsのコレクションを取得するには、次のクエリ
をサポートしなければならない。 
 
指定された名前を持つ Associationsを選択する。 
 
SELECT id FROM Association WHERE name = <name> 

 
指定されたソース役割名を持つ Associationsを選択する。 
 
SELECT id FROM Association  WHERE sourceRole = <roleName> 

 
指定されたターゲット役割名を持つ Associationsを選択する。 
 
SELECT id FROM Association WHERE targetRole = <roleName> 

 
指定された関係型を持つ Associationsを選択する。ここで、関係型は[ebRIM]で規定される
該当するフィールド名を含む文字列である。 
SELECT id FROM Association WHERE  
 associationType = <associationType> 

 
8.3.7.4 複合関係クエリ 
 
さまざまな形式の Associationクエリを複雑な述語にまとめることができる。次のクエリに
より、指定された idを持つオブジェクトからの sourceRole "buysFrom"および targetRole 
"sellsTo"に該当する Associationsが選択される。 
 
SELECT id FROM Association WHERE  
 sourceObject = <id> AND 
 sourceRole = ‘buysFrom’ AND 
 targetRole = ‘sellsTo’ 
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8.3.8 パッケージクエリ 
 
指定された ExtrinsicObjectが属する Packagesをすべて検索するときは、以下のクエリを指
定する。 
 
SELECT id FROM Package WHERE id IN (RegistryEntry_packages(<id>)) 

 
8.3.8.1 複合パッケージクエリ 
 
次のクエリにより、指定されたオブジェクトが属する Packagesのうち、廃止されておらず、
名前に"RosettaNet"が含まれる Packagesがすべて取得される。 
 
SELECT id FROM Package WHERE  
 id IN (RegistryEntry_packages(<id>)) AND 
 name LIKE ‘%RosettaNet%’ AND 
 status <> ‘Deprecated’ 

 
8.3.9 ExternalLinkクエリ 
 
指定された ExtrinsicObjectのリンク先である ExternalLinksをすべて検索するときは、次のク
エリを指定する。 
 
SELECT id From ExternalLink WHERE id IN (RegistryEntry_externalLinks(<id>)) 

 
指定された ExternalLinkによってリンクされた ExtrinsicObjectsをすべて検索するときは、次
のクエリを指定する。 
 
SELECT id From ExtrinsicObject WHERE id IN (RegistryEntry_linkedObjects(<id>)) 

 
8.3.9.1 複合 ExternalLinkクエリ 
 
次のクエリにより、指定された ExtrinsicObjectが属する ExternalLinksのうち、ワード'legal'
を記述に含み、その externalURIに対する URLがあるものすべてが取得される。 
 
SELECT id FROM ExternalLink WHERE 
 id IN (RegistryEntry_externalLinks(<id>)) AND 
 description LIKE ‘%legal%’ AND 
 externalURI LIKE ‘%http://%’ 

 
8.3.10 監査トレイルクエリ 
 
指定されたManagedObjectに対するAuditableEventオブジェクトの完全なコレクションを取
得するには、次のクエリを指定する。 
 
SELECT id FROM AuditableEvent WHERE  registryEntry = <id> 

 
8.4 アドホッククエリ要求/応答 
 
クライアントは、AdhocQueryRequestを送信することにより、アドホッククエリを
ObjectQueryManagerに申請する。AdhocQueryRequestには、サポートされる Registryクエリ
機構の 1つでクエリを定義するサブ要素が含まれる。 
 
ObjectQueryManagerは AdhocQueryResponseを同期または非同期でクライアントに返す。
AdhocQueryResponseは、要素型が[ebRIM]の RegistryEntry階層のリーフノードによって表さ
れる要素型のセットに含まれるオブジェクトのコレクションを返す。 
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図 21: アドホッククエリ申請シーケンス図 
 
このプロセスで示される取引文書のスキーマに関する詳細については、付録 Aを参照のこ
と。 
 
8.5 コンテンツの検索 
 
クライアントは GetContentRequestを ObjectQueryManagerに送信することにより、コンテン
ツをレジストリを介して検索する。GetContentRequestは検索が必要な Objectsに対するオブ
ジェクト参照の一覧を指定する。ObjectQueryManagerは、GetContentResponseメッセージを
クライアントの ObjectQueryManagerClientインタフェースに送信することにより、指定され
たコンテンツを返す。エラーが発生しなかった場合、GetContentResponseメッセージに指定
されたコンテンツがメッセージ内の追加搬送内容として含まれる。RegistryResponseの搬送
内容のほかに、要求されたコンテンツごとに追加搬送内容が 1つ含まれる。エラーが発生
した場合は、GetContentResponseの搬送内容にエラーが含まれ、コンテンツ固有の追加搬送
内容は含まれない。 
 
8.5.1 コンテンツ・搬送内容の識別 
 
GetContentResponseメッセージは複数のリポジトリ項目を追加搬送内容として含んでよい
ため、それぞれの搬送内容をメッセージ内で識別する手段を用意することが必要である。

この識別を容易なものとするため、レジストリは次の処理を実行しなければならない。 
 
・リポジトリ項目を ebXMLHeaderのManifest要素でそのオブジェクトに対する
DocumentReferenceの DocumentLabel要素として記述する RegistryEntryの各インスタンスに
対する IDを使用する。 
 
8.5.2 GetContentResponseメッセージの構造 
 
次のメッセージ断片は、要求されるオブジェクトの IDを指定した GetContentRequestの結果
として CPPのコレクションを返す GetContentResponseメッセージの構造を示す。追加搬送
内容としてメッセージで検索される各オブジェクトの IDは、ebXMLHeaderのManifestでそ
の DocumentLabelとして使用されることに注意が必要である。 
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… 
 
--PartBoundary 
… 
<eb:MessageHeader SOAP-ENV:mustUnderstand="1" eb:version="1.0"> 
… 
  <eb:Service eb:type=”ebXMLRegistry”>ObjectManager</eb:Service> 
  <eb:Action>submitObjects</eb:Action> 
… 
</eb:MessageHeader> 
… 
<eb:Manifest SOAP-ENV:mustUnderstand="1" eb:version="1.0"> 
  <eb:Reference xlink:href=”cid:registryentries@example.com” …> 
    <eb:Description xml:lang="en-us">XML instances that are parameters         for the 
particular Registry Interface / Method. These are RIM structures that don’t include repository 
items, just a reference – contentURI to them.</eb:Description> 
  </eb:Reference> 
  <eb:Reference xlink:href=”cid:cpp1@example.com” …> 
    <eb:Description xml:lang="en-us">XML instance of CPP 1. This is a repository 
item.</eb:Description> 
  </eb:Reference> 
  <eb:Reference xlink:href=”cid:cpp2@example.com” …> 
    <eb:Description xml:lang="en-us">XML instance of CPP 2. This is a repository 
item.</eb:Description> 
  </eb:Reference> 
</eb:Manifest> 
 
--PartBoundary 
Content-ID: registryentries@example.com 
Content-Type: text/xml 
… 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<RootElement> 
<SubmitObjectsRequest> 
  <RegistryEntryList> 
    <ExtrinsicObject … contentURI=”cid:cpp1@example.com” …/> 
    <ExtrinsicObject … contentURI=”cid:cpp2@example.com” …/> 
  </RegistryEntryList> 
</SubmitObjectsRequest> 
</RootElement> 
--PartBoundary 
Content-ID: cpp1@example.com 
Content-Type: text/xml 
… 
<CPP> 
… 
</CPP> 
 
--PartBoundary 
Content-ID: cpp2@example.com 
Content-Type: text/xml 
… 
<CPP> 
… 
</CPP> 
 
--PartBoundary-- 
 

 
8.6 クエリと検索: 一般的なシーケンス 
 
次の図では、ブラウズ/ドリルダウンとアドホッククエリの両方を用いた後、クエリによっ
て選択されたコンテンツの検索を行っている。 
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図 23: 代表的なクエリと検索のシーケンス 
 
 
9 レジストリのセキュリティ 
 
本章では、ebXML Registryのセキュリティ機能について説明する。ここでは読者が[ebRIM]
で説明されるレジストリ情報モデルにおけるセキュリティ関連のクラスに詳しいことを前

提とする。 
 
本仕様の現行バージョンでは、レジストリのセキュリティに関して最低限必要なものだけ

を組み込むという手法をとっている。「既知のエンティティはいずれもコンテンツを公開

でき、誰でも公開コンテンツを閲覧できる」という考え方である。レジストリ情報モデル

は本仕様の将来のバージョンでより高度なセキュリティポリシを実装できるように設計さ

れている。 
 
9.1 レジストリコンテンツの完全性 
 
ほとんどのビジネスレジストリには申請されるコンテンツの正しさを確認する手段がない

と考えられる。レジストリが提供しなければならない最低限の完全性は、申請組織（SO）
が申請するコンテンツが途中でも、レジストリ内でも不正に改竄されることなくレジスト

リ内で維持されるようにすることである。そのうえ、レジストリは任意のレジストリコン

テンツの SOを明確に識別できるようにしなければならない。 
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9.1.1 メッセージ搬送内容の署名 
 
レジストリコンテンツの完全性を確保するため、申請されるコンテンツはすべて[SEC]が定
義する通りレジストリクライアントによる署名を受けなければならない。申請されるコン

テンツの署名は以下のことを保証する。 
 
・コンテンツが途中またはレジストリ内で不正に改竄されていない。 
・コンテンツの正しさは、特定の申請組織との関係によって確実なものとできる。 
 
9.2 認証 
 
レジストリはクライアントの要求と関連付けられる本人の同一性を証明できなければなら

ない。コンテンツの所有権を識別すると同時に、レジストリ内の特定のオブジェクトに関

して本人に割り当てることができる「特権」を識別するため、認証が必要である。 
 
レジストリは要求があるたびに認証を実行しなければならない。セキュリティの観点から

見ると、すべてのメッセージは独立したもので、複数のメッセージまたは会話を含むセッ

ションという概念は存在しない。セッションのサポートは、本仕様の将来のバージョンで

最適化機能として追加されることがありうる。 
 
レジストリはデジタル証明書と署名に基づく証明書を基本とする認証機構を実装しなけれ

ばならない。レジストリは署名の証明書 DNを使ってユーザを認証する。 
 
9.2.1 メッセージヘッダの署名 
 
メッセージヘッダへの署名は、[SEC]で定義している通り ebXML メッセージ取扱サービス
を送信することで行うことができる。この仕様はまだ最終決定されていないため、このバ

ージョンではメッセージヘッダの署名は要求しない。メッセージヘッダの署名がないため、

要求元クライアントの同一性を認証するために搬送内容署名を使用する。 
 
9.3 機密性 
 
9.3.1 オンザワイヤメッセージの機密性 
 
クライアントとレジストリとの間で交換するメッセージ搬送内容を送信時に暗号化するこ

とが推奨されるが、これは必須ではない。搬送内容の暗号化にあたっては、[SEC]で定めら
れた制約を遵守しなければならない。 
 
9.3.2 レジストリコンテンツの機密性 
 
本仕様の現行バージョンでは、レジストリのコンテンツの機密性を保護するための規定は

ない。レジストリに申請されるすべてのコンテンツはいずれのクライアントでも発見し、

読むことができる。したがって、申請されたコンテンツを受信し、それをリポジトリに格

納するまえに、レジストリはコンテンツを解読できなければならない。このことはレジス

トリとクライアントとの間に暗号化アルゴリズムに関する事前の取り決め、キー交換に関

する取り決めなどがあることを意味する。このサービスは本仕様では規定しない。 
 
9.4 権限 
 
レジストリは[ebRIM]で定義された情報モデルに基づく権限付与機構を提供しなければな
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らない。このバージョンの仕様では、権限付与機構はレジストリユーザに対する事前定義

済みの役割セットに対して定義されたデフォルトのアクセス制御方針に基づく。この仕様

の将来のバージョンでは、申請組織がカスタムアクセス制御方針を定義できるようになる

予定である。 
 
9.4.1 レジストリユーザの事前定義済みの役割 
 
レジストリでは以下の役割を事前定義しなければならない。 
 
役割 内容説明 
ContentOwner レジストリコンテンツの申請者または所有者。ISO 11179におけ

る申請組織（SO） 
RegistryAdministrator レジストリの管理者である「スーパー」ユーザ。ISO 11179にお

ける登録機関（RA） 
RegistryGuest レジストリの非認証ユーザ。レジストリをブラウズするクライ

アントは認証を受ける必要がない。 
 
9.4.2 デフォルトのアクセス制御方針 
 
レジストリは、レジストリユーザに割り当てられた役割に基づき、レジストリのユーザに

デフォルト許可を与えるデフォルトの AccessControlPolicyオブジェクトを作成しなければ
ならない。 
 
次の表は、レジストリによってデフォルト AccessControlPolicyに基づいてレジストリユーザ
のさまざまな事前定義済みの役割に与えられる許可を定義するものである。 
 
役割 許可 
ContentOwner ContentOwnerによって所有されるRegistry Objects上のすべての

メソッドへのアクセス 
RegistryAdministrator すべての Registry Objects上のすべてのメソッドへのアクセス 
RegistryGuest すべての Registry Objects上のすべての読み取り専用（getXXX）

メソッドへのアクセス（すべてのコンテンツへの読み取り専用

アクセス） 
 
次の一覧はデフォルトの役割に基づく AccessControlPolicyをまとめたものである。 
 
・レジストリはデフォルト AccessControlPolicyを実装し、それをレジストリ内のすべてのオ
ブジェクトと関連付けなければならない。 
 
・誰でもコンテンツを公開できるが、認証を受ける必要がある。 
 
・誰でも認証を必要とせずにコンテンツにアクセスできる。 
 
・ContentOwnerは自らが所有するレジストリオブジェクトに対するすべてのメソッドへの
アクセス権を持つ。 
 
・RegistryAdministratorは、すべてのレジストリオブジェクトに対するすべてのメソッドへ
のアクセス権を持つ。 
 
・認証を受けないユーザはすべての読み取り専用(getXXX)メソッドにアクセスできる。 
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・コンテンツの申請時点で、レジストリは申請メッセージ内の証明によって認証されるデ

フォルトの ContentOwnerの役割を申請組織(SO)に割り当てなければならない。この仕様の
現行バージョンでは、証明書によって指定される DNである。 
 
・レジストリをブラウズするクライアントは証明書を使用する必要がない。レジストリは

デフォルトのRegistryGuestの役割をそのようなクライアントに割り当てなければならない。 
 
 
付録 A ebXMLレジストリ DTD定義 
 
次に本書で説明している各種 ebXML Message搬送内容に関する定義を記載する。 
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<!-- Begin information model mapping. --> 
 
<!-- 
ObjectAttributes are attributes from the RegistryObject interface in 

ebRIM. 
 
id may be empty. If specified it may be in urn:uuid format or be in some 
arbitrary format. If id is empty registry must generate globally unique 

id. 
 
If id is provided and in proper UUID syntax (starts with urn:uuid:)  
registry will honour it. 
 
If id is provided and is not in proper UUID syntax then it is used for 
linkage within document and is ignored by the registry. In this case the 
registry generates a UUID for id attribute. 
 
id must not be null when object is being retrieved from the registry. 
--> 
<!ENTITY % ObjectAttributes "  
   id          ID     #IMPLIED 
   name        CDATA  #IMPLIED 
   description CDATA  #IMPLIED    
"> 
 
<!--  
Use as a proxy for an Object that is in the registry already. 
Specifies the id attribute of the object in the registry as its id attribute. 
id attribute in ObjectAttributes is exactly the same syntax and semantics 

as 
id attribute in RegistryObject. 
--> 
<!ELEMENT ObjectRef EMPTY> 
<!ATTLIST ObjectRef 
    id ID #IMPLIED  
> 
 
<!ELEMENT ObjectRefList (ObjectRef)*> 
 
<!-- 
RegistryEntryAttributes are attributes from the RegistryEntry interface  
in ebRIM. 
It inherits ObjectAttributes 
--> 
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<!ENTITY % RegistryEntryAttributes " %ObjectAttributes; 
   majorVersion     CDATA  '1' 
   minorVersion     CDATA  '0' 
   status           CDATA  #IMPLIED 
   userVersion      CDATA  #IMPLIED 
   stability        CDATA  'Dynamic' 
   expirationDate   CDATA  #IMPLIED"> 
 
<!ELEMENT RegistryEntry (SlotList?)> 
<!ATTLIST RegistryEntry 
        %RegistryEntryAttributes; > 
<!ELEMENT Value (#PCDATA)> 
<!ELEMENT ValueList (Value*)> 
<!ELEMENT Slot (ValueList?)> 
<!ATTLIST Slot 
        name CDATA #REQUIRED 
        slotType CDATA #IMPLIED 
> 
<!ELEMENT SlotList (Slot*)> 
 
<!-- 
ExtrinsicObject are attributes from the ExtrinsicObject interface in 

ebRIM. 
It inherits RegistryEntryAttributes 
--> 
 
 
<!ELEMENT ExtrinsicObject EMPTY > 
<!ATTLIST ExtrinsicObject 
        %RegistryEntryAttributes;  
        contentURI CDATA #REQUIRED 
        mimeType CDATA #IMPLIED 
        objectType CDATA #REQUIRED 
        opaque (true | false) "false" 
> 
 
 
<!ENTITY % IntrinsicObjectAttributes " %RegistryEntryAttributes;"> 
 
<!-- Leaf classes that reflect the concrete classes in ebRIM --> 
<!ELEMENT RegistryEntryList  
(Association | Classification | ClassificationNode | Package |  
 ExternalLink | ExternalIdentifier | Organization |  
 ExtrinsicObject | ObjectRef)*> 
 
<!-- 
An ExternalLink specifies a link from a RegistryEntry and an external URI 
--> 
<!ELEMENT ExternalLink EMPTY> 
<!ATTLIST ExternalLink 
        %IntrinsicObjectAttributes;  
        externalURI CDATA #IMPLIED 
> 
 
<!-- 
An ExternalIdentifier provides an identifier for a RegistryEntry 
 
The value is the value of the identifier (e.g. the social security number) 
--> 
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<!ELEMENT ExternalIdentifier EMPTY> 
<!ATTLIST ExternalIdentifier 
        %IntrinsicObjectAttributes;  
        value CDATA #REQUIRED 
> 
 
<!-- 
An Association specifies references to two previously submitted 
registry entrys. 
 
The sourceObject is id of the sourceObject in association 
The targetObject is id of the targetObject in association 
--> 
<!ELEMENT Association EMPTY> 
<!ATTLIST Association 
        %IntrinsicObjectAttributes;  
        sourceRole CDATA #IMPLIED 
        targetRole CDATA #IMPLIED 
        associationType CDATA #REQUIRED 
        bidirection (true | false) "false" 
        sourceObject IDREF #REQUIRED 
        targetObject IDREF #REQUIRED 
> 
 
<!-- 
A Classification specifies references to two registry entrys. 
 
The classifiedObject is id of the Object being classified. 
The classificationNode is id of the ClassificationNode classying the object 
--> 
<!ELEMENT Classification EMPTY> 
<!ATTLIST Classification 
        %IntrinsicObjectAttributes;  
        classifiedObject IDREF #REQUIRED 
        classificationNode IDREF #REQUIRED 
> 
 
<!-- 
A Package is a named collection of objects. 
--> 
<!ELEMENT Package EMPTY> 
<!ATTLIST Package 
        %IntrinsicObjectAttributes;  
> 
 
<!-- Attributes inherited by various types of telephone number elements 

--> 
<!ENTITY % TelephoneNumberAttributes " areaCode   CDATA  #REQUIRED 
   contryCode CDATA  #REQUIRED 
   extension  CDATA  #IMPLIED 
   number     CDATA  #REQUIRED 
   url        CDATA  #IMPLIED"> 
<!ELEMENT TelephoneNumber EMPTY> 
<!ATTLIST TelephoneNumber 
        %TelephoneNumberAttributes;  
> 
<!ELEMENT FaxNumber EMPTY> 
<!ATTLIST FaxNumber 
        %TelephoneNumberAttributes;  
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> 
 
<!ELEMENT PagerNumber EMPTY> 
<!ATTLIST PagerNumber 
        %TelephoneNumberAttributes;  
> 
 
<!ELEMENT MobileTelephoneNumber EMPTY> 
<!ATTLIST MobileTelephoneNumber 
        %TelephoneNumberAttributes;  
> 
<!-- PostalAddress --> 
<!ELEMENT PostalAddress EMPTY> 
<!ATTLIST PostalAddress 
        city CDATA #REQUIRED 
        country CDATA #REQUIRED 
        postalCode CDATA #REQUIRED 
        state CDATA #IMPLIED 
        street CDATA #REQUIRED 
> 
<!-- PersonName --> 
<!ELEMENT PersonName EMPTY> 
<!ATTLIST PersonName 
        firstName CDATA #REQUIRED 
        middleName CDATA #IMPLIED 
        lastName CDATA #REQUIRED 
> 
 
<!-- Organization --> 
<!ELEMENT Organization (PostalAddress, FaxNumber?, TelephoneNumber)> 
<!ATTLIST Organization 
        %IntrinsicObjectAttributes;  
        parent IDREF #IMPLIED 
        primaryContact IDREF #REQUIRED 
> 
 
<!ELEMENT User (PersonName, PostalAddress, TelephoneNumber, 

MobileTelephoneNumber?, 
FaxNumber?, PagerNumber?)> 

<!ATTLIST User 
        %ObjectAttributes;  
        organization IDREF #IMPLIED 
        email CDATA #IMPLIED 
        url CDATA #IMPLIED 
> 
 
<!ELEMENT AuditableEvent EMPTY> 
<!ATTLIST AuditableEvent 
        %ObjectAttributes;  
        eventType CDATA #REQUIRED 
        registryEntry IDREF #REQUIRED 
        timestamp CDATA #REQUIRED 
        user IDREF #REQUIRED 
> 
 
<!-- 
ClassificationNode is used to submit a Classification tree to the Registry. 
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parent is the id to the parent node. code is an optional code value for 
a ClassificationNode 

often defined by an external taxonomy (e.g. NAICS) 
--> 
<!ELEMENT ClassificationNode EMPTY> 
<!ATTLIST ClassificationNode 
        %IntrinsicObjectAttributes;  
        parent IDREF #IMPLIED 
        code CDATA #IMPLIED 
> 
 
<!-- 
End information model mapping. 
 
Begin Registry Services Interface 
 
<!ELEMENT RequestAcceptedResponse EMPTY> 
<!ATTLIST RequestAcceptedResponse 
        xml:lang NMTOKEN #REQUIRED 
> 
<!-- 
 
The SubmitObjectsRequest allows one to submit a list of RegistryEntry 
elements. Each RegistryEntry element provides metadata for a single 
submitted object.  Note that the repository item being submitted is in a 
separate document that is not in this DTD. The ebXML Messaging Services 
Specfication defines packaging, for submission, of the metadata of a 
repository item with the repository item itself. The value of the contentURI 
attribute of the ExtrinsicObject element must be the same as the xlink:href 
attribute within the Reference element within the Manifest element of the 
MessageHeader. 
--> 
<!ELEMENT SubmitObjectsRequest (RegistryEntryList)> 
<!ELEMENT AddSlotsRequest (ObjectRef, SlotList)+> 
<!-- Only need name in Slot within SlotList --> 
<!ELEMENT RemoveSlotsRequest (ObjectRef, SlotList)+> 
<!-- 
The ObjectRefList is the list of 
refs to the registry entrys being approved. 
--> 
<!ELEMENT ApproveObjectsRequest (ObjectRefList)> 
<!-- 
The ObjectRefList is the list of 
refs to the registry entrys being deprecated. 
--> 
<!ELEMENT DeprecateObjectsRequest (ObjectRefList)> 
<!-- 
The ObjectRefList is the list of 
refs to the registry entrys being removed 
--> 
<!ELEMENT RemoveObjectsRequest (ObjectRefList)> 
<!ATTLIST RemoveObjectsRequest 
        deletionScope (DeleteAll | DeleteRepositoryItemOnly) "DeleteAll" 
> 
<!ELEMENT GetRootClassificationNodesRequest EMPTY> 
<!-- 
The namePattern follows SQL-92 syntax for the pattern specified in 
LIKE clause. It allows for selecting only those root nodes that match 
the namePattern. The default value of '*' matches all root nodes. 
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--> 
<!ATTLIST GetRootClassificationNodesRequest 
        namePattern CDATA "*" 
> 
<!-- 
The response includes one or more ClassificationNodes 
--> 
<!ELEMENT GetRootClassificationNodesResponse ( ClassificationNode+ )> 
<!-- 
Get the classification tree under the ClassificationNode specified 

parentRef.  
 
If depth is 1 just fetch immediate child  
nodes, otherwise fetch the descendant tree upto the specified depth level. 
If depth is 0 that implies fetch entire sub-tree 
--> 
<!ELEMENT GetClassificationTreeRequest EMPTY> 
<!ATTLIST GetClassificationTreeRequest 
        parent CDATA #REQUIRED 
        depth CDATA "1" 
> 
<!-- 
The response includes one or more ClassificationNodes which includes only 
immediate ClassificationNode children nodes if depth attribute in  
GetClassificationTreeRequest was 1, otherwise the decendent nodes  
upto specified depth level are returned. 
--> 
<!ELEMENT GetClassificationTreeResponse ( ClassificationNode+ )> 
<!-- 
Get refs to all registry entrys that are classified by all the  
ClassificationNodes specified by ObjectRefList.  
Note this is an implicit logical AND operation  
--> 
<!ELEMENT GetClassifiedObjectsRequest (ObjectRefList)> 
<!-- 
objectType attribute can specify the type of objects that the registry 
client is interested in, that is classified by this ClassificationNode. 
It is a String that matches a choice in the type attribute of 

ExtrinsicObject. 
The default value of '*' implies that client is interested in all types 
of registry entrys that are classified by the specified ClassificationNode.  
--> 
<!-- 
The response includes a RegistryEntryList which has zero or more 
RegistryEntrys that are classified by the ClassificationNodes  
specified in the ObjectRefList in GetClassifiedObjectsRequest. 
--> 
<!ELEMENT GetClassifiedObjectsResponse ( RegistryEntryList )> 
<!-- 
An Ad hoc query request specifies a query string as defined by [RS] in the 

queryString attribute 
--> 
<!ELEMENT AdhocQueryRequest (FilterQuery | ReturnRegistryEntry | 

ReturnRepositoryItem | 
SQLQuery)> 

<!ELEMENT SQLQuery (#PCDATA)> 
<!-- 
The response includes a RegistryEntryList which has zero or more 
RegistryEntrys that match the query specified in AdhocQueryRequest. 
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--> 
<!ELEMENT AdhocQueryResponse  
 ( RegistryEntryList |  
   FilterQueryResult |  
   ReturnRegistryEntryResult |  
   ReturnRepositoryItemResult )> 
<!-- 
Gets the actual content (not metadata) specified by the ObjectRefList 
--> 
<!ELEMENT GetContentRequest (ObjectRefList)> 
<!-- 
The GetObjectsResponse will have no sub-elements if there were no errors. 
The actual contents will be in the other payloads of the message.   
--> 
<!ELEMENT GetContentResponse EMPTY > 
<!-- 
Describes the capability profile for the registry and what optional 

features 
are supported 
--> 
<!ELEMENT RegistryProfile (OptionalFeaturesSupported)> 
<!ATTLIST RegistryProfile 
        version CDATA #REQUIRED 
> 
 
<!ELEMENT OptionalFeaturesSupported EMPTY> 
<!ATTLIST OptionalFeaturesSupported 
        sqlQuery (true | false) "false" 
        xQuery (true | false) "false" 
> 
<!-- Begin FilterQuery DTD --> 
<!ELEMENT FilterQuery (RegistryEntryQuery | AuditableEventQuery | 

ClassificationNodeQuery | 
RegistryPackageQuery | 
OrganizationQuery)> 

<!ELEMENT FilterQueryResult (RegistryEntryQueryResult | 
AuditableEventQueryResult | 
ClassificationNodeQueryResu
lt | 
RegistryPackageQueryResult 
| OrganizationQueryResult)> 

<!ELEMENT RegistryEntryQueryResult (RegistryEntryView*)> 
<!ELEMENT RegistryEntryView EMPTY> 
<!ATTLIST RegistryEntryView 
        objectURN CDATA #REQUIRED 
        contentURI CDATA #IMPLIED 
        objectID CDATA #IMPLIED 
> 
<!ELEMENT AuditableEventQueryResult (AuditableEventView*)> 
<!ELEMENT AuditableEventView EMPTY> 
<!ATTLIST AuditableEventView 
        objectID CDATA #REQUIRED 
        timestamp CDATA #REQUIRED 
> 
<!ELEMENT ClassificationNodeQueryResult (ClassificationNodeView*)> 
<!ELEMENT ClassificationNodeView EMPTY> 
<!ATTLIST ClassificationNodeView 
        objectURN CDATA #REQUIRED 
        contentURI CDATA #IMPLIED 
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        objectID CDATA #IMPLIED 
> 
<!ELEMENT RegistryPackageQueryResult (RegistryPackageView*)> 
<!ELEMENT RegistryPackageView EMPTY> 
<!ATTLIST RegistryPackageView 
        objectURN CDATA #REQUIRED 
        contentURI CDATA #IMPLIED 
        objectID CDATA #IMPLIED 
> 
<!ELEMENT OrganizationQueryResult (OrganizationView*)> 
<!ELEMENT OrganizationView EMPTY> 
<!ATTLIST OrganizationView 
        orgURN CDATA #REQUIRED 
        objectID CDATA #IMPLIED 
> 
 
<!ELEMENT RegistryEntryQuery   
 ( RegistryEntryFilter?, 
  SourceAssociationBranch*, 
  TargetAssociationBranch*, 
      HasClassificationBranch*, 
  SubmittingOrganizationBranch?, 
  ResponsibleOrganizationBranch?, 
  ExternalIdentifierFilter*, 
     ExternalLinkFilter*, 
  SlotFilter*, 

  HasAuditableEventBranch* )> 
 
<!ELEMENT SourceAssociationBranch (AssociationFilter?, 

RegistryEntryFilter?)> 
<!ELEMENT TargetAssociationBranch (AssociationFilter?, 

RegistryEntryFilter?)> 
<!ELEMENT HasClassificationBranch (ClassificationFilter?, 

ClassificationNodeFilter?)> 
<!ELEMENT SubmittingOrganizationBranch (OrganizationFilter?, 

ContactFilter?)> 
<!ELEMENT ResponsibleOrganizationBranch (OrganizationFilter?, 

ContactFilter?)> 
<!ELEMENT HasAuditableEventBranch (AuditableEventFilter?, UserFilter?, 

OrganizationFilter?)> 
<!ELEMENT AuditableEventQuery  
  (AuditableEventFilter?, RegistryEntryQuery*, InvokedByBranch? )>  
 
<!ELEMENT InvokedByBranch 
  ( UserFilter?, OrganizationQuery? )> 
 
<!ELEMENT ClassificationNodeQuery (ClassificationNodeFilter?, 

PermitsClassificationBranch
*, HasParentNode?, 
HasSubnode*)> 

<!ELEMENT PermitsClassificationBranch (ClassificationFilter?, 
RegistryEntryQuery?)> 

<!ELEMENT HasParentNode (ClassificationNodeFilter?, HasParentNode?)> 
<!ELEMENT HasSubnode (ClassificationNodeFilter?, HasSubnode*)> 
<!ELEMENT RegistryPackageQuery (PackageFilter?, HasMemberBranch*)> 
<!ELEMENT HasMemberBranch (RegistryEntryQuery?)> 



 79

<!ELEMENT OrganizationQuery (OrganizationFilter?, SubmitsRegistryEntry*, 
HasParentOrganization?, 
InvokesEventBranch*, 
ContactFilter*)> 

<!ELEMENT SubmitsRegistryEntry (RegistryEntryQuery?)> 
<!ELEMENT HasParentOrganization (OrganizationFilter?, 

HasParentOrganization?)> 
<!ELEMENT InvokesEventBranch (UserFilter?, AuditableEventFilter?, 

RegistryEntryQuery?)> 
<!ELEMENT ReturnRegistryEntry (RegistryEntryQuery, WithClassifications?, 

WithSourceAssociations?, 
WithTargetAssociations?, 
WithAuditableEvents?, 
WithExternalLinks?)> 

<!ELEMENT WithClassifications (ClassificationFilter?)> 
<!ELEMENT WithSourceAssociations (AssociationFilter?)> 
<!ELEMENT WithTargetAssociations (AssociationFilter?)> 
<!ELEMENT WithAuditableEvents (AuditableEventFilter?)> 
<!ELEMENT WithExternalLinks (ExternalLinkFilter?)> 
<!ELEMENT ReturnRegistryEntryResult (RegistryEntryMetadata*)> 
<!ELEMENT RegistryEntryMetadata (RegistryEntry, Classification*, 

SourceAssociations?, 
TargetAssociations?, 
AuditableEvent*, 
ExternalLink*)> 

<!ELEMENT SourceAssociations (Association*)> 
<!ELEMENT TargetAssociations (Association*)> 
<!ELEMENT ReturnRepositoryItem (RegistryEntryQuery, 

RecursiveAssociationOption?, 
WithDescription?)> 

<!ELEMENT RecursiveAssociationOption (AssociationType+)> 
<!ATTLIST RecursiveAssociationOption 
        depthLimit CDATA #IMPLIED 
> 
<!ELEMENT AssociationType EMPTY> 
<!ATTLIST AssociationType 
        role CDATA #REQUIRED 
> 
<!ELEMENT WithDescription EMPTY> 
<!ELEMENT ReturnRepositoryItemResult (RepositoryItem*)> 
<!ELEMENT RepositoryItem (RegistryPackage | ExtrinsicObject | 

WithdrawnObject | 
ExternalLink)> 

<!ATTLIST RepositoryItem 
        identifier CDATA #REQUIRED 
        name CDATA #REQUIRED 
        contentURI CDATA #REQUIRED 
        objectType CDATA #REQUIRED 
        status CDATA #REQUIRED 
        stability CDATA #REQUIRED 
        description CDATA #IMPLIED 
> 
<!ELEMENT RegistryPackage EMPTY> 
<!ELEMENT WithdrawnObject EMPTY> 
<!ELEMENT ExternalLinkItem EMPTY> 
<!ELEMENT ObjectFilter (Clause)> 
<!ELEMENT RegistryEntryFilter (Clause)> 
<!ELEMENT IntrinsicObjectFilter (Clause)> 
<!ELEMENT ExtrinsicObjectFilter (Clause)> 
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<!ELEMENT PackageFilter (Clause)> 
<!ELEMENT OrganizationFilter (Clause)> 
<!ELEMENT ContactFilter (Clause)> 
<!ELEMENT ClassificationNodeFilter (Clause)> 
<!ELEMENT AssociationFilter (Clause)> 
<!ELEMENT ClassificationFilter (Clause)> 
<!ELEMENT ExternalLinkFilter (Clause)> 
<!ELEMENT SlotFilter (Clause)> 
<!ELEMENT ExternalIdentifierFilter (Clause)> 
<!ELEMENT AuditableEventFilter (Clause)> 
<!ELEMENT UserFilter (Clause)> 
 
<!-- 
The following lines define the XML syntax for Clause. 
--> 
<!ELEMENT Clause (SimpleClause | CompoundClause)> 
<!ELEMENT SimpleClause (BooleanClause | RationalClause | StringClause)> 
<!ATTLIST SimpleClause 
        leftArgument CDATA #REQUIRED 
> 
<!ELEMENT CompoundClause (Clause, Clause+)> 
<!ATTLIST CompoundClause 
        connectivePredicate (And | Or) #REQUIRED 
> 
<!ELEMENT BooleanClause EMPTY> 
<!ATTLIST BooleanClause 
        booleanPredicate (true | false) #REQUIRED 
> 
<!ELEMENT RationalClause (IntClause | FloatClause)> 
<!ATTLIST RationalClause 
        logicalPredicate (LE | LT | GE | GT | EQ | NE) #REQUIRED 
> 
<!ELEMENT IntClause (#PCDATA)> 
<!ATTLIST IntClause 
        e-dtype NMTOKEN #FIXED "int" 
> 
<!ELEMENT FloatClause (#PCDATA)> 
<!ATTLIST FloatClause 
        e-dtype NMTOKEN #FIXED "float" 
> 
<!ELEMENT StringClause (#PCDATA)> 
<!ATTLIST StringClause 
        stringPredicate  
  (contains | -contains |  
   startswith | -startswith |  
   equal | -equal |  
   endswith | -endswith) #REQUIRED 
> 
<!-- End FilterQuery DTD --> 
 
<!-- Begin RegistryError definition --> 
<!-- The RegistryErrorList is derived from the ErrorList element from the 
ebXML Message Service Specification --> 

<!ELEMENT RegistryErrorList ( RegistryError+ )> 
<!ATTLIST RegistryErrorList 
 highestSeverity  ( Warning | Error ) ‘Warning’ > 
  
<!ELEMENT RegistryError  (#PCDATA) > 
<!ATTLIST RegistryError 
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 codeContext   CDATA   #REQUIRED 
 errorCode     CDATA   #REQUIRED 
 severity  ( Warning | Error ) ‘Warning’ 
 location      CDATA   #IMPLIED 
 xml:lang     NMTOKEN  #IMPLIED> 
 
<!ELEMENT RegistryResponse 
 (( AdhocQueryResponse  | 
    GetContentResponse  | 
    GetClassificationTreeResponse  | 
    GetClassifiedObjectsResponse  | 
    GetRootClassificationNodesResponse  )?, 
   RegistryErrorList?  )> 
<!ATTLIST RegistryResponse 
   status  (success | failure )  #REQUIRED > 
 
<!-- The contrived root node --> 
 
<!ELEMENT RootElement  
  ( SubmitObjectsRequest |  
    ApproveObjectsRequest |  
    DeprecateObjectsRequest |  
    RemoveObjectsRequest |  
    GetRootClassificationNodesRequest |  
    GetClassificationTreeRequest |  
    GetClassifiedObjectsRequest |  
    AdhocQueryRequest | 
    GetContentRequest |  
    AddSlotsRequest |  
    RemoveSlotsRequest |  
  RegistryResponse | 
    RegistryProfile) > 
 
<!ELEMENT Href  (#PCDATA )> 
 
<!ELEMENT XMLDocumentErrorLocn  (DocumentId , Xpath )> 
 
<!ELEMENT DocumentId  (#PCDATA )> 
 
<!ELEMENT Xpath (#PCDATA)> 
 
 
付録 B UML図の解釈 
 
本節では、UMLで ebXMLビジネスプロセス記述を定義するために使用する規約を概念の
観点から説明する。 
 
B.1 UMLクラス図 
 
UMLクラス図は、ebXMLのレジストリサービスとクライアントを実装するために必要なサ
ービスインタフェース（[ebCPP]で定義）を記述するために使用する。例については、14ペ
ージの図 2を参照のこと。UMLクラス図には以下の要素が含まれる。 
 
1. UMLインタフェースのコレクション。インタフェースはそれぞれレジストリサービスに
対するサービスインタフェースを表す。 
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2. 各インタフェース上のメソッドの表記述。メソッドはそれぞれ UMLインタフェースを表
すサービスインタフェース内のアクション（[ebCPP]によって定義される）を表す。 
 
3. UMLインタフェース内の各メソッドは、1つまたは複数のパラメータを指定する。ここ
で、各メソッドの引数の型はメソッドに対応するアクションの一部として交換する ebXML
メッセージ型を表す。引数が複数あることは、対応する ebXMLメッセージの本文に含まれ
る搬送内容文書が複数あることを意味する。 
 
B.2 UMLシーケンス図 
 
UMLシーケンス図は、レジストリ固有の ebXMLビジネスプロセスに対する UMLインタフ
ェース間の相互作用を表すビジネスプロコトルを指定するために使用される。UMLシーケ
ンス図は、[ebCPP]の規定に従ってメッセージの順序、要求と応答の関係のほか、要求とエ
ラー応答の関係を決定するのに必要な情報を提供する。 
 
メソッドは要求元から応答先に呼び出されるため、シーケンス図はそれぞれ特定の会話プ

ロトコルのシーケンスを示す。メソッドの呼び出しは UML表記のどのリンクの矢印を使用
するかによって同期または非同期とすることができる。半分の矢印は非同期通信を表す。

完全な矢印は同期通信を表す。 
 
それぞれのメソッドの呼び出しの次に、前の要求に対する ResponseNameを指定するために
応答先から要求元への応答メソッドの呼び出しを続けることができる。可能なエラー応答

は要求元から応答先への条件付き応答メソッドの呼び出しで指定される。例は、20ページ
の図 4を参照のこと。 
 
 
付録 C SQLクエリ仕様 
 
C.1 SQLクエリの構文仕様 
 
本節では、SQLクエリ構文を SQL-92のサブセットとして定義する規則を指定する。かぎ括
弧で括られる用語は[SQL]または[SQL/PSM]で定義される。SQLクエリ構文は下記の制限を
除いて<query specification>に適合する。 
 
1. <select list>には最大で 1つの<select sublist>を含むことができる。 
 
2. <select list>には、<from clause>内のテーブルに由来するデータ型が UUIDのカラムが一つ
なければならない。 
 
3. <derived column>には<as clause>を使用できない。 
 
4. <table expression>にはオプションの<group by clause>および<having clause>の文節は含ま
ない。 
 
5. <table reference>の要素は<table name>および<correlation name>のみとしなければならない。 
 
6. <table reference>には<table name>と<correlation name>との間にオプションの ASがない。 
 
7. <from clause>には一つの<table reference>のみを使用できる。 
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8. サブクエリの制限付き使用は次の構文によって許可される。すなわち、<in predicate>で
は、<in predicate>の右側を前記の制限付き<query specification>に限定できる。 
 
9. <where clause>内の<search condition>には<query expression>を含めることができない。 
 
10. SQLクエリ構文では、[SQL/PSM]からの<sql invoked routines>の呼び出しを<in predicate>
の RHSとして使用できる。 
 
C.2 クエリ構文法に関する非規範的 BNF 
 
次の BNFはレジストリクエリの構文のための文法を例示する。この例は実装担当者の参考
のためにここに収録される。この BNFは[SQL]に準拠するものではないため、非規範的構
文として示される。規範的な構文規則については、付録 C.1を参照のこと。 
 
 
/******************************************************************* 
 * The Registry Query (Subset of SQL-92) grammar starts here 
 *******************************************************************/ 
 
RegistryQuery = SQLSelect [“;”] 
 
SQLSelect = "SELECT" SQLSelectCols "FROM" SQLTableList [ SQLWhere ] 
 
SQLSelectCols =  ID 
 
SQLTableList = SQLTableRef 
 
SQLTableRef = ID 
 
SQLWhere = "WHERE" SQLOrExpr 
 
SQLOrExpr = SQLAndExpr ( "OR" SQLAndExpr)*  
 
SQLAndExpr = SQLNotExpr ("AND" SQLNotExpr)* 
 
SQLNotExpr = [ "NOT" ] SQLCompareExpr 
   
SQLCompareExpr = 
    (SQLColRef "IS") SQLIsClause 
  | SQLSumExpr [ SQLCompareExprRight ]  
 
 
SQLCompareExprRight = 
    SQLLikeClause 
  | SQLInClause 
  | SQLCompareOp SQLSumExpr 
   
SQLCompareOp = 
    "=" 
  | "<>" 
  | ">" 
  | ">=" 
  | "<" 
  | "<=" 
 
SQLInClause = [ "NOT" ] "IN" "(" SQLLValueList ")" 
 
SQLLValueList = SQLLValueElement ( "," SQLLValueElement )* 
 
SQLLValueElement = "NULL" | SQLSelect 
 
SQLIsClause =  SQLColRef "IS" [ "NOT" ] "NULL" 
 
SQLLikeClause = [ "NOT" ] "LIKE" SQLPattern 
 
SQLPattern = STRING_LITERAL 
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SQLLiteral = 
    STRING_LITERAL  
  | INTEGER_LITERAL  
  | FLOATING_POINT_LITERAL  
 
SQLColRef = SQLLvalue 
 
SQLLvalue =  SQLLvalueTerm 
 
SQLLvalueTerm = ID ( "."  ID )* 
 
SQLSumExpr = SQLProductExpr (( "+" | "-" ) SQLProductExpr )* 
  
SQLProductExpr = SQLUnaryExpr (( "*" | "/" ) SQLUnaryExpr )* 
 
SQLUnaryExpr = [ ( "+" | "-") ] SQLTerm 
 
SQLTerm = "(" SQLOrExpr ")" 
  | SQLColRef 
  | SQLLiteral 
 
INTEGER_LITERAL = (["0"-"9"])+ 
 
FLOATING_POINT_LITERAL =  
          (["0"-"9"])+ "." (["0"-"9"])+ (EXPONENT)? 
        | "." (["0"-"9"])+ (EXPONENT)? 
        | (["0"-"9"])+ EXPONENT 
        | (["0"-"9"])+ (EXPONENT)? 
 
EXPONENT = ["e","E"] (["+","-"])? (["0"-"9"])+  
 
STRING_LITERAL: "'" (~["'"])* ( "''" (~["'"])* )* "'" 
 
ID = ( <LETTER> )+ ( "_" | "$" | "#" | <DIGIT> | <LETTER> )*  
LETTER = ["A"-"Z", "a"-"z"]  
DIGIT = ["0"-"9"] 

 
C.3 SQLクエリの関係スキーマ 
 
 
--SQL Load file for creating the ebXML Registry tables 
 
 
--Minimal use of SQL-99 features in DDL is illustrative and may be easily mapped to SQL-92 
 
 
CREATE TYPE ShortName AS VARCHAR(64) NOT FINAL; 
CREATE TYPE LongName AS VARCHAR(128) NOT FINAL; 
CREATE TYPE FreeFormText AS VARCHAR(256) NOT FINAL; 
 
CREATE TYPE UUID UNDER ShortName FINAL; 
CREATE TYPE URI UNDER LongName FINAL; 
 
CREATE TABLE ExtrinsicObject (  
 
--RegistryObject Attributes 
  id     UUID PRIMARY KEY NOT NULL, 
  name     LongName,  
  description   FreeFormText, 
  accessControlPolicy UUID NOT NULL,   
 
--Versionable attributes 
  majorVersion   INT DEFAULT 0 NOT NULL, 
  minorVersion   INT DEFAULT 1 NOT NULL, 
 
--RegistryEntry attributes 
  status    INT DEFAULT 0 NOT NULL, 
  userVersion   ShortName, 
  stability    INT DEFAULT 0 NOT NULL, 
  expirationDate  TIMESTAMP, 
 
--ExtrinsicObject attributes 



 85

  contentURI   URI,  
  mimeType    ShortName, 
  objectType   INT DEFAULT 0 NOT NULL, 
  opaque    BOOLEAN DEFAULT false NOT 
NULL 
 
); 
 
CREATE PROCEDURE RegistryEntry_associatedObjects(registryEntryId) { 
--Must return a collection of UUIDs for related RegistryEntry instances 
} 
 
CREATE PROCEDURE RegistryEntry_auditTrail(registryEntryId) { 
--Must return an collection of UUIDs for AuditableEvents related to the RegistryEntry. 
--Collection must be in ascending order by timestamp 
} 
 
CREATE PROCEDURE RegistryEntry_externalLinks(registryEntryId) { 
--Must return a collection of UUIDs for ExternalLinks annotating this RegistryEntry. 
} 
 
CREATE PROCEDURE RegistryEntry_externalIdentifiers(registryEntryId) { 
--Must return a collection of UUIDs for ExternalIdentifiers for this RegistryEntry. 
} 
 
CREATE PROCEDURE RegistryEntry_classificationNodes(registryEntryId) { 
--Must return a collection of UUIDs for ClassificationNodes classifying this RegistryEntry. 
} 
 
CREATE PROCEDURE RegistryEntry_packages(registryEntryId) { 
--Must return a collection of UUIDs for Packages that this RegistryEntry belongs to. 
} 
 
CREATE TABLE Package (  
 
--RegistryObject Attributes 
  id     UUID PRIMARY KEY NOT NULL, 
  name     LongName,  
  description   FreeFormText, 
  accessControlPolicy UUID NOT NULL,   
 
--Versionable attributes 
  majorVersion   INT DEFAULT 0 NOT NULL, 
  minorVersion   INT DEFAULT 1 NOT NULL, 
 
--RegistryEntry attributes 
  status    INT DEFAULT 0 NOT NULL, 
  userVersion   ShortName, 
  stability    INT DEFAULT 0 NOT NULL, 
  expirationDate  TIMESTAMP, 
 
--Package attributes   
); 
 
CREATE PROCEDURE Package_memberbjects(packageId) { 
--Must return a collection of UUIDs for RegistryEntrys that are memebers of this Package. 
} 
 
CREATE TABLE ExternalLink (  
 
--RegistryObject Attributes 
  id     UUID PRIMARY KEY NOT NULL, 
  name     LongName,  
  description   FreeFormText, 
  accessControlPolicy UUID NOT NULL,   
 
--Versionable attributes 
  majorVersion   INT DEFAULT 0 NOT NULL, 
  minorVersion   INT DEFAULT 1 NOT NULL, 
 
--RegistryEntry attributes 
  status    INT DEFAULT 0 NOT NULL, 
  userVersion   ShortName, 
  stability    INT DEFAULT 0 NOT NULL, 



 86

  expirationDate  TIMESTAMP, 
 
--ExternalLink attributes   
  externalURI   URI NOT NULL  
   
); 
 
CREATE PROCEDURE ExternalLink_linkedObjects(registryEntryId) { 
--Must return a collection of UUIDs for objects in this relationship 
} 
 
CREATE TABLE ExternalIdentifier (  
 
--RegistryObject Attributes 
  id     UUID PRIMARY KEY NOT NULL, 
  name     LongName,  
  description   FreeFormText, 
  accessControlPolicy UUID NOT NULL,   
 
--Versionable attributes 
  majorVersion   INT DEFAULT 0 NOT NULL, 
  minorVersion   INT DEFAULT 1 NOT NULL, 
 
--RegistryEntry attributes 
  status    INT DEFAULT 0 NOT NULL, 
  userVersion   ShortName, 
  stability    INT DEFAULT 0 NOT NULL, 
  expirationDate  TIMESTAMP, 
 
--ExternalIdentifier attributes   
  value     ShortName NOT NULL 
    
); 
 
 
--A SlotValue row represents one value of one slot in some 
--RegistryEntry 
CREATE TABLE SlotValue (  
 
--RegistryObject Attributes 
  registryEntry  UUID PRIMARY KEY NOT NULL, 
 
--Slot attributes   
  name    LongName NOT NULL PRIMARY KEY NOT 
NULL, 
  value    ShortName NOT NULL 
    
); 
 
CREATE TABLE Association (  
--RegistryObject Attributes 
  id     UUID PRIMARY KEY NOT NULL, 
  name     LongName,  
  description   FreeFormText, 
  accessControlPolicy UUID NOT NULL,   
 
--Versionable attributes 
  majorVersion   INT DEFAULT 0 NOT NULL, 
  minorVersion   INT DEFAULT 1 NOT NULL, 
 
--RegistryEntry attributes 
  status    INT DEFAULT 0 NOT NULL, 
  userVersion   ShortName, 
  stability    INT DEFAULT 0 NOT NULL, 
  expirationDate  TIMESTAMP, 
 
--Association attributes 
  associationType  INT NOT NULL, 
  bidirectional   BOOLEAN DEFAULT false NOT NULL, 
  sourceObject   UUID NOT NULL, 
  sourceRole   ShortName, 
  label     ShortName, 
  targetObject   UUID NOT NULL, 
  targetRole   ShortName  
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); 
 
--Classification is currently identical to Association 
CREATE TABLE Classification (  
--RegistryObject Attributes 
  id     UUID PRIMARY KEY NOT NULL, 
  name     LongName,  
  description   FreeFormText, 
  accessControlPolicy UUID NOT NULL,   
 
--Versionable attributes 
  majorVersion   INT DEFAULT 0 NOT NULL, 
  minorVersion   INT DEFAULT 1 NOT NULL, 
 
--RegistryEntry attributes 
  status    INT DEFAULT 0 NOT NULL, 
  userVersion   ShortName, 
  stability    INT DEFAULT 0 NOT NULL, 
  expirationDate  TIMESTAMP, 
 
--Classification attributes. Assumes not derived from Association 
  sourceObject   UUID NOT NULL, 
  targetObject   UUID NOT NULL, 
); 
 
 
CREATE TABLE ClassificationNode (  
--RegistryObject Attributes 
  id     UUID PRIMARY KEY NOT NULL, 
  name     LongName,  
  description   FreeFormText, 
  accessControlPolicy UUID NOT NULL,   
 
--Versionable attributes 
  majorVersion   INT DEFAULT 0 NOT NULL, 
  minorVersion   INT DEFAULT 1 NOT NULL, 
 
--RegistryEntry attributes 
  status    INT DEFAULT 0 NOT NULL, 
  userVersion   ShortName, 
  stability    INT DEFAULT 0 NOT NULL, 
  expirationDate  TIMESTAMP, 
 
--ClassificationNode attributes 
  parent    UUID, 
  path     VARCHAR(512) NOT NULL, 
  
  code     ShortName 
); 
 
CREATE PROCEDURE ClassificationNode_classifiedObjects(classificationNodeId) { 
--Must return a collection of UUIDs for RegistryEntries classified by this ClassificationNode 
} 
 
--Begin Registry Audit Trail tables 
 
CREATE TABLE AuditableEvent (  
--RegistryObject Attributes 
  id     UUID PRIMARY KEY NOT NULL, 
  name     LongName,  
  description   FreeFormText, 
  accessControlPolicy UUID NOT NULL,   
 
--AuditableEvent attributes 
  user  UUID, 
  eventType    INT DEFAULT 0 NOT NULL, 
  
  registryEntry   UUID NOT NULL, 
  timestamp    TIMESTAMP NOT NULL, 
); 
 
 
 
CREATE TABLE User (  
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--RegistryObject Attributes 
  id     UUID PRIMARY KEY NOT NULL, 
  name     LongName,  
  description   FreeFormText, 
  accessControlPolicy UUID NOT NULL,   
 
--User attributes 
  organization  UUID NOT NULL 
 
--address attributes flattened 
  address_city  ShortName, 
  address_country ShortName, 
  address_postalCode ShortName, 
  address_state  ShortName, 
  address_street ShortName, 
 
  email    ShortName, 
 
--fax attribute flattened 
  fax_areaCode  VARCHAR(4) NOT NULL,   
  fax_countryCode VARCHAR(4), 
  fax_extension  VARCHAR(8), 
  fax_umber   VARCHAR(8) NOT NULL, 
  fax_url   URI 
   
 --mobilePhone attribute flattened 
  mobilePhone_areaCode  VARCHAR(4) NOT NULL,   
  mobilePhone_countryCode VARCHAR(4), 
  mobilePhone_extension  VARCHAR(8), 
  mobilePhone_umber   VARCHAR(8) NOT NULL, 
  mobilePhone_url   URI 
   
--name attribute flattened   
  name_firstName ShortName,   
  name_middleName ShortName, 
  name_lastName  ShortName, 
 
--pager attribute flattened 
  pager_areaCode VARCHAR(4) NOT NULL,   
  pager_countryCode VARCHAR(4), 
  pager_extension VARCHAR(8), 
  pager_umber  VARCHAR(8) NOT NULL, 
  pager_url   URI 
   
--telephone attribute flattened 
  telephone_areaCode  VARCHAR(4) NOT NULL,   
  telephone_countryCode  VARCHAR(4), 
  telephone_extension  VARCHAR(8), 
  telephone_umber   VARCHAR(8) NOT NULL, 
  telephone_url    URI, 
   
  url      URI, 
  
); 
 
CREATE TABLE Organization (  
--RegistryObject Attributes 
  id     UUID PRIMARY KEY NOT NULL, 
  name     LongName,  
  description   FreeFormText, 
  accessControlPolicy UUID NOT NULL,   
 
--Versionable attributes 
  majorVersion   INT DEFAULT 0 NOT NULL, 
  minorVersion   INT DEFAULT 1 NOT NULL, 
 
--RegistryEntry attributes 
  status    INT DEFAULT 0 NOT NULL, 
  userVersion   ShortName, 
  stability    INT DEFAULT 0 NOT NULL, 
  expirationDate  TIMESTAMP, 
 
--Organization attributes 
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--Organization.address attribute flattened  
  address_city   ShortName, 
  address_country  ShortName, 
  address_postalCode ShortName, 
  address_state   ShortName, 
  address_street  ShortName,   
 
--primary contact for Organization, points to a User.  
--Note many Users may belong to the same Organization  
  contact    UUID NOT NULL, 
 
--Organization.fax attribute falttened 
  fax_areaCode  VARCHAR(4) NOT NULL,   
  fax_countryCode VARCHAR(4), 
  fax_extension  VARCHAR(8), 
  fax_umber   VARCHAR(8) NOT NULL, 
  fax_url   URI, 
 
--Organization.parent attribute 
  parent   UUID,  
 
--Organization.telephone attribute falttened 
  telephone_areaCode  VARCHAR(4) NOT NULL,   
  telephone_countryCode  VARCHAR(4), 
  telephone_extension  VARCHAR(8), 
  telephone_umber   VARCHAR(8) NOT NULL, 
  telephone_url    URI 
); 
 
 
--Note that the ebRIM security view is not visible through the public query mechanism 
--in the current release 
 
 
--The RegistryEntry View allows polymorphic queries over all ebRIM classes derived  
--from RegistryEntry 
 
CREATE VIEW RegistryEntry ( 
--RegistryObject Attributes 
  id, 
  name, 
  description, 
  accessControlPolicy,   
 
--Versionable attributes 
  majorVersion, 
  minorVersion, 
 
--RegistryEntry attributes 
  status, 
  userVersion, 
  stability, 
  expirationDate 
 
) AS 
 SELECT 
--RegistryObject Attributes 
  id, 
  name, 
  description, 
  accessControlPolicy,   
 
--Versionable attributes 
  majorVersion, 
  minorVersion, 
 
--RegistryEntry attributes 
  status, 
  userVersion, 
  stability, 
  expirationDate 
   
 FROM ExtrinsicObject 
 UNION 
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 SELECT  
--RegistryObject Attributes 
  id, 
  name, 
  description, 
  accessControlPolicy,   
 
--Versionable attributes 
  majorVersion, 
  minorVersion, 
 
--RegistryEntry attributes 
  status, 
  userVersion, 
  stability, 
  expirationDate 
 FROM (Registry)Package 
 UNION 
 
 SELECT 
--RegistryObject Attributes 
  id, 
  name, 
  description, 
  accessControlPolicy,   
 
--Versionable attributes 
  majorVersion, 
  minorVersion, 
 
--RegistryEntry attributes 
  status, 
  userVersion, 
  stability, 
  expirationDate 
FROM ClassificationNode; 

 
付録 D アドホッククエリに基づく非規範的コンテンツ 
 
Registry SQLクエリ機能は、コンテンツをカタログ化するメタデータに基づくコンテンツの
検索ばかりでなく、コンテンツ自身に含まれるデータに基づく検索機能もサポートしてい

る。たとえば、クライアントは、CPP文書自身の RoleName要素内で“seller”と名付けられ
た役割を定義するすべてのコラボレーションプロトコルプロファイルを検索するクエリを

申請できる。現在のところ、コンテンツに基づくクエリ機能は、XMLコンテンツに制限さ
れている。 
 
D.1.1 XMLコンテンツの自動分類 
 
コンテンツに基づくクエリは、Registryによってサポートされる既存の分類機構を通して、
間接的にサポートされる。 
 
申請組織は、任意の XMLスキーマまたは DTDについて、それが申請されるときに論理イ
ンデックスを定義できる。こうした論理インデックスのインスタンスは、XML文書ツリー
内の特定の属性または要素ノードと、レジストリ内の分類スキームにある ClassificationNode
との間のリンクを定義する。 
 
レジストリは、このインデックスを利用して、スキーマのインスタンスである文書を文書

インスタンスが申請されるときに自動的に分類する。このような文書は文書自体に含まれ

るデータに従って分類される。 
 
このように自動的に分類されたコンテンツについては、後でクライアントが Registryの既存
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の分類ベース検索機構と ObjectQueryManagerのクエリ機能を用いて検索できる。 
 
[注]この手法はデータベースが索引付き検索をサポートする方法と概念的に類似する。DBA
はスキーマ内のテーブルについてインデックスを定義する。データがテーブルに追加され

るときに、データに自動的にインデックスが付けられる。 
 
D.1.2 インデックス定義 
 
本節では、Registry DTDで定義される SubmittedObject要素で、論理インデックスを定義す
る方法を説明する。完全な Registry DTDについては付録 Aで指定している。 
 
スキーマまたは DTDに対する SubmittedObject要素は、オプションの ClassificationIndexList
要素で ClassificationIndexesのコレクションを定義できる。申請されるコンテンツが
SCHEMA objectTypeでない場合は、ClassificationIndexListは無視される。 
 
ClassificationIndex要素は、[ebRIM]における基本クラス Registry Objectの属性を継承する。
したがって、この要素は専門属性を次のように定義する。 
 
1. classificationNode:この属性は、特定の ClassificationNodeをその IDによって参照する。 
 
2. contentIdentifier:この属性は、[XPT]によって定義される XPATH式を用いて、スキーマの
文書インスタンスに含まれる特定のデータ要素を識別する。 
 
D.1.3 インデックス定義の例 
 
CPPの RoleName要素内で定義される役割に基づいて、CPPを自動的に分類するインデック
スを定義するには、次のインデックスを CPPスキーマまたは DTDについて定義しなければ
ならない。 
 
<ClassificationIndex  
 classificationNode=’id-for-role-classification-scheme’ 
 contentIdentifier=’/Role//RoleName’ 
/> 

 
D.1.4 推奨される XML定義 
 
<!-- 
A ClassificationIndexList is specified on ExtrinsicObjects of objectType 
'Schema' to define an automatic Classification of instance objects of the 
schema using the specified classificationNode as parent and a 
ClassificationNode created or selected by the object content as selected 
by the contentIdentifier  
--> 
<!ELEMENT ClassificationIndex EMPTY> 
<!ATTLIST ClassificationIndex 
        %ObjectAttributes;  
        classificationNode IDREF #REQUIRED 
        contentIdentifier CDATA #REQUIRED 
> 
 
<!-- ClassificationIndexList contains new ClassificationIndexes  --> 
<!ELEMENT ClassificationIndexList (ClassificationIndex)*> 
 
D.1.5 自動分類の例 
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「seller」と「buyer」としての 2つの役割を定義する CPPが申請されると仮定する。その
CPPが申請されるとき、ClassificationIndexの classificationNode属性において指定される
ClassificationNodeの子（たとえば、Roleという名前のノード）である「seller」と「buyer」
という名前の 2つの ClassificationNodesによって、CPPは自動的に分類される。「seller」と
「buyer」という名前の 2つの ClassificationNodesがどちらも以前に存在しなかった場合は、
ObjectManagerが自動的にこれらの ClassificationNodeを作成することに注意すること。 
 
 
付録 E セキュリティ実装ガイドライン 
 
本節では、セキュリティ処理をレジストリに実装できる方法に関する青写真の案を示す。

本書で説明するるデフォルトのセキュリティ上の役割と権限付与規則がサポートされるか

ぎり、レジストリは異なる実装を選択してよい。 
 
E.1 認証 
 
1. メッセージ受信後の最初の作業は認証である。本人オブジェクトが作成される。 
 
2. メッセージに署名がある場合、その署名が確認され(証明書の有効期限を含む)、証明書の
DNが本人の身元となる。次に、レジストリで本人が検索され、それが見つかると、役割と
グループが埋められる。 
 
3. メッセージに署名がない場合、空の本人が役割 RegistryGuestを使って作成される。この
ステップは対称性を確保するため、そして残りの処理を切り離すためである。 
 
4. 次に、コマンドとそのコマンドの実行対象であるオブジェクトに関してメッセージが処
理される。 
 
E.2 許可 
 
オブジェクトごとに、アクセスコントローラはそのオブジェクトを含む AccessControlPolicy
オブジェクトすべてで反復して実行し、要求されたメソッドが本人に対して許可されてい

ることを確認するため、許可オブジェクトに共通するチェーンがあるかどうかを調べる。

そのオブジェクトが関係付けられる許可オブジェクトのいずれかに本人と共通の役割、同

一性、またはグループがある場合、アクションが許可される。 
 
E.3 レジストリブートストラップ 
 
レジストリが新規に登録されるときは、役割を RegistryAdminとする Registry Adminの証明
書 DNの IDを使ってデフォルトの Principalオブジェクトを作成する必要がある。このよう
にして、Registry Adminによって署名されたメッセージはすべての特権を取得する。 
 
レジストリが新規に登録されるときは、AccessControlPolicyの単一インスタンスがデフォル
ト AccessControlPolicyとして作成される。これには必要な Permissionインスタンスのほか、
特権および特権属性の作成が含まれる。 
 
E.4 コンテンツの申請 - クライアントの責任 
 
レジストリクライアントは申請の前にコンテンツに署名しなければならない。署名がない
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場合、コンテンツは却下される。 
 
E.5 コンテンツの申請 - レジストリの責任 
 
1. 他の要求の場合と同様に、クライアントが最初に認証される。この場合、Principalオブ
ジェクトは証明書から DNを取得する。 
 
2. メッセージ内の要求に従って、RegistryEntryが作成される。 
 
3. RegistryEntryに単一のデフォルト AccessControlPolicyが割り当てられる。 
 
4. SOの IDを持つ本人が見つからない場合は、SOの DNを持つ IDオブジェクトが作成さ
れる。 
 
5. この IDを持つ本人が作成される。 
 
E.6 コンテンツの削除/廃止 - クライアントの責任 
 
レジストリクライアントは認証のために申請前に搬送内容(メッセージ全体ではない)に署
名しなければならない。それがないと、要求は却下される。 
 
E.7 コンテンツの削除/廃止 - レジストリの責任 
 
1. 他の要求の場合と同様に、クライアントが最初に認証される。この場合、Principalオブ
ジェクトは証明書から DNを取得する。レジストリにはこの IDを持つ本人がいるため、
Principalオブジェクトはそのオブジェクトからすべての役割を取得する。 
 
2. メッセージ内の要求(削除または廃止)に従って、オブジェクト内の該当するメソッドを評
価する。 
 
3. アクセスコントローラは、単一のデフォルト AccessControlPolicyを通じてこのオブジェ
クトと関係付けられる Permissionオブジェクトで繰り返しを実行することにより権限付与
を実行する。 
 
4. 権限付与に成功すると、アクションが許可される。さもなければ、エラー応答が適切な
AuthorizationExceptionエラーメッセージを付して返送される。 
 
 
付録 F ネイティブ言語のサポート（NLS） 
 
F.1 定義 
 
本節では文字セットと言語のみについて説明するが、以下の用語を明確に定義しておく必

要がある。 
 
F.1.1 コード化文字セット（CCS） 
 
CCSは抽象文字のセットから整数のセットへのマッピングである[RFC 2130]。CCSの例は、
ISO-10646、US-ASCII、ISO-8859-1などである。 
 
F.1.2 文字コード化スキーム（CES） 
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CESは 1つの(または複数の)CCSからオクテットのセットへのマッピングである[RFC 2130]。
CESの例は ISO-2022、UTF-8である。 
 
F.1.3 文字セット（charset） 
 
charsetはオクテットのシーケンスから文字シーケンスへのマッピングである[RFC 2277], 
[RFC 2278]。文字セットの例は ISO-2022-JP、EUC-KRである。 
 
登録済み文字セットの一覧は[IANA]に記載されている。 
 
F.2 NLSおよび要求/応答メッセージ 
 
レジストリクライアントとレジストリサービスの両方でデータ処理を正確に行うためには、

使用している文字セットを知ることが重要である。トランザクションの本体部には xml符
号化宣言のなかに charsetが含まれる場合があるが、レジストリクライアントとレジストリ
サービスはテキスト/xmlを使用するときにMIMEヘッダで charsetパラメータを指定するも
のとする。[RFC 3023]で定義されているように、charsetパラメータを省略してテキスト/xml
エンティティを受け取った場合、MIMEプロセッサおよび XMLプロセッサはデフォルトの
charset値"us-ascii"を使用しなければならない。 
 
 Ex. Content-Type: text/xml; charset=ISO-2022-JP 
 
また、アプリケーション/xmlエンティティが使用される場合、charsetパラメータはオプシ
ョンであり、レジストリクライアントとレジストリサービスは、その場合について直接規

定する[REC-XML]の節 4.3.3の要件に従わなければならない。 
 
別の Content-Typeを使用する場合、charsetの使用は[RFC 3023]に従わなければならない。 
 
F.3 NLSおよび RegistryEntryの格納 
 
本節ではレジストリが RegistryEntryインスタンスを格納すべき方法に関する NLSガイドラ
インを示す。 
 
F.3.1 RegistryEntryの文字セット 
 
RegistryEntryの格納に使用される実際の文字セットはインタフェースに影響しないため、こ
れは基本的には実装の問題である。しかし、さまざまな言語を取り扱うためには、UTF-16 ま
たは UTF-8を使用することが強く推奨される。 
 
F.3.2 RegistryEntryの言語情報 
 
言語は xml:lang属性で指定できる（節 2.12 [REC-XML]）。xml:lang属性が指定される場合に
は、レジストリはその言語コードを RegistryEntry内の名前言語を持ち、sloTypeが nlsであ
る特別なスロットの値として使用できる。値は[RFC 1766]に適合しなければならない。スロ
ットは[ebRIM]で定義される。 
 
F.4 NLSおよびリポジトリ項目の格納 
 
本節ではレジストリがリポジトリ項目を格納すべき方法に関する NLS ガイドラインを示す。 
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F.4.1 リポジトリ項目の文字セット 
 
RegistryEntryの文字セットと異なり、リポジトリ項目の charsetはもともとトランザクショ
ンで指定されたものであるため、それを保存しなければならない。レジストリは、該当す

るリポジトリ項目の charsetを格納するために、名前が repositoryItemCharset、sloTypeが nls
の特別なスロットを RegistryEntryに対して使用できる。値は[RFC 2277]、[RFC 2278]で定義
済みのものでなければならない。リポジトリ項目がすべて repositoryItemCharsetを必要とす
るわけではないため、repositoryItemCharsetはオプションである。 
 
F.4.2 リポジトリ項目の言語情報 
 
リポジトリ項目で使用されている言語を知るには、文字セットを 1つ指定するだけでは十
分ではない。レジストリは名前が repositoryItemLang、sloTypeが nlsの特別なスロットを使
用できる。リポジトリ項目がすべてこの属性を必要とするわけではないため、この属性は

オプションである。値は[RFC 1766]に準拠するものでなければならない。 
 
現在、本書は文字セットと言語の情報を送信する方法と、その情報がレジストリに格納さ

れる方法のみを指定する。しかし、言語情報はフランス語で書かれた DTDのみの検索など、
クエリ基準の一つとして使用できる。さらに、レジストリクライアントがレジストリサー

ビスからのメッセージにお気に入りの言語を指定するなど、言語ネゴシエーションプロシ

ージャを本文書の将来のバージョンの追加機能とすることができる。 
 
 
付録 G 用語の対応 
 
他の作業で使用される用語と同じ用語を使用すべくあらゆる努力がなされてきたものの、

一部に用語の違いがある。 
 
下表は本仕様と他の仕様およびワーキンググループで使用される用語との間の用語の対応

を示す。 
 

本書 OASIS ISO 11179 
「リポジトリ項目」 Registered Object  
RegistryEntry Registry Item Administered Component 
ExternalLink Related Data なし 
Object.id RegEntryId, orgId, etc.  
ExtrinsicObject.uri objectURL  
ExtrinsicObject.objectType defnSource, objectType  
RegistryEntry.name CommonName  
Object.description ShortDescription, Description  
ExtrinsicObject.mimeType ObjectType=”mime” 

FileType=”mime type” 
 

Versionable.majorVersion userVersion only  
Versionable.minorVersion userVersion only  
RegistryEntry.status registrationStatus  

 
表 1: 用語対応表 
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